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　　　はじめに




　どうも始めまして。この本の著者である伊藤和幸です。

　まずは、本書を手に取っていただけたことに感謝を。

　ありがとうございます。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』の〝リプレイ〟です。

　ここではＴＲＰＧやリプレイに初めて触れる方のために、まずは簡単な解説をさせていただきましょう。




　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、将棋やトランプ、麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧというと、いわゆるコンピュータゲームのそれを思い浮かべる方が多いと思いますが、ＴＲＰＧはテレビやゲーム機のような電子機器を必要とはしません。

　筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブックと一緒に遊ぶ仲間、そしてゲームを楽しもうという心さえあれば、誰にでも遊ぶことができます。

　このＴＲＰＧというゲームは、ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれるゲームの司会進行役のもと、参加者は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進めていきます。

　イメージとしては、仲間同士でアドリブで演劇をして楽しむような感じでしょうか。




　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章として書き起こしたものが〝リプレイ〟です。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧルール『ＤＸ２』の舞台は、現代にごく近い近未来。

　一見平穏な世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特殊なウィルスによる侵蝕を受けており、オーヴァードと呼ばれる超常能力を持った人間たちが、密かに戦いを繰り広げています。




　簡単にではありますが、ＴＲＰＧやリプレイ、『ＤＸ２』について解説したところで、最後はリプレイで使用される特徴的な用語について触れさせていただきます。




セッション：一回のゲームプレイのこと。参加者が集まり、解散するまでを指す。

ＧＭ：ゲームマスターの略。プレイの進行役を担い、そのセッションのシナリオを用意する役目の参加者。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者のこと。各自ひとりのキャラクターを作り、それを操ることでゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作ったキャラクターのこと。さまざまな能力値や技能、特殊能力などが設定されている。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターのこと。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ２』は十面体のダイスを複数個使用する。

レネゲイド：謎のウィルス。感染・発症するとさまざまな超常能力を使えるようになる。

オーヴァード：『ＤＸ２』において、レネゲイドに侵蝕されたキャラクターのこと。その情報は世界的に隠匿されている。

ジャーム：レネゲイドによって理性をなくしたオーヴァードのこと。

侵蝕率：オーヴァードがどの程度、レネゲイドによる影響を受けているかを表わす数値。この数値が一定値以上でゲームを終えると、ＰＣはジャーム化してしまう。

ＦＨ：ファルスハーツの略。レネゲイドの力を悪用し、世界各地でテロ活動を行なう犯罪組織。その詳細は謎に包まれている。




　それでは、そろそろ解説は切り上げて、本編に移りましょう。

　よろしければ、最後までおつき合いください。
















　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた……。




「ダブルクロスのリプレイ新シリーズの担たん当とうはお前になったぞ！」




　某月某日、俺、伊藤和幸は上司から告げられた言葉を、呆ぼう然ぜんと聞いていました。

　その瞬間まで、自分が文庫リプレイを担当させてもらえるとは思ってもいなかったので、「これって夢だろうか……」などと考えてしまったほどです。

　ですが、いつまでも呆ほうけてはいられません。

　せっかくいただけたチャンス───やるからには全力です。




　そうしてリプレイの準備を始めてまず悩んだのは、どんな物語にするかということ。

　やはり新シリーズというからには、今までのものとは一風違うものにしたい。

　ダブルクロスといえば、平へい穏おんな日常を脅おびやかす、非日常の世界から現れる敵との戦いが王道ですが、そこをもう一歩突き詰めてみたい。頭をひねり、同僚に相談に乗ってもらい、たどり着いたのは……発想を〝逆転〟させたらどうか、ということでした。日常から始まる物語……その始まりを変えることで、新たな刺激を生み出せるのではないかと思ったのです。

　そうこうして物語の基礎を考えついたあとは、慌あわただしく準備する日々が過ぎ───。




　そして、プレイ収録当日。俺はＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室で深しん呼こ吸きゆうをしていました。

　目の前には談笑する四人の男女の姿すがた。『ＤＸ２』リプレイの新シリーズ───『エクソダス』第一回目のセッションが、今まさに始まろうとしているところです。

　それでは、まず最初に、今日集まった参加者の面々を紹しよう介かいさせていただきましょう。




▼藤ふじ澤さわさなえ（以下、藤澤）

　クリエイター集しゆう団だんグループＳＮＥ所しよ属ぞくのライターのひとり。とても楽しそうにゲームをする方で、得とく意い技わざはノリツッコミ。『新ソード・ワールドＲＰＧリプレイ集ＮＥＸＴ』シリーズ（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）のＧＭ兼けん著ちよ者しやと言えば、ご存ぞんじの方も多いのではないでしょうか。

　新リプレイ開始にあたり、新風吹かせるべく参戦していただいたリーサルウェポン！

　現げん在ざいはドラゴンマガジン誌し上にて、『ソード・ワールド[image: ]リプレイ　たのだん』を絶ぜつ賛さん連れん載さい中です！




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員で、言わずと知れた『ダブルクロス』シリーズのデザイナーにして、数多くのリプレイのＧＭ・執しつ筆ぴつ、プレイヤーをこなしてきた偉い大だいなる先輩です。

　矢野俊策が手がけた『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』シリーズ全四巻かん、大だい好こう評ひよう発売中です！




▼しのとうこ（以下、しの）

『ダブルクロス』シリーズのメインイラストレーター。この人のイラスト抜ぬきに『ダブルクロス』を語ることはできません。

　そんな彼女はさまざまなゲームを精せい力りよく的に遊び、楽しむゲーマーでもあります。その実戦形式で身に付けた知ち識しきと経けい験けんが、窮きゆう地ちから他者を救うこともしばしば。




▼鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』（エンターブレイン刊）などのゲームデザイナー。その立場ゆえ、みんなから〝社長〟と呼ばれています。

　常つねにＴＲＰＧの最さい先せん端たんを走る偉大なる先せん達だつ。リプレイではなぜか猫ねこやロボ、車など、人間ではないキャラクターを演えんじることが多いのが特とく徴ちようです。




　以上四名にＧＭを務つとめる俺、伊藤和幸を加えてお送りする『エクソダス』。

　それではリプレイ本ほん編ぺんをお楽しみください！





＊　　　＊　　　＊






伊藤（以下、ＧＭ）：では、これからダブルクロス・リプレイの新シリーズ『エクソダス』の収しゆう録ろくを開始します。みなさん、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：さて、まず最初に今回のリプレイの目玉のひとつであるゲストの紹介をさせていただきましょう。グループＳＮＥの藤澤さなえさんです！

藤澤：はい、みなさんよろしくお願いしまーす（笑）。

一同：わー、パチパチパチ。

ＧＭ：温かな拍手ありがとうございます。それでは早速ですが、藤澤さん。『ＤＸ２』のご経験はありますか？

藤澤：あ、前に矢野さんと一度あります。楽しく遊ばせていただきました（笑）。

矢野：ドラゴンマガジンの『れっつぷれー』の時のですね。

ＧＭ：おお。では、もう『ＤＸ２』を遊ぶのは問題なしですか？

藤澤：そうですね。ただ、再確認したいので、説明していただけると助かります（笑）。

ＧＭ：了解しました（笑）。では、軽く説明しながら進めていきましょうか。

藤澤：はい、お願いしまーす。あっ、ちなみに私、結けつ構こう変なこと言うタイプなので、やばそうだったらコラッてしてください（笑）。

しの：変なことって（笑）。

藤澤：いや、私がキャラクターをやると、おバカというか変になると思うんで（笑）。基き本ほん的に変なキャラを演じることが多いんですよ（一同爆笑）。

矢野：藤澤さん、最初から飛ばしてますね（笑）。

藤澤：ああ、すみません！　言ってる側から！

ＧＭ：いやいや、盛もり上あげていただいて感かん謝しやです！　では、座も和なごんだところで、まずは『ＤＸ２』の基本的な世界観から説明しましょう。

　今より少し未来、とある事件により未知のウィルスが世界にまかれてしまった。

　ウィルスの名前は〝レネゲイド〟。宿主を常じよう識しきではありえない力を振るう存在───〝超人オーヴアード〟に生まれ変わらせるもの。

　オーヴァードは人間をはるかに超える能力を持つが、その力を振るうほどに理性を失い、時として暴走してしまう。その危険性に気づいた者たちの警けい鐘しようによって、各国政府はレネゲイドウィルスに関する情報を封ふう鎖さ、秘ひ匿とくした。

　それゆえに人々はまだ知らない。世界が変貌してしまったことを……。




ＧＭ：というのが、基本的な設定になりますね。

藤澤：ふむふむ。たしか、ＰＣはオーヴァードになって、大切な日常を守るんでしたよね。

ＧＭ：その通りです。説明の必要なかったかな？（笑）

藤澤：いえいえ、まだうろ覚えなんで説明してもらえた方が嬉うれしいです（笑）。

ＧＭ：了解しました（笑）。では、世界観の次は、シナリオの舞台について解説させてもらいましょう。今回は少し変わったシチュエーションになりますので……。

矢野：む、基本ステージじゃないのか？

ＧＭ：時代背景は基本ステージと同じ現代なんですが、場所が特とく殊しゆなんですよ。まず、舞台の名前はＸ島になります。

一同：Ｘ島っ！

矢野：それはまたすごい名前だな。ある意味ベタというか……（笑）。

藤澤：ちなみにどんな場所なんですか？

ＧＭ：ファルスハーツ（以下、ＦＨ）が人工的に作りだした絶海の孤島ですね。世界各地から人間を誘ゆう拐かいしてきては、さまざまな人体実験を施している実験施設でもあります。ところで、藤澤さんはＦＨという組織については知ってますか？

藤澤：えーっと、たしか悪いことしてる人たちですよね？

ＧＭ：これはまたストレートに来ましたね（笑）。

藤澤：す、すみませーん！（笑）

ＧＭ：いえ、大丈夫です。その認にん識しきでまったく問題ありませんから（笑）。




『ＤＸ２』において、ＰＣの敵となるのがＦＨ──ファルスハーツだ。

　ＦＨはレネゲイドを悪用したさまざまな犯罪行為を行なうテロ組織であり、レネゲイド関連の事件の背後には、多くの場合、彼らの存在がある。




ＧＭ：さて、そんなＦＨに作られたＸ島ですが、管理しているのはＦＨを構築する組織のひとつ、ファントムセルが行なっています。

しの：ＦＨのファントムセルが管理と……（メモメモ）。

ＧＭ：Ｘ島は絶海の孤島で、島周辺には厳重な警戒網が敷かれています。また、外界からは完全に隔離されており、一度入ってしまえば自分の意志で外に出ることはできません。

しの：本当に閉じた環境なんですね～。

鈴吹：それで、俺たちはそこに連れ込まれた実験体になるのか？

ＧＭ：ご名答。ＰＣの設定については、またあとで説明させていただきますよ。さて、舞台の説明も終わったところで、次はハンドアウトを読み上げますよ。




　シナリオに参加するために必要な情報が書かれた紙片をシナリオハンドアウトと言います。

『ＤＸ２』では、シナリオ開始前にこれを配り、それを元にキャラクターの作成を行なってもらうことになります。




ＧＭ：というわけで、ハンドアウトの内容はこんな感じになります。




▼ＰＣ①用ハンドアウト

　ロイス：〝マスターファントム〟　　　推奨感かん情じよう　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：恐きよう怖ふ

　カヴァー／ワークス：ＦＨ実験体／指定なし　　　Ｄロイス：賢けん者じやの石or古代種or申し子

　キミはごく普通の高校生として、家族や友人と共に平穏な生活を過ごしていた。

　だが、ある日キミが目を覚ますと、そこは見慣れた自室ではなく鋼鉄で覆おおわれた物々しい部屋だった。わけも分からぬまま放り出された状況の中で、キミの前に現れたのはマスターファントムを名乗る男。彼は地を這はうような低い声で告げた。

「ようこそ、隠された真実の世界へ」




ＧＭ：こんな感じで、ＰＣ①はいきなり誘拐されて改造されたオーヴァードになります。

矢野：すでに改造済みなのか！（笑）

ＧＭ：ええ、最初からどん底ですね。何も知らないまま、いきなり非日常の世界に放り出されて、レッツスタートになります。

しの：それはまた……すごい逆境だ（笑）。

ＧＭ：普通なら平穏な日常から始まるのがベタなんですけど、逆にいきなり崖がけっぷちから始まるのも面白いんじゃないかと思いまして。

藤澤：ああ、ピンチって燃えますもんねー。

ＧＭ：ええ。『サイボーグ００９』や『仮面ライダー』のように、突然日常を奪われてなお、敵の支配から逃れるために戦うのも『ＤＸ２』的王道じゃないかなと思いまして。

鈴吹：それでシリーズタイトルも脱出エクソダスなわけか。

矢野：なるほどな。それは今までとは一風違ちがっていいね。

ＧＭ：はっ、ありがとうございます（笑）。

しの：じゃあ、ある日、目が覚めると手しゆ術じゆつ台だいの上にのせられていて……。

鈴吹：「やめろー、やめるんだー！」と叫さけびながら改かい造ぞうされちゃうと（一同爆笑）。

藤澤：ああー、なるほど（笑）。

しの：ちなみに、このＤロイスのところに三つ並んでいるのは？

ＧＭ：その中から好きなものをひとつ選んでもらえればＯＫというやつです。

矢野：それは選んだＤロイスの能力を持つオーヴァードとして改造されるってこと？

鈴吹：もしくは、そういう素養があったから改造されたってところか。

ＧＭ：そこは今のところ秘密ということで（笑）。いずれ語る機会をお楽しみに。

しの：意味深な発言だなぁ（笑）。




▼ＰＣ②用ハンドアウト

　ロイス：マーク・ブロウズ　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：隔かく意い

　カヴァー／ワークス：ＦＨ実験体／指定無し　　　Ｄロイス：指定無し

　キミはＦＨに改造されたＸナンバーズと呼ばれるオーヴァードのひとりだ。

　Ｘ島という孤こ島とうで人体実験を強要される日々。その果てに次々と人が死んでいく地じ獄ごくのような世界から逃のがれるために、キミは仲間とともに脱だつ走そう計画を立てた。

　だが、キミと同じＸナンバーズのひとりであるマーク・ブロウズという少年の気持ちは違うようだ。より強い力を求め、彼は率そつ先せんして人体実験を受けている。

　取り返しのつかないことになる前に、彼を止とめたいのだが───。




ＧＭ：ＰＣ②はＦＨに改造されて、Ｘ島で生活しているオーヴァードになります。

藤澤：あのー、このＸナンバーズっていうのは何でしょうか？

ＧＭ：Ｘ島の中でも、特に高い能力を持つ、最強のオーヴァード実験体たちのことです。

藤澤：おお、最強ですか！

ＧＭ：はい、最強です！

鈴吹：ちなみに実験体ってことは、島の中では識しき別べつ番号で呼ばれてたりするのか？（笑）

ＧＭ：なんで、そんなに嬉うれしそうなんですか（笑）。

鈴吹：実験体といえば、やっぱり番号で呼ばれないといかんだろ（力説）。

ＧＭ：たしかに番号はつけてもらおうとは思っていましたが……（笑）。せっかくなのでキャラクター作成の時に識別番号をつけてもらえますか。Ｘ〇〇という感じで。

藤澤：番号は好きに決めていいんですか？

ＧＭ：ＰＣ①が一番高い数字にしてください。ＰＣ①が最新型ですので。

しの：数字が大きいほど新しく作られたことになるんですね。

ＧＭ：はい、そうなります。で、ＰＣ①だけは番号をこちらで設定させていただきたいです。ＰＣ②～ＰＣ④が番号をつける指し針しんになると思いますので。

矢野：何番にするんだ？

ＧＭ：あまり大きすぎてもなんですし、〝Ｘ０ゼロ９ナイン〟で（笑）。

しの：じゃあ、ＰＣ②～ＰＣ④は９未満の数字にすればいいんですね。

ＧＭ：はい、それでお願いします。んで、最後に補ほ足そくをひとつ。ハンドアウトにある脱走計画を企たくらんでいる仲間ですが、これはＰＣ③とＰＣ④ということになります。

鈴吹：ＰＣ②～ＰＣ④で協力して、もう脱走計画を立ててるわけか。

藤澤：マークは仲間じゃないんですか？

ＧＭ：じゃないですねぇ。ファントムセルに傾けい倒とうしているＮＰＣなので。

藤澤：なるほど～。




▼ＰＣ③用ハンドアウト

　ロイス：〝ピクシー〟　　　推奨感情　ポジティブ：親近感／ネガティブ：不信感

　カヴァー／ワークス：ＦＨ実験体／指定なし　　　Ｄロイス：指定なし

　キミはＦＨに改造されたＸナンバーズと呼ばれるオーヴァードのひとりだ。

　Ｘ島という孤島で人体実験を強要される日々。その果てに次々と人が死んでいく地獄のような世界から逃れるために、キミは仲間とともに脱走計画を立てた。

　そんな脱走計画をともにする仲間のひとりが〝ピクシー〟だ。

　別の施設にいるらしく、通信端たん末まつ越ごしにしか会えない人物だが、キミとＰＣ②、ＰＣ④を引き合わせ、脱出計画を立てた人物でもある。

　決められた時じ刻こくに彼からの通信が入る。脱出計画がもうすぐ始まろうとしていた。




しの：ピクシー……妖よう精せいですか？

ＧＭ：はい。とはいえ小さい女の子ではなくてゴブリンみたいな感じですが。

矢野：ティンカーベルみたいなのじゃないのか（笑）。

ＧＭ：ああ、日本だとそっちのイメージが強いですね（笑）。でも、こいつは西せい欧おう圏けんでの意味合いの妖精にしようと思って、ゴブリンと表現させてもらいました。

しの：実じつ際さいに会ったことはないみたいですけど、たとえば声はどんな感じですか？

ＧＭ：声は少年なんですが、口調は大人びてますね。理知的な印象がある。彼からの通信が来る時には、通信機のモニター上にディフォルメされた妖精のアイコンが表ひよう示じされますよ。遊園地のマスコットみたいな感じの。
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藤澤：ふむふむ。ちなみに、最初の時点で脱出を計画してるのは、ＰＣ②～ＰＣ④とピクシー？

ＧＭ：はい、そうなります。




▼ＰＣ④用ハンドアウト

　ロイス：プロフェッサー・アマガ　　推奨感情　ポジティブ：有為／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　カヴァー／ワークス：ＦＨ実験体／指定なし　　　Ｄロイス：指定なし

　キミはＦＨに改造されたＸナンバーズと呼ばれるオーヴァードのひとりだ。

　Ｘ島という孤島で人体実験を強要される日々。その果てに次々と人が死んでいく地じ獄ごくのような世界から逃れるために、キミは仲間とともに脱走計画を立てた。

　脱走計画の決行が迫せまる中、キミはＸ島の最高責せき任にん者しやであり、狂きよう的なレネゲイド研究者でもあるプロフェッサー・アマガからひとつの指し示じを受けた。

　内容は新たに完成する新しい実験体ＰＣ①の面めん倒どうを見てやれというものだった。




しの：アマガ……この人がＸ島で一番偉えらい人なんですね。どんな人なんですか？

ＧＭ：そうですね……、レネゲイド研究者で、六十歳さいほどの男。総そう白髪しらがで爆ばく発はつしたみたいに奇き妙みような髪かみ型がたをした神しん経けい質しつな老人になります。あと、オーヴァードではないですよ。

矢野：なんかマッドサイエンティストっぽい感じがするんだが。

ＧＭ：超マッドですよ（さらりと）。

鈴吹：超か！（笑）

ＧＭ：人体実験大好き。それでみんな幸せになれると思ってるぐらいには（笑）。ちなみにＰＣたちをオーヴァードに改造したのは、このアマガになります。

鈴吹：なるほど、了解だ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで、みなさん好きなハンドアウトをずずいっと選んでくださいな。

矢野：んー、ＰＣ①は特殊な感じだよね。

ＧＭ：そうですね……。日常にいたはずが、いきなり非日常に放り出されることになりますから。ちょっと難むずかしい立ち位置になってしまいました。

矢野：……じゃあ、俺がやってもいいかな？

一同：おっ、いいですね。むしろ、ぜひお願いします！

鈴吹：デザイナーのＰＣ①を見せてやるって感じだな（笑）。

矢野：なんですか、その変なプレッシャーのかけ方は（笑）。

しの：実は『ＤＸ２』のリプレイで矢野さんがＰＣ①やるのは初めてなんじゃ？

矢野：そういえばそうだね。せっかくだし、楽しませてもらおう（笑）。

ＧＭ：よろしくお願いします。では、残るＰＣ②～ＰＣ④はどうしましょうか？

藤澤：そうですねー。パッと見てやりやすそうなのはＰＣ②かなぁ。

鈴吹：ふむ……なら俺はやはりＰＣ④だろうと言ってみる（笑）。

ＧＭ：社長は他の面倒を見る立ち位置のキャラ、結構やってますからね。

しの：じゃあ、私はＰＣ③で行かせてもらいましょう。

ＧＭ：決まりましたね。では、ハンドアウトを元にキャラクター作成をお願いします。




　ルールブックやサプリメントをひっくり返し、キャラクターを煮に詰つめていく一同。

　一時間後───新たな四人のオーヴァードがこの世界に生を受けたのであった。




ＧＭ：みなさん、キャラクターが完成したようですね。では、ＰＣ番号順にキャラクターの自じ己こ紹介をお願いします。







グループＳＮＥ　『ソード・ワールドＲＰＧ』シリーズをはじめ数多くのＴＲＰＧのデザイン・製作を行なってきたクリエイター集団。また、アナログゲーム製作だけでなく、小説執筆や海外出版物の翻訳なども行なっている。

『れっつぷれー』の時　ドラゴンマガジン（富士見書房刊）で連載していた『明坂聡美のＴＲＰＧれっつぷれー！』第九～十回のこと。ＧＭは声優の明坂聡美。プレイヤーは藤澤さなえ、鈴吹太郎、菊池たけし。ＧＭ補佐として矢野俊策が参加した。

カヴァー　そのキャラクターの表向きの職業。

ワークス　そのキャラクターの本当の職業、もしくは性質。

Ｄロイス　キャラクターに特殊な設定をつけるデータ。能力を強化する代わりに、ペナルティも背負うことになる。
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▼ＰＣ①：諏訪原真也すわばら・しんや　～矢野俊策

矢野：名前は諏訪原真也。十七歳の男で高校二年生だよ。一人称は僕で行くことにした。

ＧＭ：日本の高校二年生、一人称は僕と……（メモメモ）。

矢野（以下、真也）：学校では陸上部をしてたけど、今は辞めてる。理由は大病を患った後遺症で激しい運動ができなくなったから。なので、ちょっとヤサぐれてるかな。

ＧＭ：生き甲斐をなくして、くすぶってるわけですか。

真也：うん。でも、親しくしてくれる友人はいるし、両親にあんまり心配かけたくないから、不良と言うほど荒れてもいないかな。

ＧＭ：なるほど。ちょっと荒あれてる以外は、結構普通？

真也：いや、実は普通じゃないかも。

ＧＭ：えっ？

真也：ライフパスの生まれ表で〝親の理り解かい〟が出てさ。これ親がレネゲイドに理解があるってやつだから、どうやら両親は〝いろいろ〟知ってるっぽいんだよ（笑）。




『ＤＸ２』ではキャラクター作成時にライフパスというデータを設定します。これはそのキャラクターが経験してきた人生を、いくつかの表によって決定するものです。




しの：日常が音を立てて崩くずれていくー（笑）。

鈴吹：それ、両親が実はＦＨの一員だったりするんじゃないの？（笑）

真也：かもしれない（笑）。ただ、ハンドアウトの内容もあるから、僕自身はレネゲイドを知らない普通の高校生にするよ。両親のネタはＧＭに一いち任にんするので、使えそうなら使って。

ＧＭ：むう。……わかりました、あとで考えてみましょう！　それで能力の方はどんな感じになりましたか？

真也：シンドロームはブラックドッグ／バロールに目覚める予定。重力と雷かみなりをまとわせた拳こぶしで戦う白兵型。Ｄロイスは古代種を選択。識別番号は指定通り〝Ｘ０９〟だよ。

ＧＭ：白兵型ですか？　結構、能力値ち的に厳きびしいような。

真也：そこはエフェクトでフォローしてるよ。それにバロールは相手の行動を遅おくらせたり、追加行動を得たり、成長要よう素そが多いから、今後に期待ってことで。

鈴吹：おおー。さすが、デザイナーのＰＣ①。データからしてひと味違うな（笑）。

真也：いや、ですからそうやってプレッシャーかけないでくださいよ（笑）。




▼ＰＣ②：エミリア・ラウラ　～藤澤さなえ

藤澤：名前はエミリア・ラウラ。イタリア人、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの十五歳の女の子。イタリアのローマ生まれで、お母さんは占うらない師しをしてて、周りの人にも占い師が多い少し不思議な環境で育った元気印な女の子だよ！

ＧＭ：占い……ちなみにどんなヤツですか。水晶とかタロットとか、いろいろありますけど。

藤澤（以下、エミリア）：んー、じゃあタロットにする！

ＧＭ：了解しました。

エミリア：生まれ表で〝父親不ふ在ざい〟が出たので、お父さんはいないの。お母さんからは「あなたは光があたしのお腹なかに宿って生まれたのよ」と教えられてる（一同爆笑）。

鈴吹：すごいお母さんだな（笑）。

エミリア：あと、小さい頃ころに事じ故こで入院したことがあって、治療費とかお母さんに負ふ担たんをかけたことがあるの。それでお母さんに早く恩おん返がえしがしたいなと占い師のバイトをすることにしたんだけど……。

ＧＭ：おお、親おや孝こう行こうな娘むすめさんですね。

エミリア：ところが、お母さんとか知り合いの占い師に、私の占いの腕うではどうよとテストしてもらったら、なんと不ふ合ごう格かくに！（笑）

真也：いやー、あなたちょっとこれはダメだわ、と（笑）。

エミリア：なのでポジティブに「占いうまくなってやる！」と燃えてたところ、ＦＨに「君の才能を開花させてみないかい」と誘われて、ついていったら実験体にされちゃった（笑）。

ＧＭ：「こんなの聞いてないよー」という感じでしょうか（笑）。

エミリア：うん（笑）。なので、今はＸ島から脱走しようと考えてるわけだね。

ＧＭ：なるほど（笑）。

エミリア：シンドロームはモルフェウス／ノイマンで、タロットから大おお鎌がまを作って戦うよ。

しの：大鎌を振り回す少女……格好いいじゃないですか。

エミリア：斧とかも考えたんだけどね。あと、船の錨いかりとか（笑）。

一同：錨っ!?

ＧＭ：すごい発想力だ（笑）。しかし、真也に続いて、これはまた能力値的に厳しそうな組み合わせですね。

エミリア：そこは真也と同じくエフェクトでフォローしてるから大丈夫！　でも、キャラクター作成してる時はちょっとやばかったよ。

ＧＭ：ん？

エミリア：ルールブックを読んでたら、すごいゲーマー脳が出てきて（笑）。

鈴吹：それはわかる。エフェクトの組み合わせとか考え出すと面白いからね（笑）。

エミリア：そう、このエフェクトは一回で、これぐらいの負担になるからとか計算し始めたりなんかして（笑）。

ＧＭ：はいはい！　俺もそれはわかります（笑）。

エミリア：Ｘナンバーズの識別番号は〝Ｘ０ゼロ８エイト〟で、Ｄロイスは対抗種。なので、Ｘ島の他の実験体からは怖こわがられてるんじゃないかと。あと、その能力から〝死の導き手デスコンダクター〟と呼ばれてる。

ＧＭ：ああ、対抗種はオーヴァードの天敵ですからね。

エミリア：ところで、ＧＭ。Ｘ島での服装って自由にしても大丈夫なのかな？

ＧＭ：Ｘナンバーズは島内でも優ゆう遇ぐうされてますから、いいですよ。

エミリア：じゃあ、いつも白黒の色調でまとめたゴシックな服を着てるということで！

ＧＭ：ふむふむ。イタリア出身でゴシック服なのは珍しいですね。

エミリア：そうかな？

ＧＭ：アメリカとかフランス、ドイツとかで愛好されてる服装だと記憶していたので。

エミリア：いやー、可愛いし、個人的に好きなんですよ（笑）。そんなわけで、ママと占いが好きな、ポジティブな女の子ということで、よろしく！




▼ＰＣ③：アイヴィ・ノールズ　～しのとうこ

しの：名前はアイヴィ・ノールズ。北ほく欧おう系けいアメリカ人で、十二歳の女の子です。

エミリア：おっ、ちっちゃい女の子？

しの（以下、アイヴィ）：ええ、身長は一三○センチぐらいです。それで、アッシュグレイの髪かみをツーサイドアップにしてる、落ち着いた感じの少女ですよ。

ＧＭ：ふむふむ。

アイヴィ：貧びん乏ぼうな家に生まれて、貧まずしいながらも家族でいろいろがんばっていたのですが、ある日事故に遭あいまして、ひとりだけ生き残ってしまいました。

ＧＭ：それは……かなりヘヴィですな。

アイヴィ：ただそのあと、親の知り合いのつてで、とあるピアノの先生に引き取られまして、そこで才さい能のうを見み出いだされてピアノを始めたと。元々、清貧な生活をしていたのと、助けてくれた先生への恩から、清く正しく生きようと思っています。

ＧＭ：健けな気げでいいですなー。

アイヴィ：それで……どうやってＦＨにさらわれようかと考えてたんですが……。ピアノの腕が大会でも入賞できるぐらい上達しまして。そうしたら、その才能に目をつけられて、さらわれてしまったということで（笑）。

ＧＭ：こいつは使えそうだ。よし、さらうか───ということになりましたか。

アイヴィ：そんな感じです（笑）。気がついたらさらわれてしまっていたので、ピアノを弾ひくために、早く先生のもとに帰りたいと考えてます。

ＧＭ：なるほど。それで脱走を決意するわけですな。

アイヴィ：はい。シンドロームはエンジェルハィロゥ／ハヌマーン。《サイレンの魔ま女じよ》を使ったシーン攻こう撃げきを得意としていますね。

ＧＭ：むう、厄やつ介かいな能力が来ましたね（笑）。

アイヴィ：風と光を操あやつる能力から、ＦＨでは〝シルフィード〟と呼ばれています。たまに無む意い識しきで風を吹ふかせて、髪を結んでるリボンが空中に舞まったり（笑）。

ＧＭ：ああ、ひらひらと（笑）。

アイヴィ：はい（笑）。Ｄロイスは実験体を取って、【精せい神しん】を５点上じよう昇しようさせてますよ。あと、Ｘナンバーズの番号は〝Ｘ０ゼロ５フアイブ〟にしました。

ＧＭ：（メモしつつ）了解しました。




▼ＰＣ④：ガブリエル・ガルシア　～鈴吹太郎

ＧＭ：では、最後は社長お願いします。

鈴吹：はいはい。名前はガブリエル・ガルシア。南米某ぼう国こく出身の二十八歳の男だ。

しの：ガブリエルって天使の名前ですよね？

鈴吹（以下、ガブリエル）：南米だと聖せい人じんとか天使とかを名前につけるのはメジャーだからさ。もっとも名前は天使でも、外見はでかい！　ごつい！　そんな大男だが（笑）。元軍人だし、冷静沈着な性格の持ち主だ。いざって時は手を汚す覚悟もある。

ＧＭ：なるほど。ちなみに南米某国というのは？

ガブリエル：こっちで設定させてもらった架か空くうの国だよ。ちなみに、もうないぞ。

ＧＭ：な、ないんですか!?

ガブリエル：その国は政せい情じよう不安で内戦が絶たえなくてな。で、俺はそこで軍ぐん警けいに所属してたんだが、戦争中に乗ってたジープが爆ばく撃げきを受けたんだ。だが、致命傷を負ったのに死なず、ファントムセルにオーヴァードじゃないかと目をつけられて回かい収しゆうされた。……それが十八年前！

ＧＭ：じゅ、十八年前っ!?

ガブリエル：俺はレネゲイドが発見されたばかりの頃に作られた最初期の実験体で、どうにもうまくいかなくて冷れい凍とう睡すい眠みんさせられた……という設定だ（笑）。

ＧＭ：そ、それはまた……。

ガブリエル：そんなわけで、Ｘナンバーズの番号も若わかく〝Ｘ０ゼロ２ツー〟にした。ＰＣの中じゃ、一番旧きゆう型がたってわけだ。

ＧＭ：な、なるほど。十八年前……、冷凍睡眠……。むむむ、その設定はちょっと想定していませんでした。

ガブリエル：やばければ変えるけど？

ＧＭ：（しばし黙もつ考こうし）……いえ、せっかくいただいたネタ。何とか活かしてみます！

ガブリエル：おお、がんばれ（笑）。ちなみに現在は、ようやく技ぎ術じゆつ的に問題なさそうなんで解かい凍とうされて、活動を再さい開かいしてる。だが、冷凍睡眠してた十八年間で国は内戦のあげく、隣りん国ごくに合がつ併ぺいされてなくなってな。俺に故こ郷きようはあるが祖そ国こくはないわけだ。

一同：ああー。

ガブリエル：だから、実は俺、国に帰りたくないんだよ（笑）。

ＧＭ：ええっ!?　じゃあ、Ｘ島から脱出する必要性を感じないんじゃ!?

ガブリエル：ああ、そこは安心していいぞ。Ｘ島は非ひ人じん道どう的な場所だから、脱出はしたいんだよ。帰ってもなにもないってキャラがやりたくてな（笑）。

ＧＭ：あっ、なるほど。ふー、安心しました（笑）。

ガブリエル：シンドロームはブラックドッグ／モルフェウス。こんなルールはないんだが、不完全なオーヴァードで、身体からだのあちこちを機械化してるということで頼む。

ＧＭ：そんな設定まであるんですか（笑）。

ガブリエル：いかにも旧型って感じにしたかったんだよ（笑）。あと、ＧＭに相談がある。《ガンマウント》にＰＤＷを入れたい。陽炎かげろうの戦場のアイテムだけどいいか？

ＧＭ：ふむ……。陽炎の戦場ステージの武ぶ器きはＦＨが流してるって設定があるんで、ＯＫとしましょう。ガブリエルはＦＨに改造されたオーヴァードですしね。

ガブリエル：おう、助かる。んで、Ｄロイスは砂すな使いを取った。だから、〝砂男サンドマン〟ってふたつ名を持ってるよ。

ＧＭ：了解しました。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ＰＣの自己紹介も終わったところで、ＰＣ間ロイスを結んで行きましょう。




　ロイスとは、そのキャラクターと他のキャラクターとの関かん連れん性せいを示しめすデータです。

　ポジティブとネガティブというふたつの感情を設定して、自分が相手とどのような関係にあるのかを表現することで、「親近感を持っているが、本当にはわかり合えないかもしれない」や、「相手に友ゆう情じようを感じているが、同時に恐怖も感じている」などのような表現をすることができるわけです。

　なお、このロイスを最初にＰＣ間で取得するのは、キャラクター同士の人間関係をある程てい度ど決めることで、セッションの進行をスムーズにするためのルールです。




ＧＭ：結ぶ順番は真也[image: ]エミリア[image: ]アイヴィ[image: ]ガブリエル[image: ]真也で。

真也：じゃあ、まず僕からエミリアにだな。んー、住んでる国も違うし、たぶん初対面になるよなー。

ガブリエル：それなら、会ったときの第一印象とかにするといいんじゃないか？

ＧＭ：ですね、それでお願いします。

真也：了解。んじゃ、とりあえず振ってみるか。（ダイスを振る）20で〝連帯感〟だ。同じ境遇みたいだし、これはいいかな。

エミリア：あたしたち仲間だよね！

真也：お、おう（笑）。んで、ネガティブは……〝不信感〟だ。かなりヤバイ状況で出会うことになりそうだし、この子を信頼しても大丈夫なのかって思っちゃうと。

エミリア：もちろん大丈夫だよ！（笑）　んじゃ、次はあたしからアイヴィだね。

アイヴィ：同じ境遇にいる年下の女の子ですよー。

エミリア：うん、だから仲はいいと思うんだよね。ただ、アイヴィの方がしっかりしてそうだから、よく怒られてそうな気がするなー。

アイヴィ：「エミリアさん、何をしてるんですか！」みたいにですか？（笑）

エミリア：そうそう。それであたしは「あわわ、ごめーん」って謝あやまるの（笑）。

ＧＭ：それはそれで仲いい感じでいいんじゃないでしょうか。

エミリア：というわけで、ポジティブは〝好意〟、ネガティブは〝憤ふん懣まん〟にするよー。仲がいいけど、そんなに怒らなくてもいいじゃないって思ってる感じかな。

アイヴィ：わかりました。では、次は私からガブリエルですね。んー……Ｘ島でもかなりの古株なんでしたっけ？

ガブリエル：十八年前に改造されてるし、そうなるな。もっとも、その直後に冷凍睡眠されちまったが。

アイヴィ：じゃあ、ポジティブは〝同情〟で。改造されたり、冷凍睡眠させられたりして可哀想だなと思ってます。ネガティブはダイスを振って……〝不快感〟？

ガブリエル：機械の身体が怖いとか、あとは砂っぽいのがダメとかかね。Ｄロイスの砂使いの能力のせいで砂っぽくなるらしいからな（笑）。

アイヴィ：じゃあ、ネガティブは〝不快感〟で。なんかジャリジャリしますね（笑）。

ＧＭ：では、最後。ガブリエルから真也へですね。

ガブリエル：おう。最新型だけど、島に連れてこられたばっかりになるんだよな？

真也：うん、レネゲイドのこととか何も知らないよ。

ガブリエル：……よし、ポジティブは〝懐旧〟で、非日常に染まってないところに懐なつかしさを感じる。ネガティブは〝劣等感〟で、最新型との性能差にヘコむとしようか。

真也：それは、負けロールプレイがしたいってことなのか？（笑）

ガブリエル：「これが最新型か……」「俺も劣ったもんだ」とか言いたいじゃないか。そのために旧型にしたぐらいなんだぞ（笑）。

ＧＭ：では、これでＰＣ間ロイスも決まりました。それではセッションに参りましょう。あらためて、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす。







ブラックドッグ　雷を操るシンドローム。また、生体電流を用いた機械操作も得意とする。

バロール　〝魔眼〟と呼ばれる媒体を生成し、それを通じて重力を操るシンドローム。

古代種　保持するレネゲイドウィルスが、太古より存在することを表わすＤロイス。

エフェクト　オーヴァードが使うさまざまな超常能力のこと。

モルフェウス　触れたものを別のものに物質変換することができるシンドローム。

ノイマン　常人には不可能な超高速思考、並列思考を可能とするシンドローム。

対抗種　レネゲイドを死滅させる要素を持つオーヴァードであることを表わすＤロイス。

エンジェルハィロゥ　光を操るシンドローム。また、五感強化も得意とする。

ハヌマーン　反射神経の強化や、振動を起こすことで衝撃波などを生み出すシンドローム。

実験体　実験によって、肉体や精神が強化されていることを表わすＤロイス。

《ガンマウント》　体内に銃器を内蔵するブラックドッグのエフェクト。

ＰＤＷ　陽炎の戦場用の射撃武器。範囲攻撃にくわえ、ある程度、装甲値を無効化できる。

陽炎の戦場　架空の国クロドヴァを舞台に、オーヴァード傭兵部隊が活躍する、現代ミリタリー風のステージ。

砂使い　物質変換の過程で生まれる砂を操ることに長けていることを表わすＤロイス。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆束そく縛ばくする者


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　広いくせにひどく圧あつ迫ぱく感を感じさせる面会室。

　自分を見おろすプロフェッサー・アマガの狂きよう的な視し線せんがひどくうっとうしい。

　ガブリエルはうんざりしながら、心の中でため息をついた。




ＧＭ：では、最初のオープニングはガブリエル。まず侵しん蝕しよく率りつを上げてください。




　侵蝕率は『ＤＸ２』特有のパラメータで、キャラクターがレネゲイドによる影えい響きようを受けている割わり合あいを示しめす数すう値ちです。上じよう昇しようするほどオーヴァードの能のう力りよくが強化されるのですが、上がりすぎるとジャームと呼よばれる怪かい物ぶつになってしまうので注意しなくてはなりません。




ガブリエル：わかった。侵蝕率は……１上がった。幸さい先さきいいな。

ＧＭ：おめでとうございます（笑）。では、場所は実じつ験けん棟とう内にある面会室。あなたはアマガの呼び出しを受けて、そこにいます。

ガブリエル：面会室ね……。どんな部屋なんだ？

ＧＭ：そこそこ広く、天てん井じようは高い。また、中二階ぐらいの高さに強化ガラスと装そう甲こう板で守られた見学室のような場所があり、そこにアマガはいます。彼は隣となりの助手と報ほう告こく書しよを交えて、何やら話をしている。

ガブリエル：会話の内ない容ようは聞こえたりするか？

ＧＭ：室内スピーカーが入りっぱなしなので聞こえます。助手の報告内容は、さまざまな人体実験の結果です。また、島内にいた実験用の素体をすべて使い切ったということも話にあがる。

ガブリエル：じゃあ、思わずしかめっ面つらになって黙だまり込こむ。

ＧＭ：そんなガブリエルの様子に気づくこともなく、アマガは助手へ指し示じを出しています。「すぐに新しい実験用の素体を送るように要よう請せいしたまえ。そうじゃな、とりあえず三十人ほどもいれば足りるじゃろう」

ガブリエル：さらに犠ぎ牲せい者しやを増ふやそうってのか……。ちっ、胸むなくそ悪い話をしてやがる……。

ＧＭ：そのつぶやきは誰だれに聞かれることもなく消える。それと同時、助手との話を終えたアマガが視線をガブリエルへと移うつします。「よく来てくれたな、０２」

ガブリエル：ああ、やっぱりアマガは俺たちを番号で呼ぶのか。

ＧＭ：ええ、もちろん。アマガはじっとりとした視線をガブリエルに向けながら、こう言う。「実験報告には目を通させてもらっておる。順調に性せい能のうを伸のばしているようじゃな。ワシの愛が実っているようで、大変結けつ構こう！」

ガブリエル：愛っ!?　いきなり変なこと言い出すなっ！（笑）

エミリア：あ、愛……（笑）。

ＧＭ：アマガはマッドサイエンティストなので、人体実験をみずからの愛と言ってはばからないのですよ（笑）。

真也：なるほど。こいつがヤバイってのは、今のでよくわかった（笑）。

ガブリエル：だな。それじゃあ、うんざりとしながらアマガに訊きくぞ。……プロフェッサー・アマガ。型落ちの俺おれに何のようだ？

ＧＭ：「キミへの用よう件けんを話す前に、まずは朗ろう報ほうを伝えねばなるまい。喜びたまえ、君の新たな仲間が完成したぞ」

ガブリエル：……仲間だと？

ＧＭ：「そう、新たなＸナンバーズだ」アマガは満足そうにうなずく。

ガブリエル：はっ、九人目の犠牲者ってワケか。

ＧＭ：その言葉に、アマガは眉まゆ根ねを寄よせる。「心外じゃな。Ｘナンバーズは犠牲者などではないぞ。偉い大だいなる超ちよう人じんへ進化した選ばれし者なのじゃ！」

ガブリエル：義ぎ手しゆを突つき出だして叫さけぶ。この手が……、これが超人だって言うのか！

ＧＭ：かぶりを振ふりながら、アマガが悲しげに言う。「おぬしはまだ、力を忌いんでおるのか。０２、悲しいぞ。何故なぜ、ワシの愛を理り解かいしようとしないのかっ！」

ガブリエル：そんなもん理解してたまるかよっ！

ＧＭ：「おお、なんという……嘆なげかわしいことじゃ」

ガブリエル：うんざりとため息ついて言うぞ。……それで、０９が完成したからってどうした？　新しいおもちゃが手に入って、俺を廃はい棄き処しよ分ぶんにする気にでもなったのか？

ＧＭ：「まさか！　たしかにおぬしは能力的には型落ちかもしれぬ。だが、おぬしにしかできない役やく割わりというものがあるのだ」

ガブリエル：俺にしかできないこと？

ＧＭ：「今この島にいるＸナンバーズで、もっとも経けい験けんを蓄ちく積せきしているのは、おぬしじゃ。この経験はとても貴き重ちようなものじゃよ」

ガブリエル：俺が一番古ふる株かぶなのか。０ゼロ１ワンはどうなっているんだ？

ＧＭ：少なくとも現げん在ざい、Ｘ島にはいません。ただ、ガブリエルが０２なので、その前に０１がいたのだろうと予よ測そくできる程てい度どの情じよう報ほうしかない。

ガブリエル：……謎なぞのＸナンバーズか。まあ、今は置いておこう。それより０９について話を聞けたりするか？

ＧＭ：むしろアマガの方から、０９がいかに優すぐれた存そん在ざいかを熱ねつ狂きよう的に語りだします（笑）。

「０９はすばらしいぞ！　今まで培つちかわれた技ぎ術じゆつを駆く使しして完成させた超人であり、古代種と呼ばれる特とく殊しゆなレネゲイドを体内に宿した存在なのじゃ！」

ガブリエル：聞き手に徹てつする。放っておいた方がいろいろ話してくれそうだ（笑）。

ＧＭ：ならば、どんどん話しますよ（笑）。「そうそう、おぬしに似にた力も持っておるな。ブラックドッグとバロール、ふたつのシンドロームの発はつ現げんが確かく認にんされておる」

ガブリエル：バロール……、初耳だな。俺はバロールの能力を見たこともないんでな。

アイヴィ：えっ、な、なんで───っ!?（笑）

ガブリエル：ほら、バロールは一番新しいシンドロームなんで、きっとレアなんだよ。……と、俺の中で勝手に思った（一同爆笑）。

ＧＭ：じゃあ、少なくともＸ島内では珍めずらしいってことで！　今回のＰＣでバロールを持ってるキャラは、真也だけですしね。

エミリア：おおっ、そういえば！

ＧＭ：怪け訝げんそうにするガブリエルにアマガは言う。「そういえばおぬしはまだ見たことがなかったか。バロールとは、重力を制せい御ぎよする貴重な能力じゃよ」

ガブリエル：重力!?　ウィルスが重力を制御するっていうのか！　冗じよう談だんは止やめてくれ。お前の言ってることはメチャクチャだ！

真也：（素で）すみません、メチャクチャなことしちゃって（一同爆笑）。




　思わず謝るシステムデザイナー。




ＧＭ：「レネゲイドの神しん秘ぴは深遠なのじゃよ。一いつ般ぱん的な常じよう識しきなぞ、はるかに超ちよう越えつしておるのじゃ。重力制御を可か能のうとする力もその一いつ端たんにしかすぎぬ」滔とう々とうと語るアマガ。

ガブリエル：そしてアマガが小こ難むずかしい理論を説明し始めるわけだ。専せん門もん用語だらけで、難なん解かいな数式をずらずらと並ならべられ、俺はうんざりと聞いてる（笑）。

ＧＭ：嬉き々きとレネゲイドの研究内容を語るアマガ。それは一時間ほど続き───。

真也：長いよっ！（一同爆笑）

ＧＭ：話を戻もどします（笑）。「０９のポテンシャルは、Ｘナンバーズの中で間ま違ちがいなく最高のものとなるだろう。しかし、まだ完成したばかりの彼に、そのすべてを引き出す力はない。そこで君の出番だ、０２。君の培った経験で彼を導みちびいてやって欲ほしい」

ガブリエル：……おいおい、人間をやめる手しゆ段だんを教えろってのか。

ＧＭ：「それは違うぞ。更さらなる高みに駆かけ上のぼる手助けをするのじゃよ」

ガブリエル：あー、もう！　話が通じないし、悲しくなって目をそらしちまうよ（笑）。

ＧＭ：すると沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったアマガが、勘かん違ちがいしたまま続ける。「どうやら理解してもらえたようじゃな。おぬしの経験のすべてを駆使して、０９にＦＨ───ファントムセルのすばらしさと、ワシの愛の偉い大だいさを教えてやってくれ」

ガブリエル：出たよ、愛！　本当に愛大好きだな（笑）。

ＧＭ：大好物です（一同爆笑）。「明日、０９のトライアルをこの実験棟とうで行なう。その時に彼とおぬしを引き合わせるとしよう」

ガブリエル：明日……。脱だつ出しゆつ計画と同じタイミングか。

ＧＭ：「ワシからの話は以上じゃ。下がってよいぞ」

ガブリエル：やれやれと肩かたをすくめて部屋を後にするぞ。




　息の詰つまる面会室から出ると同時、ガブリエルはため息をついていた。




「０９、か……」

　暗あん鬱うつなつぶやきは誰に聞かれることもなく消える。




　脱出計画とタイミングを同じくして現あらわれた、新たなＸナンバーズ。

　その存在は自分たちにとって吉きちとなるか、それとも凶きようとなるか……。







◆Opening 02◆確かく執しつ


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　ようやく実験から解かい放ほうされたのに、エミリアの気持ちは晴れなかった。

　たまにすれ違ちがう研究員たちが、畏い怖ふの視線を向けてくるのが原げん因いんだ。

　望んでもいない力を押おしつけられた上に、みんなから怖こわがられて……。

　なんて理り不ふ尽じんなんだろう！




ＧＭ：では、次はエミリアのオープニング。というわけで、まずは侵蝕率の上昇を。

エミリア：あ、そうだ！　……うわっ、９も上がっちゃったよ！

アイヴィ：まあまあ、最初だから侵蝕率が多少高めになっても大だい丈じよう夫ぶですよ。

エミリア：そっか（笑）。

ＧＭ：さて、場所はやはり実験棟ですが、自分の部屋ではなく通路のひとつになります。日課のひとつである能力測そく定ていを終えて、自室に帰る途と中ちゆうですね。

エミリア：ごっつい感じのブーツをカツカツならしながら歩いてるよ～。

真也：そうすると途中で新しく入った研究者とかとすれ違って、驚おどろかれたりするんだよ。「何でここにあんな子こ供どもが!?」

ＧＭ：ああ、いいですね。ただ、研究者と実験体がいる区画は隔かく離りされているので、強化ガラス越ごしに見つめられる感じで。新入りの隣には古参の研究者がいて、「外見に惑まどわされるな。あいつはＸナンバーズのひとりだぞ」と。新人研究者の視線に畏怖が混まじる。

エミリア：なんか怖がられてる～。別に好きでこんな風になったわけじゃないのに！

ＧＭ：そんな風にエミリアが憤いきどおっていると、さらに無数の視線が自分に集まってくるのに気づきますよ。

エミリア：えっと……。それって全部、研究者の？

ＧＭ：そうです。研究者用の区画から注がれる視線。そのすべてが人間を見るものではありません。畏怖や恐きよう怖ふの混じった怪物を見るようなものや、好こう奇き心しんに突とつ出しゆつした研究対象を見るようなものです。

エミリア：うう、やだな……。絶ぜつ対たいにこの島から脱出してやるー。

ＧＭ：では、不ふ快かいな空気に包まれた通路でエミリアが身体を震ふるわせていると、前方からひとりの少年が歩いてくる。彼をあなたはよく知っています。Ｘナンバーズのひとり、〝Ｘ０ゼロ４フォー〟マーク・ブロウズですね。

エミリア：じゃあ、今まで実験帰りの上に研究者の視線にさらされて不ふ機き嫌げんだったんだけど、マークを見た瞬しゆん間かん、明るくなって、タッタッタッと駆かけ寄よっていく（笑）。

ＧＭ：ああ、そう来ましたか……。いや、でもここは心を鬼おににして……。

エミリア：ん？

ＧＭ：えーっと、エミリアが意い気き揚よう々ようと近づいていくと、マークは逆ぎやくに顔をしかめてしまいます。

エミリア：あれ？　じゃあ、ちょっと傷きずついた顔をしよう。

ＧＭ：マークは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、突つき放はなすように言う。「０８、何か用か……」

エミリア：エミリアって呼よんで欲しいけど、それは言えなくて。……その、久ひさしぶりだなぁと思ってさ。最近は会えてなかったから。

ＧＭ：「そう言えばそうだな……。お前は最新型だ。俺みたいな旧きゆう型がたとは違うってことさ」あくまでマークの態たい度どは冷たい。

エミリア：うう……。ヘコんでもそもそしてます。

ＧＭ：んー……マークも昔は優やさしかったと思いますよ、たぶん。ただ、時間が経たつにつれて態度が変わってしまったんです。

ガブリエル：もしかしたら、能力的に弱いことにコンプレックスを感じるようになったのかもしれないな。

ＧＭ：そうですね……。それもひとつの要よう因いんでしょう。Ｘナンバーズは、番号が新しいほど最新の技術が導どう入にゆうされています。マークはエミリアより四つ下ですから、結構古い技術で作られた実験体になります。

エミリア：それで嫌きらわれてるのか。……そんなの、好きでなったんじゃないよ！　早く家に帰りたいもん！　マークも一いつ緒しよに逃にげ……。あ、言っちゃいけないんだっけ？

ＧＭ：「逃げる？　この島から逃げられるわけがないだろう。第一、島から出たって、海をどうやって渡わたるんだ？」マークは今の発言については冗談と取ったようだ。

エミリア：と、とりあえず海は……気合で！（一同爆笑）

真也：気合なのか！（笑）

ＧＭ：マークはやれやれと肩をすくめる。「まあ、いいさ。そんなことより０８、お前に伝えておきたいことがあったんだ。俺の次の実験が決まったぜ」

エミリア：……実験って、何か身体からだに悪いことじゃないよね？

ＧＭ：「ふんっ、危き険けんなんて大した問題じゃない。今回の実験が成功すれば力が手に入るんだ。そう、最新型のお前にも負けない強さがな……！」力への渇かつ望ぼうに目をギラつかせながら、マークは一方的な対たい抗こう心しんをぶつけてくる。

エミリア：う～、あたしも最初来た時は占うらない上手になりたかったし、強くなりたかったけど……。ここは、間ま違ちがっていると思う。

ＧＭ：「それは持てる者だから吐ける言葉だぜ、０８……！」マークの瞳ひとみに敵てき意いが燃もえ上がる。ギリリッと拳こぶしを握にぎりこむ姿すがたには、エミリアへの嫉しつ妬とがはっきりと見える。

エミリア：あうっ!?　ど、どうすればいいのー！（オロオロ）……えっと、危あぶないことしない方がいいと思うし。こう、なんとか、明日の脱出計画に誘さそおうと！（笑）

アイヴィ：なるほど（笑）。

エミリア：はっきり言うと仲間にも迷めい惑わくかけちゃうから遠回しに。だから、その、ね？　強くならなくても人生良いことあると思うの！（一同爆笑）

真也：言えば言うほど、どんどん遠ざかっていくな（笑）。

エミリア：もう、伝えたいことを全然上手うまく言えなくて、もじもじしてます（笑）。

ＧＭ：沈黙するエミリアに、マークは言う。「このＸ島に囚われたときから、逃げることなんて出来やしねぇんだ。もっとも俺は逃げるつもりなんて欠片かけらもねえがな」

エミリア：マーク……。

ＧＭ：「俺が欲しいのは日にち常じようなんかじゃねえ。力だ……、もっと力を手に入れて、この島の中でのし上がってやる。使い捨すてられるようなクズにはならねぇ」

エミリア：ならないって言われても、そんなの……。心配がなくなるわけじゃないし……。複ふく雑ざつそうに手を握っていいかな？

ＧＭ：すると、エミリアが触ふれた瞬間、マークは弾はじかれたように手をはねのけて叫ぶ。「やめろ！　俺にさわるな！」

エミリア：ええっ!?　な、なんでーっ!?

ＧＭ：拒きよ絶ぜつの理由はマークの手にあります。エミリアが触れた部分に、火傷やけどのような痕あとができている。痛いたみに顔をしかめながら彼は叫さけぶ。「この……対たい抗こう種め！」

ガブリエル：Ｄロイスの演えん出しゆつか。対抗種はオーヴァードの天てん敵てきだからな……。

ＧＭ：そういうことです。

エミリア：それは……凄すごいショックを受けるな。それでここにはいられないって逃にげ出しちゃう。……もう、どうなっても知らない！　好きにすればいいよ！




　傷きずついた心を抱かかえて、エミリアはその場から走り去る。

　好意は届とどかず、ただ拒きよ否ひだけが突つき返された。

　泣き出したい衝しょう撃げきに耐たえながら、エミリアは心の中で叫んだ。




　───マークの馬ば鹿か！







◆Opening 03◆脱だつ出しゆつ計画


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　絶ぜつ海かいの孤こ島とう───Ｘ島、それはアイヴィを束そく縛ばくする檻おり。

　自分にあてがわれた部屋で、彼女は自由な時間をぼんやり過すごしていた。

　それ以外にやることがないのだ。

　ここにはアイヴィを満たしてくれるものなど、何もない……。




ＧＭ：では、次はアイヴィのオープニングです。

アイヴィ：はい。侵しん蝕しよく率りつは……５上がって45％ですね。

ガブリエル：最初でいきなり45か！　インパクトある数字だな。

アイヴィ：Ｄロイスの実験体で侵蝕基き本ほん値ちが＋10されてますからね。

ＧＭ：＋10はでかいですよねー。さて、絶海の孤島───Ｘ島にある施し設せつのひとつ実験棟。そこに用意されている自室にアイヴィはいます。

アイヴィ：あっ、個こ室しつなんですね。

ＧＭ：Ｘナンバーズは、特別に扱あつかってもらえてますので。部屋はちょっとしたワンルームぐらいあって、アイヴィには広く感じられるかもしれませんね。

アイヴィ：なるほど。

ＧＭ：あと実験棟の居きよ住じゆう区画は現在、Ｘナンバーズの四人しか使っていないので部屋が余あまっているということもあります。部屋の数だけなら五十はあるのですが。

エミリア：えーっと、四人っていうと、アイヴィ、あたし、ガブリエル、マークかな？

ＧＭ：ですね。

アイヴィ：ちなみに、部屋が空いてるのって……。

ＧＭ：Ｘ島の実験の結果、次々と実験体が消えていくからです。アイヴィがこの島に連れてこられてから数年、数百の人間が連れてこられては次々と姿を消していきました。

アイヴィ：ああ……。

ＧＭ：そして、そんな中でピクシーから接せつ触しよくしてきて脱出計画が始まったわけです。

アイヴィ：わかりました。今は、ピクシーからの連れん絡らくを待ってるんですよね？

ＧＭ：はい。待機中でもあり、自室内ならば自由に時間を使える状じよう態たいでもあります。

アイヴィ：んー、それじゃあ……何をするでもなくぼーっとしてようかな。

ガブリエル：おや、ピアノを弾ひいたりはしないのか？

アイヴィ：それは……さすがに部屋に入らないのではないかと思いまして（笑）。

ＧＭ：グランドピアノを入れたら、部屋の半分が埋うまっちゃいますね。

アイヴィ：なので、ぼーっとしてます（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。では、アイヴィがぼんやりと時間を潰つぶしていると、室内に設せつ置ちされている通信端たん末まつが着信を告げる。

アイヴィ：じゃあ、そちらの方に行ってピッと回線を繫つなげましょう。

ＧＭ：では、その通信機には通信相手を表ひよう示じするための小型モニターがついているのですが、そこにスーツ姿の洒落しやれた感じがする妖精のアイコンが表示されます。ただ、ディフォルメされていることもあり、印象はずいぶんと可愛かわいらしいものですが。

アイヴィ：あっ、ピクシーですね。

ＧＭ：その通り。モニターの中で、ピクシーがウィンクしながら陽気に挨あい拶さつをする。「やあ、アイヴィ。調子はどうだい？」

アイヴィ：じゃあ、相変わらずかわいいアイコンだな、と思いながら答えます（笑）。いつも通りですね。何も変わりはありません。

ＧＭ：「それはなによりだ。明日は脱出の実行日。このタイミングで問題が起こったら大変困こまったことになるからね」

アイヴィ：明日……。まだ、そんなに待たないと駄だ目めなんですね……。

ＧＭ：「おやおや、はやる気持ちを抑おさえられないのかい？」

アイヴィ：ずっと耐えてきたんですもの。一分でも、一秒でも早く出たいです。

ＧＭ：「なるほど。今まさに君の心は燃もえているわけだね。これは頼たのもしいな」と、ピクシーは朗ほがらかな笑顔を浮うかべて言います。

アイヴィ：私も笑顔を返します。えっと、一いち応おう確認しますけど、エミリアとガブリエルも仲間なんですよね？

ＧＭ：ですよ。

アイヴィ：それじゃあ、ふたりのことも聞きます。……ねえ、ピクシー。エミリアとガブリエルは大だい丈じよう夫ぶかな。変わりはない？

エミリア：おっ、心配してくれるんだ（笑）。

アイヴィ：仲間ですから（笑）。

ＧＭ：心配そうなアイヴィを安心させるように、ピクシーは微笑ほほえむ。「ああ、大丈夫だ。脱出計画もばれる気配はない。安心してくれ」

アイヴィ：では、ほっと一息ついて。……それはなによりです。

ＧＭ：「この島で君たちＸナンバーズに勝てるものなど誰もいない。脱出計画は必ず成功するよ。自信を持ちたまえ」

アイヴィ：うん。……いよいよなんですね。

ＧＭ：「ああ、いよいよだ。既すでに準じゆん備びは整っている。あとは運命を打ち破やぶるための強い意い志しを持つだけだ」ピクシーが力強い瞳でアイヴィを見つめる。

アイヴィ：こくりと頷うなずいて。……うん、わかっています。

ＧＭ：「計画実行は明朝八時だ。ボクが実験棟のセキュリティを解かい除じよするから、その隙すきをついて部屋から出て、棟とう内ないのＺ区画でエミリア、ガブリエルのふたりと合流するんだ」

アイヴィ：ピクシー、貴方あなたはどうするの？

ＧＭ：「ボクは実験棟ではなく情報棟にいる。だから君たちが合流したあと、こちらに来てもらうことになるね」これはハンドアウトの情報通り、彼は別施設にいるので。

アイヴィ：あっ、そうでした（笑）。……でも、なんでピクシーだけ別なんでしょう？

ＧＭ：もっともな疑ぎ問もんですね。ピクシーはこう答える。「ちょっと複雑な身の上でね。その上、自分ひとりだと動けないから、君たちに迎むかえに来てもらう必要があるのさ」

アイヴィ：動けないのか……。ピクシー、ひとりで大丈夫？

ＧＭ：アイヴィの気き遣づかいに、「ありがとう。だが、ボクより君たちの方が心配だ。そちらの方がずっと危険な橋を渡ることになるんだから」と逆に気遣うような言葉を返す。

アイヴィ：うん、お互たがいに気をつけましょう。……じゃあ、そろそろ。

ＧＭ：ひとまずお別れで。ピクシーから最後に。「ボクはそろそろ行くよ。明日、君たちと会える時を楽しみに待っている」

アイヴィ：うん、またね。

ＧＭ：「ああ、また会おう」ピクシーとの通信が切れる。

アイヴィ：それじゃあ、通信が切れたところで……。最後にエンジェルハィロゥの能力で、ピアノの幻げん影えいを作りだして───。




　音のでないピアノをアイヴィは弾ひく。

　唇くちびるから静かな旋せん律りつが紡つむがれる。

　失われてしまった日常の残ざん滓しを胸むねに、アイヴィはつぶやいた。




「いよいよなんですね……」




　運命の刻ときはもうすぐそこまで迫せまっている。







◆Opening 04◆非ひ日にち常じようの世界


Scene Player ─── 諏訪原真也






　世界は何の脈みやく絡らくもなしに一変した。

　辺りを見回せば、そこは見知らぬ部屋で、制服姿のまま眠っていたようだ。

　ここは……どうして僕ぼくはこんなところにいる？




　状じよう況きようがわからず、真也はただ呆ぼう然ぜんと立ちつくした。




ＧＭ：オープニング最後は真也のシーン。あなたがまどろんでいると、しわがれた声が聞こえてきます。「０９……。目覚めるのじゃ、０９！」

真也：じゃあ、目を覚まして、身体を起こしながら、なんとなく周囲を見み渡わたす。

ＧＭ：すると、そこがまるで見知らぬ部屋だとわかります。

真也：どんな部屋かな？

ＧＭ：十メートル四方ほどの広さで、出入り口と思わしき扉とびらはひとつ。壁かべや床ゆか、はては天井まで金きん属ぞく材ざい質しつで作られているひどく無ぶ骨こつな部屋ですね。

真也：驚おどろきに目を見開いて、あらためて周囲を見渡すよ。……え？　僕は……ええっ!?

ＧＭ：何度見直しても状況は変わらない。わかることといえば、部屋のいたるところに妙みような黒い染しみや傷があることぐらいです。

ガブリエル：それってもしかして……。

ＧＭ：血けつ痕こん、銃じゆう痕こん、爆ばく発はつ痕……その他、物ぶつ騒そうなもの一通りですね。もっとも、そういったものを見る機会がなかった真也には判はん別べつは難むずかしいでしょうが。

真也：そうだよなー。とりあえず不気味な部屋だとは感じる程度で。それよりも、いきなり訳わけのわからない場所にいることの方が気になる。

ＧＭ：困こん惑わくする真也に、頭上からしわがれた老人の声がかけられる。「ようやく目が覚めたようじゃな、０９！」

真也：なんとなく声に反はん応のうして、上を向くよ。

ＧＭ：では、中二階……だいたい五メートルぐらいの高さのところの壁に大きな窓まどがあり、見学室があるのが見えます。あと、見学室の中にはふたつ人ひと影かげが。

真也：どんな奴やつか見えるかな？

ＧＭ：片かた方ほうは爆発したような髪かみ型がたの神しん経けい質しつそうな老人ですね。

エミリア：アマガだ！

ＧＭ：その通り。手にマイクを持っているので、さっきの声がこの老人───アマガのものだとわかる。

真也：もう片方は？

ＧＭ：アマガよりも見学室の奥おくにいるせいか顔が陰かげに隠かくれてしまってよくわからない。ただ、名前の方はすぐにわかる。なぜならアマガがこう告げるから。「０９、マスターファントムがお前と話したいそうじゃ。傾けい聴ちようせよ！」

アイヴィ：彼がマスターファントム……。

真也：目を細めながら呆然とつぶやく。……なんだ、これ？

ＧＭ：謎なぞの男───マスターファントムがマイクを受け取り、話しかけてくる。地を這はうように低い声がスピーカーを通して部屋に響ひびき渡わたる。




「目覚めたようだな、０９。

　ようこそ隠された真実の世界へ」




ＧＭ：その声は真也の心に響くというか……、奇き妙みような懐なつかしさを感じさせる。

真也：な、懐かしさ？

ＧＭ：まったく知らないはずなのに、マスターファントムと名乗った男の声を聞いていると、心の奥底で〝何か〟がざわついて懐かい旧きゆうの念をわきあがらせてくる。

アイヴィ：〝何か〟って……もしかしてレネゲイドウィルスですか？

ＧＭ：ですね。ただ、目覚めたばかりの真也には、妙に心がざわめくという感覚がある程度になりますけど。

真也：なるほどな。じゃあ、とりあえずマスターファントムってやつが言ってることも、この状況も理解できずにうめく。……何の冗談……いや、夢ゆめかこれ？

ＧＭ：真也の困惑を気にせずマスターファントムはさらに告げる。「君は力を手に入れた。この世界を変へん革かくさせるほどの力をな」

真也：力って……何のことだ？

ＧＭ：「すぐにわかる。理解できなければ死ぬだけだ。さあ、０９。君の力を私に見せて欲しい」そう告げるとマスターファントムはマイクをアマガに返す。

真也：死ぬと言われて思わず叫ぶ。死ぬって……おい、どういう意味だよ！

ＧＭ：真也の必死の叫びも、彼らを止めることはできない。アマガが告げます。「さあ早速、実験を始めるとしよう！」そんな宣せん言げんと同時に、部屋の扉が開いてひとりの少年が入ってくる。

真也：お、誰か出てきた。なら、そっちを見るけど。

ＧＭ：現れたのは真也とさほど歳としの変わらない少年。金きん髪ぱつ碧へき眼がん。殺気を身にまとい、敵意に満ちた瞳で真也をにらんでいる。彼の名前はマーク・ブロウズ。

エミリア：やっぱりマークだったんだ！

ＧＭ：マークは圧あつ力りよく注ちゆう射しや器きを片かた手てで弄もてあそびながら、威い圧あつ的に話しかけてくる「てめぇが新入りか……。悪いが、この新薬の力を試ためす実験台になってもらうぜ」

真也：……え？　目をぱちくりとさせてつぶやく。

ＧＭ：真也が呆然としていると、マークが圧力注射器を迷まよいもなく自身の首くび筋すじにあてて、薬品を体内に打ち込こむ。すると───。




　変化はいきなり起こった。

　マークの肉体が衣服を破やぶり、ミシミシと音を立てて巨きよ大だい化かしていく。

　全身を獣じゆう毛もうが覆おおい、瞳が血のように赤く染そまる。

　さらに頭部は獣けもののように変へん貌ぼうし、口からは鋭するどく長い牙きばが生え、手には凶きよう悪あくな剣のような角つのが伸びていく。

　先ほどまでの少年の面おも影かげなど、もはやどこにも残っていない。




　その姿を一言で表わすならば───怪物だった。




ＧＭ：三メートルを超こえる巨きよ軀くを持つ、狗いぬ頭の怪物となったマークが、真っ赤な瞳で真也をにらみ、そして咆ほう吼こうする！　「ガァアアアアアアアアッ！」

真也：（呆然と）う……、噓うそだろ!?




　見知らぬ部屋の中、目の前には常じよう識しきを逸いつ脱だつした怪物。

　夢なら覚めて欲しい。

　だが、それは叶かなわぬ願いである。

　今目の前で起こっていることはまぎれもない現げん実じつなのだから。





＊　　　＊　　　＊






真也：いきなり襲われたーっ！　助けてー！（笑）

ガブリエル：ピンチだなぁ（笑）。

アイヴィ：助けられるといいんですけど、どうなるんでしょう？

エミリア：マークもすごいことになってたし、気になるー！

ＧＭ：そこはこれからのお楽しみですよ（笑）。さあミドルフェイズに行きましょう。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆生か死か


Scene Player ─── 諏訪原真也






　怪かい物ぶつの放つ圧あつ倒とう的な殺意が真也を貫つらぬく。

　閉へい鎖さされた室内に逃にげ場はなく、戦わなければ生き残ることはできない。

　だけど───こんな怪物とどうやって戦えっていうんだ！




ＧＭ：それではミドルフェイズ。最初は引き続き真也のシーンになります。

真也：了りよう解かい。んじゃ、侵しん蝕しよく率りつを上げるか。……うわっ、10も上がった！

アイヴィ：きっと混こん乱らんのあまりレネゲイドが活性化してるんですよ（笑）。

真也：そ、そうなのか！（笑）

ＧＭ：さて、状じよう況きようですが、オープニングの続きになります。閉鎖された部屋の中、人じん狼ろうに似た怪物と化したマークが炎ほのおのような殺気を真也に向けている。

真也：えーっと、マークの巨きよ体たいに威い圧あつされて、じりじりと後ずさる。

ＧＭ：すると状況を面白がるように、マスターファントムが告げる。「さあ、抗あらがって見せろ。戦わなければ、生き残ることはできんぞ」

真也：……そんな、こんな怪物どうやって───。

ＧＭ：（遮るように）真也がうろたえている隙すきに、マークが全身をたわめ、次の瞬しゆん間かんには弾だん丸がんのように跳ちよう躍やくして襲おそいかかる！

真也：とりあえず逃げる！

ＧＭ：すると、そこで真也はひとつ違い和わ感を感じる。それは想そう像ぞうしていたよりマークの動きが遅おそいということ。

真也：おや？

ＧＭ：スローモーションになった世界の中、巨大な角で武装されたマークの右手が、自分の身体に近づいてくるのがハッキリと視し認にんできる。

真也：違和感を覚えながらも、必死で逃げる！

ＧＭ：すると、すさまじい速度で周囲の景色が流れ、マークの右腕が空中を切り裂さく。そこで真也は新たな違和感を感じる。それは敵てきとの距きよ離り。先ほどまで目の前にいたはずのマークが、いつの間にか五メートル以上も離はなれている。

ガブリエル：やるな、真也。

真也：じゃあ、自分でも跳躍した距離に驚おどろきながらふと気づく。いつも病気で感じていた、あの息苦しさがないことに。

ＧＭ：するとその身体能のう力りよくを見ていたアマガが甲かん高だかい声で叫さけぶ。「すばらしい……、すばらしい性せい能のうだぞ、０９！」

真也：な、なんなんだ!?　と、勢いきおいよく見学室の方を見る。

ＧＭ：「目覚めたばかりでその身体能力！　流石さすがはワシの最高傑けつ作さくじゃ！　だが、逃げているだけでは生き残れんぞ。さあ、戦うのじゃ！」

真也：無茶言うな！　相手は化け物じゃないかっ！

ＧＭ：「力はすでにおぬしの中にある。闘とう争そう本能で力を解かい放ほうするのじゃ！」ちなみに、真也はすでにオーヴァードになっていますが……どうしますか？

真也：わかった。じゃあ、能力の演えん出しゆつを考えたんだけど、こっちで演出していいか？

ＧＭ：どうぞ。

真也：アマガの言葉に僕ぼくは叫び返す。……そんな無茶な！　だけど、マスターファントムがこう言うんだよ。「そんなことはない。君の手を見たまえ」




　弾はじかれるように自分の手を見た真也は驚きよう愕がくした。

　その変へん異いはいつの間に起こったのか。右手が漆しつ黒こくに染そまり、深しん紅くの歯車が浮うかび上あがっている。およそ人のものとは思えぬ、機械のような異い形ぎようの手だ。
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真也：僕は思わず叫ぶ。……こ、これは!?　ちなみに《漆黒の拳こぶし》の演出だよ。

ＧＭ：では、真也の力の発はつ現げんにマークは一いつ瞬しゆんだけ警けい戒かいするが、雄お叫たけびを上げて再さい度ど襲おそいかかってくる！　彼ひ我がの距離が一瞬でつまり、右腕の角がうなりをあげて迫せまる！

真也：混乱してた僕は反はん応のうが遅れるけど、かろうじて真っ黒になった右手で防ぼう御ぎよして、そこから黒い稲いな妻ずまを迸ほとばしらせる！

ＧＭ：ふたりがぶつかり合い、マークの凶きよう悪あくな角が真也の腕うでを大きく切り裂く！

アイヴィ：うっ……！　そ、それは痛いたいですよ。

ＧＭ：だが、同時にマークもまた真也の放った黒い稲妻によって吹ふき飛ばされます。

エミリア：マークっ！

ＧＭ：思わぬ反はん撃げきを受けたマークは、五メートルほど吹き飛んで倒たおれると、元の人間の姿すがたに戻もどります。そして、そのままピクリとも動かなくなる。

エミリア：ああ……。

真也：えぐられた右手の痛いたみに顔をしかめながら言う。……何とかなった……のか？

ＧＭ：では、そこで真也はさらに信じがたい現げん象しようを目にすることになる。傷きずついた真也の右手が瞬またたく間に治ち癒ゆして、痛みも消えていく。

ガブリエル：《リザレクト》だな。

真也：……なんで一瞬で傷が治るんだよっ!?

ＧＭ：驚おどろく真也にアマガが諭さとすように語りかけてくる。「恐おそれることはない。おぬしは人を超こえた存そん在ざい───超人オーヴアードになったのじゃよ」

真也：超……人……？

ＧＭ：「そうじゃ。すばらしい性能じゃったぞ、０９よ。それに比くらべて０４のなんと情なさけないことよ」

真也：０４……、マークのことだよな。あいつはどうなったんだ？

ＧＭ：先ほどの衝しよう撃げきで完全に気を失ってはいますが、生きています。

エミリア：よかったー、マーク生きてた！

ＧＭ：……お喜びのところ大変申もうし訳わけないのですが。アマガが冷れい酷こくに告げる。「新薬を投とう与よしてもこの程てい度どとはな……。何か新たな処しよ置ちをせねばならぬか」

真也：む、マークに何かするつもりか？

ＧＭ：アマガがコンソールを操そう作さすると、突とつ然ぜん床ゆかがスライドして穴あなが出しゆつ現げんし、マークはそこに落ちていく。

真也：くっ！　とっさに手を伸のばす！

ＧＭ：ならば判はん定ていをしてもらいましょう。




　キャラクターが取った行動の成否を決定するためのルールを〝判定〟と呼びます。

『ＤＸ２』では、決められた個数の十面ダイスを振り、その中でもっとも高い出目と該がい当とうする技能のレベルを合計した数値───〝達成値〟が、ＧＭの設定した数値───〝目標値〟以上になれば成功に、そうでない場合は失敗になります。




ＧＭ：使用する技能は〈運動〉、目標値は15になります。

真也：〈運動〉なら２レベルある。【肉体】５だからダイスは５個振ふれるけど……。目標値15はかなり厳きびしいな。




　判定で使用する能力値には【肉体】【感覚】【精せい神しん】【社会】の四種類があり、それぞれに異ことなる技能が設定されてます。今回使用する〈運動〉は【肉体】に属ぞくする技能になります。




エミリア：お願い、真也がんばって！

真也：（こくりとうなずき）やるだけやってみるよ。必死でマークに手を伸のばして……ダメか！　達成値11だ。

ＧＭ：では、真也の手が届とどくよりも早く、マークは穴の中へと落ちていく。しかも、穴はすぐに閉とじて、部屋には再ふたたび真也ひとりになってしまう。

エミリア：もー、だから実験は止めた方がいいって言ったのにっ！

アイヴィ：エ、エミリアさん落ち着いて！

ＧＭ：「０４は残念な結果になってしまったが、まあよい。０９、君が新たに誕たん生じようしたのだからな！」アマガは花でも咲さいたように喜びのオーラを放ほう射しやする。

真也：か、勘かん弁べんしてくれっ！

ガブリエル：本当にどうしようもねえな、コイツ！（笑）

エミリア：アマガって絶ぜつ対たいマイク持っているときは小指立ててるよ！（一同爆笑）

アイヴィ：ああ、わかります！　そんな感じですよね（笑）。




　みんな言いたい放題ですよ。




ＧＭ：アマガは穏おだやかに言う。「不安に駆かられているようじゃな。だが、安心したまえ……」

真也：あ、あ、あ……。

エミリア：……？

真也：安心なんてできるかっ！　どーやったらこの状況で安心できるんだ、コラ！（笑）

エミリア：真也がキレたー！（笑）

ガブリエル：そりゃキレるだろ（笑）。

ＧＭ：「おっと。そんなに気を昂たかぶらせるでない。落ち着きたまえ。何も不安に感じることはない。そう、私の愛で君を最強のオーヴァードにしてやるぞ！」

真也：は、話が通じない……。じゃあ、もう何か呆ぼう然ぜんとしてます、ハイ（笑）。

ＧＭ：「どうやら疲つかれているようじゃな。よかろう、今日はもう休みたまえ」

真也：なんか、もう、何も答えられないよ……（笑）。

ＧＭ：では、真也が立ちつくしていると突とつ如じよ、異い変へんが起こります。何の前まえ触ぶれもなく部屋が暗くら闇やみに包まれてしまう。部屋の照明を始め、あらゆる電でん源げんが落ちる。

真也：おおっ!?　慌あわてて周囲を見み渡わたすけど、何も見えなくて動くこともできない。

ＧＭ：では、静せい寂じやくと闇やみの中に真也が放ほうり込こまれたところで、一度シーンを切ります。




　圧あつ迫ぱく感すら感じさせる静寂と闇が周囲に満ちている。

　今度はいったい何が起こったっていうんだ？

　状況がわからぬまま真也は、ただ呆然と立ちつくしていた。







《漆黒の拳》　重力の塊を自分の拳で直接叩きつけるバロールのエフェクト。

《リザレクト》　オーヴァードなら誰もが持つ治癒能力。重傷を受けても回復できる。











◆Middle 02◆賽さいは投げられた


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　自室で待機するアイヴィの心しん臓ぞうは、早はや鐘がねのように脈打っていた。

　このＸ島という檻おりから抜ぬけだし、自由を手に入れるための脱だつ出しゆつ計画がもうすぐ始まる。

　運命の刻ときまであと───五分。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはアイヴィ。前のシーンから少し時を溯さかのぼって、Ｘ島の電気が落ちる前の話になります。

アイヴィ：あ、はい。私は何をしてますか？

ＧＭ：自室で待機中になりますね。時じ刻こくは午前七時五十五分になります。

アイヴィ：ピクシーが言ってた脱出計画の開始時間まであと五分ですね。

ＧＭ：ええ。もうすぐピクシーがアクションを起こし、脱出計画が開始されます。

アイヴィ：えっと、脱出計画の手順を確かく認にんしておきます。まずピクシーがセキュリティを落として……。

ガブリエル：実じつ験けん棟とうのＺ区画で俺おれたちと合流。

エミリア：そのあとで、ピクシーのところへ行くんだよね。

アイヴィ：そうでした。……う～、緊きん張ちようしてきましたよ～（オロオロ）。

ＧＭ：だが、時間が待ってはくれませんよ。室内に取り付けられた時計の秒びよう針しんが進んでいく。運命のカウントダウン───三、二、一、〇！




　午前八時ジャスト───なんの前触れもなく、唐とう突とつに実験棟の電気が一いつ斉せいに落ちた。




アイヴィ：ピクシーの合図！

ＧＭ：イエス！　停電は一瞬、すぐに補ほ助じよ電源が作動して非ひ常じよう灯とうが点灯します。だが、同時に電子的にロックされている部屋の扉とびらが、ピーッという電子音と共に勝手に解かい錠じようされて開く。

アイヴィ：セキュリティが落ちたんですね。周囲を警けい戒かいしながら、Ｚ区画へ急ぎます！

ＧＭ：通路を走るアイヴィの進路にはいくつもの隔かく離り用の扉がありますが、それも次々と解錠されて道が開かれていく！

アイヴィ：すごい！　……ピクシーって、もしかしてブラックドッグなんでしょうか？

ガブリエル：ありえるな。電子機器の制御はブラックドッグの得とく意い技わざのひとつだ。

ＧＭ：そこは実じつ際さいに会えばわかりますよ。しかし、それもここから脱だつ出しゆつできればの話。

アイヴィ：……そうですね。よし、集合場所のＺ区画へ急ぎます！

エミリア：ん～、そろそろ登場するね。通路の奥おくから飛び出してきて、アイヴィとすれ違ちがうようにして走り去っていくよ！

真也：ちょっと待て。……それって目的地と逆ぎやく方ほう向こうじゃないか（笑）。

エミリア：ああ、逆走にはちゃんと理由があるんだよ。ほら、マークが新しい実験の対象になったから、彼のことを捜さがしてるの！

ＧＭ：なるほど、演出が細かい。藤澤さん、やるなー。

アイヴィ：じゃあ、私は慌あわててエミリアさんを呼よび止めましょうか。……ちょっとエミリアさん、どこに行くんですか!?

エミリア：呼ばれて思わず足を止めるよ。あれ、アイヴィ？

アイヴィ：そっちはＺ区画とは反対方向です！　こっちですよ、こっち！

エミリア：あー……その、ちょっと道を間ま違ちがえちゃった（笑）。

アイヴィ：あ、あなたはいまだに棟とう内ないで迷まい子ごになるんですか───っ!?（笑）

エミリア：ご、ごめんなさいーっ！　思わず謝あやまるんだけど、あたしはマークが気になって、チラチラと廊ろう下かの方を何度も振ふり返っちゃう。

アイヴィ：怪け訝げんそうに聞きますよ。……どうしたんですか、何か気になることでも？

エミリア：ん……、昨日マークと会ったの。それで新しい実験の話をしてたから心配で……。

アイヴィ：彼のこと捜しに行くんですか？

エミリア：ううん、いいの。マーク、超人になりたいとか言ってたしさ。（スネたように）もう、知らないっ！

アイヴィ：えっ、でも……。

エミリア：あたしはただ道を間違えて迷子になってただけ。だから、大だい丈じよう夫ぶなの！




　自分に言い聞かせるようなエミリアの言葉に、アイヴィは何も言えなくなった。

　だが、沈ちん黙もくするアイヴィを励はげますように、エミリアが笑顔を浮うかべる。




エミリア：ほら、集合場所に行こう？　ガブリエルもきっと待ってるしね。

アイヴィ：……うん、わかった。エミリアと一いつ緒しよにＺ区画へ行きます。

ＧＭ：了解。では、真っ白な通路を走り続けること数分ほど。アイヴィとエミリアは集合場所であるＺ区画へとたどり着く。

ガブリエル：なら、そこで登場する。ふたりが集合場所に着くと、俺はすでにそこにいて、ひとりで待っている。……よう、遅おそかったな。

エミリア：ごめんごめん、ちょっと道に迷まよっちゃってさ～。

ガブリエル：おいおい、このタイミングで迷子か？

エミリア：（有無を言わせぬ勢いで）いや～、ごめんね！　途と中ちゆうでアイヴィに会えて助かったよ。ありがとね、アイヴィ！

アイヴィ：（押され気味に）う、うん。

ガブリエル：まあいいさ。何にせよ、これで揃そろったな。

ＧＭ：では、ガブリエルがそうつぶやくと同時、近くの壁へき面めんに設せつ置ちされている通信端たん末まつが着信を告げる。また、端末についている小型モニターに妖精のアイコンが浮かびます。

アイヴィ：あっ、ピクシーですね。通信に出ますよ。

ＧＭ：「やぁ、どうやら無事に合流できたようだね。まずは第一フェーズ完かん了りようだ」

アイヴィ：うん。そっちに異常はない？

ＧＭ：「ボクは大だい丈じよう夫ぶだ。君たちこそ気をつけたまえ。危き険けんなのは間ま違ちがいなくそちらの方なのだから」ピクシーは落ち着いた声で答える。

ガブリエル：こっちの心配ができるとは余よ裕ゆうだな。ところでピクシー、お前はどこにいるんだ？　迎むかえに来て欲ほしいって話だったが、まだ居い場ば所しよを聞いてないぞ。

ＧＭ：「ああ、すまない。少し待ってくれ」そう告げると、ピクシーのアイコンが消えて、代わりにＸ島のＭＡＰが映し出される。というわけで現げん状じようを説明していきましょう。

エミリア：お願いしまーす！

ＧＭ：今みなさんがいるのは、島の南西部に位置する実験棟になります。そして、ピクシーがいるのは、島の南東部にある情じよう報ほう棟とうです。

アイヴィ：じゃあ、そこに行けばピクシーと合流できるんですね。

エミリア：ふむふむ。……そういえばさ、合流したあとはどうやって脱出するのかな。Ｘ島って、絶海の孤島なんでしょ？

ＧＭ：「それなら大丈夫だ。島の北東にある繫けい留りゆう施し設せつから船を拝借すればいい」

エミリア：ちゃんと船があるんだね。りょーかい。

ガブリエル：じゃあ、次に目指すべきは情報棟か。……それはそうと、ひとついいか。

アイヴィ：どうかしましたか？

ガブリエル：真也のことを話しておこうと思ってな。この情報を持ってるのは俺だけだし。

エミリア：あっ、そういえばそうだね。

ガブリエル：ここで情報を共有できた方がいいだろ。まずはピクシーに言うぞ。……そういえばピクシー、今日、０９がここに来るという話を聞いたんだが。

ＧＭ：では、ピクシーが怪訝そうに尋たずねる。「その話をどこで聞いたんだい？　０９の情報はＸ島でもトップシークレットのひとつのはずだが……」

ガブリエル：あのイカれた博士……アマガから聞かされたんだよ。新しいＸナンバーズが完成したから、面めん倒どうを見てやってくれってな。

ＧＭ：「そういうことか。君はＸナンバーズでもっとも経けい験けんを蓄ちく積せきしている。たしかに教育役としてはうってつけだ」ピクシーは得心したようにうなずく。

アイヴィ：あのー、どういうことですか？

エミリア：あたしたちにもわかるように話してよー。

ガブリエル：おう、すまん。……というわけで、真也の情報をみんなに話す。

ＧＭ：了解。では、〝Ｘ０９〟という最新型のＸナンバーズについて、みなさん知ったということで。ちなみに、名前、年齢、性別など、パーソナルな部分はわかりません。アマガが興味を持っておらず、しゃべらなかったので。

エミリア：はーい。じゃあ、ここで提てい案あんするね。……じゃあさ、新しい子も助けに行った方がいいんじゃないの？

ＧＭ：「戦力が増ふえるのは喜ばしいことではあるが……」

アイヴィ：でも、会いに行って、その人がこちらの味方をしてくれなかったら……？

ガブリエル：（重々しく）まあ、いざって時は……俺が何とかするさ。

ＧＭ：おおう。さすがにガブリエルは覚かく悟ごが決まってますね。

ガブリエル：元軍人だからな。さて、みんなに言うぞ。……とりあえず、０９のところに行ってみるか。実際に会ってみないことには、どう転ぶかわからんしな。

アイヴィ：そうですね……。最初の計画とは変わりますけど、ピクシーもそれでいいかな？

ＧＭ：「この脱出計画を実行できるのは君たちの助力があってこそだ。ボクは君たちの意思を尊そん重ちようするよ」

アイヴィ：ありがとう。

エミリア：じゃあ、真也を助けに行くとして、あたしたち、彼の居場所を知ってるのかな？

ＧＭ：そこについてはピクシーが情報を提てい供きようしてくれますよ。「０９のトライアルなら、現げん在ざい、戦せん闘とうテスト用の区画で行なわれているはずだ」

ガブリエル：ああ、アマガもそう言ってたな。

ＧＭ：ちなみに、みなさんも戦闘テストを受けることがあるので、その区画が実験棟のどこにあるのか知っていてかまいません。

エミリア：じゃあ、何の問題もないね。ラッキー！

ガブリエル：……たぶんそこにアマガもいるよな。俺、あいつ苦手だ。オープニングでも愛について語られまくったし（笑）。

アイヴィ：それはほら、しょうがないですよ。あの人は愛の伝でん道どう師しですから（笑）。




　すいません。アマガ、愛大好きなもので。




ガブリエル：勘かん弁べんしてくれって感じだな（笑）。まあいいさ。（エミリアとアイヴィに）それじゃあとっとと行こうぜ０５、０８。

エミリア：（ぽつりと）……エミリア。

アイヴィ：えっ？

エミリア：あたしの名前、エミリアだよ。もう、０８なんて呼よばれたくないから外に出るんだから、エミリアって呼んでよ！

一同：…………。

エミリア：（素に戻って）……わ、私何か変なこと言いました？　みんな黙っちゃって……。

真也：（同じく）……いや、藤澤さんロールプレイうまいなあと思って。

ガブリエル：（同じく）うんうん、即そく座ざに識別番号をネタにできるのはすごいよね。

エミリア：あっ、ありがとうございます。

ガブリエル：俺は怒おこるエミリアに、素す直なおに謝しや罪ざいしてから言い直そう。……すまない。行こうかエミリア、アイヴィ。

エミリア：うん！

アイヴィ：行きましょう！

ガブリエル：よし、じゃあアイヴィをひょいと肩かたに乗せて、０９───真也のところへ行く。

アイヴィ：わわっ、らくちんですね（笑）。

エミリア：あたしはガブリエルの横に並ならんで走るね。

アイヴィ：あっ、最後にピクシーに挨あい拶さつして行きます。……またね、ピクシー。

ＧＭ：「ああ、またあとで」ピクシーがうなずき、モニターから彼のアイコンが消えます。

アイヴィ：わかりました。それじゃあ、今度こそ戦闘テスト用の区画へ行きますよ。

ＧＭ：了解。では、みなさんが颯さつ爽そうと走り出したところでシーンを切ります。





＊　　　＊　　　＊






ガブリエル：よし、仲間と合流できたところでロイスを取っとくか。

ＧＭ：了解です。どうぞー。

ガブリエル：エミリアとアイヴィ、一気にふたつ取るぞ。ポジティブは両方とも〝連帯感〟だ。仲間だしな。ネガティブはエミリアが〝悔かい悟ご〟───これは番号で呼んじまったから。アイヴィは〝脅きよう威い〟───こっちはなんとなく頭が上がらないってことで（笑）。

エミリア：じゃあ、私もガブリエルに取るよ。ポジティブは〝感服〟で、頼たよりになるなと思ってる。ネガティブは〝嫌けん悪お〟……アイヴィと同じ理由で、砂っぽいところが嫌（笑）

アイヴィ：あたしもエミリアに取らせてもらいます。ポジティブは〝誠せい意い〟、ネガティブが〝恐きよう怖ふ〟。とてもいい人だなと思ってるんですけど、対たい抗こう種の力は怖こわいと。

真也：僕も早くみんなと会ってロイスを結びたいよ……。アマガは嫌だ（一同爆笑）。

エミリア：ところでさ、あたしたち以外のＸナンバーズってどうしてるのかな？　できるなら、一緒に逃げたいんだけど……。

ＧＭ：残りの０１、０３、０７は島内にはいないですね。任務とかで外に出されています。

アイヴィ：そうなると、今、一緒に逃げるのは無理ですね。

ガブリエル：いずれ、機会があればってところか。







◆Middle 03◆決別


Scene Player ─── 諏訪原真也






　薄うす暗ぐらい非常灯に照らされた部屋。

　アマガと名乗った老人が見学室の中、マイクに向かって叫さけんでいる。

　真也は困惑する───いったい何が起こってるんだ？




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは真也で。

真也：はいよ。侵しん蝕しよく率りつは……うおっ、また10上がったよ！

アイヴィ：二度続いたら三度目も……（笑）。

真也：不ふ吉きつなことを言わないでくれっ！（一同爆笑）

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。さて状況ですが、場所は戦闘テスト用の部屋のまま。すでに非常灯がつき、暗くら闇やみは払はらわれています。

真也：思わず安あん堵どの息をつくよ。……ふー、いったい何だったんだろ？

ＧＭ：ちなみに見学室ではアマガとマスターファントムがやりとりをしています。

真也：その様子を見ながら、首を傾かしげる。……なんだ、何かあったのか？

ＧＭ：スピーカーを通して、話の内容が聞こえてきます。「マスターファントム、大変申もうし訳わけありませぬ。どうやらトラブルがあった模も様ようで……、念のため避ひ難なんを」

真也：あっちも状況がわかっていないのか。

ＧＭ：ですね。アマガの進言を受けたマスターファントムは、最後に一度真也をちらりと見ると、見学室から立ち去ります。残ったアマガが通信端末で、どこかへ連れん絡らくを取り始める。

ガブリエル：状況把は握あくしようとしてるってところか。

ＧＭ：アマガはしばらく静かにやりとりをしていたのですが、いきなり焦あせった声で叫ぶ。「何じゃと!?　Ｘナンバーズが裏うら切ぎったとはどういうことじゃっ!?」

真也：ふむ……。まだ状況がよく理り解かいできてないからなぁ。何だか慌ててるなぐらいの感覚で、僕はアマガを怪訝そうに見ているよ。

ＧＭ：それなら、アマガは通信端末ごしに報ほう告こくを聞いたあと、再び意い識しきを真也へと向ける。「なんということじゃ……。こんなことが……！」

真也：アマガに聞くぞ。……いったい何が起こってるんだ？

ＧＭ：その疑問にアマガは答えない。ただ、「０９、お主にはしばらく別の場所で待機してもらう」と告げる。そして部屋の扉が開いて大男が三人現あらわれる。

真也：おおっ、どんなヤツなんだ？

ＧＭ：全身を戦せん闘とう服ふくで覆おおっているので、容よう姿しはわかりません。ただ、身長二メートルはあろうかという巨体で、歩くたびにガシャンと重い金きん属ぞく音おんが鳴なり響ひびく。

一同：ガ、ガシャン!?

真也：何だ、その足音！

ＧＭ：まるで全身金属でできたロボットでも歩くような音ですね。ちなみに大男たちの目の部分にはカメラアイがあり、赤く光っています。

真也：つーか、それはロボットだよ！（笑）

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。Ｘ島では対オーヴァード用戦闘要員として、ロボット兵士が配はい備びされているのです。というわけで、三体のロボット兵士が真也を取り囲むように立ちますよ。

真也：目の前に立つのがロボットだと気づいてびっくりする。状況を飲のみ込こめてないけど、なんとなくやばい雰ふん囲い気きを感じて、後ずさるけど……。

ＧＭ：では、後ろに下がる真也を追いかけるようにロボット兵士は歩を進める。そして、真也の腕をつかもうと手を伸ばし───。

ガブリエル：おっと、そこで登場だ。真也を助けなきゃならんしな。

ＧＭ：了解。他の方も登場していいですよ。

エミリア：なら、あたしも一緒に出るよ！

アイヴィ：同じく出ます。ガブリエルの肩に乗ってますしね。

ガブリエル：ロボット兵士たちの背はい後ごから、ＰＤＷで攻こう撃げきを仕し掛かける。もちろん、真也に当てないように注意してだ。




　突如飛来した弾丸の嵐が、ロボット兵士たちを正確に貫いていく。

　射撃音は数秒間続き、それが止やんだ時、真也の目の前に三つのスクラップが転がっていた。




ＧＭ：ロボット兵士は、最後にバチリッと火花を散らして、完全に停止します。

アイヴィ：ふう、これでとりあえず一安心ですね。

真也：えっと……。僕は呆然とするしかないな（笑）。

ＧＭ：まあ、そうなりますよね（笑）。わけの分からない状況の中、助けられたものの、その相手が不思議な組み合わせの見知らぬ人たちですし。

エミリア：デコボコもいいところだからねー。

ＧＭ：さて、見学室から状況を見ていたアマガが、スピーカー越ごしに怒いかりの声を上げる。

「０２、０５、０８！　お前たち、いったいどういうつもりじゃ!?」

エミリア：じゃあ、アマガを見上げてあっかんべーってしてやれ（笑）。

ＧＭ：するとアマガは顔をゆでダコみたいに真っ赤にして叫ぶ。「０８……き、貴き様さまぁあああああああっ!?」（一同爆笑）

ガブリエル：怒いかり狂くるうアマガに追い打ちだ。いい加か減げん、お前さんの馬ば鹿か馬ば鹿かしい実験に付き合ってられなくてな……。俺たちはこの島を出て行かせてもらう。

ＧＭ：「な、な……なんじゃとっ!?」

アイヴィ：あなたの愛はもう沢たく山さんなんです！

ＧＭ：「ぐぬぬ、何故なぜじゃ……！　何故、ワシの愛を拒きよ絶ぜつするのじゃ!?」

エミリア：だって、あんたの愛は、愛じゃないもの！

ＧＭ：「で、では何だというんじゃ！」

エミリア：あんたのそれは……ただのエゴだよ！




　エミリア、一いつ刀とう両りよう断だん。




ＧＭ：エミリアの鋭するどい言葉に、アマガは呆ほうけたように立ちつくす。

ガブリエル：とりあえず真也に話しかけるか。……おい、お前が０９だな？

エミリア：名前、名前！

ガブリエル：おっと、すまん。……お前、名前は何ていうんだ？

真也：諏訪原……。諏訪原真也だよ。あんたたちは？　微び妙みように警けい戒かいしながら答える。

ガブリエル：説明は後だ。一緒に来い、真也。

真也：そんな……、あんたたちが何者かもわからないのに、ついて行けるわけないだろ！

エミリア：じゃあ、ずばり言うよ！　ここで改かい造ぞう人間になりたいの？　ここにいたらすごく身体をいじられて、人間としての生活ができなくなっちゃうんだよ！

アイヴィ：そうですよ。……それとも真也さんは超人になりたいんですか？

真也：ちょ、超人って……さっき、変なじいさんも言ってたけど、何のことだよ？

ガブリエル：まだ、状況が吞のみ込めてないわけか。……真也、信じられないかもしれんが、お前はもう普通の人間じゃない。

真也：ふ、普通じゃない……？

ガブリエル：ああ。このクソッタレな島に誘ゆう拐かいされて、常識じゃ考えられない超常能力を使う存在───オーヴァードに改造されたんだよ。

ＧＭ：ガブリエルの言葉に、真也の脳のう裏りに変異した右手のことが浮かび上がる。

真也：じゃあ、あの時のあれは……。

ガブリエル：心当たりがあるんだな。俺たちも、お前さんと同じで誘拐されたクチなんだが、ここで好き勝手に身体をいじられるのはもう我慢の限界でな。

エミリア：あたしたちみんな、こんな身体はもうこりごりだから、この島から逃にげ出したいの。今なら真也も一緒に連れて行ってあげる！

真也：……あんたたちと一緒に行けば、ここから出られるのか？

一同：（こくりとうなずく）

真也：…………わかった。一緒に行くよ。

ＧＭ：すると、慌あわてふためいたアマガが制せい止しの声を上げる。「いかん、０９！　奴やつらの言葉に耳を貸かしてはならんっ！　お前はワシに従したがっておればよいのだ！」

真也：キッとアマガをにらんで叫ぶ。……０９じゃない。僕の名前は、諏訪原真也だ！

ＧＭ：叩たたきつけられた決別の意思に、アマガは呼こ吸きゆう困こん難なんでも起こしたように、苦しげな息をもらす。「か……っ！　ひゅ……っ！」

ガブリエル：完全にテンパってるな（笑）。

ＧＭ：「ええいっ、ワシの愛を拒絶する愚おろか者どもめ！　少々痛い目にあわせてやらねばならんようだな！」叫ぶと同時にアマガが緊きん急きゆう用の通信回線を開く。すると、瞬またたく間に多数のロボット兵士が実験室に突とつ入にゆうしてくる。

ガブリエル：敵か……。数はどれぐらいだ？

ＧＭ：対オーヴァード用のロボット兵士がざっと八十体。十体ワンチーム、統とう率そつの取れた動きでみなさんを包囲します。ここはちゃんと戦闘をしますよ。ロボット兵士たちが一斉に腕に内ない蔵ぞうされている銃じゆうをポップアップさせて、みなさんに銃口を向ける。

ガブリエル：どうやら奴らを倒たおさんことには外には出られなさそうだ。やるぞ。

エミリア：オッケー！

アイヴィ：相手が人間じゃないなら手て加か減げんは不要ですね！

真也：僕はどうすればいい？

ガブリエル：無理はしなくていい。今はとにかく自分の身を守ることを考えろ。

真也：わ、わかった！

ＧＭ：では、身み構がまえるみなさんに八十体のロボット兵士が襲いかかる。さあ、戦闘です！




『ＤＸ２』の戦闘はラウンドという時間単位で進行します。

　さらに一ラウンドは、セットアップ、アクション、クリンナップなどの複数のセグメントに分かれています。簡単に説明するなら、セットアップでそのラウンドに行動するキャラクターを確認し、アクションはイニシアティブ値の高いキャラクターから順番に行動して、クリンナップでそのラウンドを終了して次のラウンドへと移行します。




◆第一ラウンド
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ＧＭ：では、最初のセットアップ。特にないですね？　ロボット兵士はトループで最後に行動なので、イニシアティブ19のアイヴィの手番からどうぞ。

ガブリエル：がんばれ、アイヴィ。ここでアイヴィが一発で決めてくれると、俺たちは侵蝕率を上げなくてよくなるから、かなり助かる。

アイヴィ：う……が、がんばります（笑）。メジャーで《サイレンの魔ま女じよ》＋《主の右みぎ腕うで》その他で、すべてのトループに攻撃します！




　一回の行動はマイナーとメジャーというふたつのアクションに分けられます。

　マイナーでは移動や判定の必要のない簡単な行動を、メジャーでは攻撃など判定を必要とする複雑な行動を行なうことができます。




ＧＭ：では、アイヴィのエフェクトを感知して、ロボット兵士が身構えますよ。

アイヴィ：命中は……（ダイスを振る）36に〈ＲＣ〉の技能を足して、達成値40！　どこからともなく風が吹ふいてきて、その中を光の木の葉が舞まい散ちります！

真也：な、なんだ、急に光が……!?

ＧＭ：ロボット兵士たちは風の勢いに抵てい抗こうしようとしますが……ダメか。全員、回避失敗！

アイヴィ：ダメージは25点の装そう甲こう値ち無む視しです。手を振ると、穏やかだった風が勢いを増して、ロボット兵士をなぎ払いますよ。




　アイヴィを中心に風と光の木の葉が乱らん舞ぶし、破壊の嵐が吹き荒れる。




ＧＭ：それは耐たえられません。アイヴィの一撃で八十体のロボット兵士が一瞬で全滅します。

真也：（アイヴィへ）今のはいったい……。キミがやったのか？

アイヴィ：（こくりとうなずき）私は風と光を操れるんです。ここの人たちは、この力を〝シルフィード〟と呼んでいました。

真也：もう、あまりの事じ態たいに僕は呆然とするしかないな……。

ガブリエル：一般常識を超えた現象を目にしたんだ、それも仕方ないさ。……それにしてもアイヴィ、やるじゃないか。八十体を一瞬とは、たいした早はや業わざだ。

アイヴィ：いえ、うまくいってよかったです（笑）。

エミリア：ふふ～ん、この程度の戦力であたしたちを止めようなんて甘あますぎよね！

ＧＭ：「……たしかにおぬしらが相手となれば、ここにいる戦力では足りないようだ。よかろう。お前たちにふさわしい戦力を用意して、遊んでやろうではないか」アマガはそう言うと、背せを向けて見学室の奥へと姿を消そうとする。

エミリア：あっ、逃げる気でしょ！　こら、待ちなさいよ～！

ＧＭ：「待てと言われて素直に待つほど、ワシは間ま抜ぬけではないわ！」アマガは鼻息も荒あらく言い捨すてると、老ろう齢れいのくせに、やたらすばやく立ち去ってしまう。

アイヴィ：け、健けん脚きやくですね（笑）。

ＧＭ：パワーは有り余あまってる感じですので（笑）。アマガは去り、あとにはみなさんと破壊されたロボット兵士の残ざん骸がいが取り残される。

真也：僕は呆然とつぶやくよ。これで……家に帰れるのか？

ガブリエル：いや、まだだ。これからが脱出計画の本番ってところさ。

エミリア：とりあえず、外に出ようよ。こんなところ早くおさらばしたいし！

ガブリエル：それじゃあ、またアイヴィを肩にかつぐとしようか。

アイヴィ：はい、かつがれました（笑）。

エミリア：あたしは真也に手を差さし伸のべるね。ほら、行こう。島から脱出したいんでしょ？

真也：……まだ、わからないことだらけだけど───。




　目の前に差し出されたエミリアの手を、真也はしっかりと握にぎりかえした。

　何もかもわからない状況の中、彼女たちは救いの手を差し伸べてくれた。

　だから、この人たちを信じてみよう───そう思ったのだ。




　戦いが始まる。

　日にち常じように帰るための、長い戦いが。
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《サイレンの魔女》　周囲全域に振動波による攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《主の右腕》　鋭い感覚によって敵の弱点を見抜いて攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。











◆Middle 04◆突とつ破ぱ


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　照りつける太陽の光、吹ふき抜ぬける涼すずやかな風。

　それはずいぶんと久ひさしぶりの外界だった。

　着実に自由に近づいている実感に、ガブリエル・ガルシアは力強い笑みを浮うかべた。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはガブリエル。先ほどのシーンの続きですし、全員登場でお願いします。

エミリア：はーい。侵蝕率上げる～。（ダイスを振る）０……って10じゃんっ!?（笑）

真也：うあっ、こっちは９上がった！　もうすぐダイスボーナス入りそうだよ（笑）。

ガブリエル：飛ばしてんな（笑）。さて、状況確かく認にんと行くか。とりあえず実験棟から出たあたりか？

ＧＭ：ですね。みなさんが実験棟の外に出ると同時に、島全体に緊きん急きゆう警けい報ほうが鳴り響く。

アイヴィ：敵も動き出したみたいですね。

ガブリエル：ふむ……。ＧＭ、さっき倒たおしたロボット兵士なんだが、通信装そう置ちとかついてたりしないか？　通信機を手に入れて、ピクシーとの連絡手しゆ段だんを確かく保ほしておきたいんだが。

ＧＭ：なるほど。

ガブリエル：必要なら〈調達〉判定もするが、どうだ？

ＧＭ：そうですね……。かまいませんよ。〈調達〉判定もなしでＯＫ。あと、ロボット兵士は八十体いたので、ひとりひとつずつ通信機を手に入れていいです。

ガブリエル：助かるよ。それじゃあ、早速ピクシーに連絡をするぞ。適てき当とうに周波数をいじってコンタクトしようと試ためしてみる。

ＧＭ：では、しばらくして通信機からピクシーの声が聞こえてくる。「そちらから連絡が来るとは思っていなかったよ。それで状況の方はどうだい？」

ガブリエル：とりあえず、０９……シンヤ・スワバラを確保した。

ＧＭ：「０９は真也君というんだね。一緒に行動してくれることになるとは、僥ぎよう倖こうだよ！」

真也：なんだ、誰と話してるんだ？　初めて聞く声に首を傾げる。

ガブリエル：（にやりと笑い）もうひとり仲間がいるのさ。ほら、ピクシー挨あい拶さつしろよ。

ＧＭ：「そうだな、お初にお目にかかる」

エミリア＆アイヴィ：お目にはかかってない！（一同爆笑）




　そうでした、ピクシーはまだ誰とも直接面識のないキャラでした。




ＧＭ：「声だけで失礼するよ、真也君。ボクの名前はピクシー。この脱出計画の協力者のひとりさ」これならどうだ（笑）。

エミリア：うん、オッケー（笑）。そんで真也にささやくね。……まだこの中の誰もピクシーには直接会ったことないの。まあ、あたしは格かつ好こういい人だと思ってるんだけどね！（笑）

ガブリエル：おいおい、ハンサムだって占うらないにでも出たのかい？（笑）

エミリア：うん、いつもいいカードが出てたから、そう信じてるの！（笑）

真也：そうだったのか（笑）。とりあえずピクシーに聞くよ。……何はともあれ、脱出するためにはどうしたらいいんだ？

ＧＭ：「我々が脱出するため、やるべきことは三つ残ってる。ひとつはボクとの合流」

アイヴィ：ピクシーはひとりだと動けないらしいの、と真也に耳打ちを。

真也：そうなのか。閉とじ込こめられてるってところかな。

アイヴィ：なんだか檻の中で飼かわれてるゴブリンのビジュアルが……（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ＭＡＰの情報棟の上に、檻に囚とらわれたゴブリンのアイコンが出ました（笑）。さて話を続けますよ。「ふたつめはプロフェッサー・アマガの確保。正せい確かくには彼が持っている、この島の中央制せい御ぎよ室しつの管理キーを手に入れることだ」

エミリア：むぅ、アマガか～。さっき会えたのに逃にがしちゃったよ。

ＧＭ：「実験棟だとアマガは常つねに実験体が侵しん入にゆうできない区画にしかいないから、それは仕方がないな。まあ、そこは別の策さくを考えてあるから安心してくれ」

アイヴィ：わかりました。それでやるべきことの三つめは何なんですか？

ＧＭ：「この島を自じ爆ばくさせることだ」（さらり）

一同：じ、自爆ぅううううっ!?

ガブリエル：この島、自爆装置なんて仕し掛かけられてんのか！（笑）

ＧＭ：そりゃＦＨの秘ひ密みつ基き地ちみたいなものですからね。証しよう拠こ隠いん滅めつ、情報流出の阻そ止しのために、いざというときの準備はしてあります。

アイヴィ：そっか……、それはそうでしょうね。

ＧＭ：「脱出に成功しても、Ｘ島があるかぎり追っ手が来るだろう。……アマガが僕たちを捕まえるために、新しくＸナンバーズを作りだす可能性もある」

ガブリエル：ここには俺たちの研究データがあるし、レネゲイド研究用の設備が整ってる……。たしかに、それはありえそうだな。

ＧＭ：「ボクたちの脱出を成功させるためにも、新たな犠ぎ牲せい者しやを生み出さないためにも、Ｘ島を放置していくことはできない」

エミリア：な、なるほど！

ＧＭ：「だから、元げん凶きようを根こそぎ吹ふき飛とばす。アマガの管理キーがあれば、Ｘ島の自爆装置を動かすことができる。我われ々われだけでも十分に可能だ」

真也：……いや、でも、ちょっと待ってくれよ。それってこの島にいる人間も全部吹き飛ばすってことじゃないのか？　それはさすがに……。

エミリア：そ、そっか。たしかにやばいよ！

ＧＭ：「君たちの懸け念ねんはもっともだ。だが、別にボクは君たちに大量虐ぎやく殺さつをして欲しいわけじゃない。あくまで狙ねらいはＸ島という拠きよ点てんを潰つぶすことにある」

アイヴィ：どういうことですか？

ＧＭ：「自爆装置を起動しても、すぐに爆ばく発はつするわけじゃない。脱出するための時間は十分にあるんだ。それはボクたちだけでなく、この島の研究者たちにもあてはまる」

ガブリエル：俺たち以外の実験体はどうする？　彼らは自由には動けないだろう。

ＧＭ：ピクシーは悲しげに告げる。「……現在、この島で人としての理り性せいを保たもっているのは君たちしかいない」

ガブリエル：……もしかして、他はみんなジャーム化しちまってるのか？

ＧＭ：「その通りだ」

真也：初めてジャーム化って耳にしたから聞こう。……ジャーム化ってなんだ？

ガブリエル：そうか、真也はまだ知らないんだな。俺たちオーヴァードは力を使いすぎると自じ我がを失い、正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつになる。それがジャーム化と呼ばれる現象だ。

ＧＭ：その言葉を聞いた瞬間、真也の脳のう裏りに投薬によって理性を失い、ただ眼がん前ぜんの敵てきに襲いかかる怪物になったマークの姿すがたがフラッシュバックする。

真也：……僕も怪物になるかもしれないのか？

ガブリエル：オーヴァードなら誰もが抱かかえる危き険けんさ……。だから気をつけろ。力に吞のまれるな。心まで本物の怪物になりたくなかったらな。

真也：その言葉には黙ってうつむくかな。

アイヴィ：と、とにかく動きましょう！　ここでじっとしていても何も変わりません。

エミリア：そうだね。

真也：んっ、わかった。

ガブリエル：それじゃあまずは、ピクシーと合流するとしようか。

ＧＭ：「すまないがよろしく頼むよ。さて、こちらに来るルートだが、大きく分けてふたつある。陸路と海路だ」

エミリア：海も行けるんだ。

ＧＭ：行けます。ただ、敵の警けい戒かい網もうがあるので外に脱出するのは厳しいですね。あくまでＸ島内の別の場所へ行くための、移い動どう経けい路ろのひとつと考えてください。

真也：わかった。陸路と海路……どっちがいいかな？

アイヴィ：ＧＭ、それぞれの経路について情報収しゆう集しゆうはできませんか？

ＧＭ：できますよ。陸路海路まとめて調ちよう査さ可能です。




『ＤＸ２』では情報の収集を行ない、事じ件けん解かい決けつや状況打だ破はのヒントを得られます。

　なお、情報収集は、基本的にＧＭの指定した〈情報：〉技能の判定で行ないます。




ＧＭ：情報収集するなら〈情報：ＦＨ〉〈情報：裏社会〉〈情報：Ｘ島〉で判定を。目標値は８ですが、達成値10以上ならば、より多くの情報が手に入りますよ。

真也：うーん、情報収集は苦手なんだよな。（ダイスを振る）〈情報：裏社会〉で……４。全然ダメだったよ。やっぱりＸ島に来たばっかりだし、よくわからない。

エミリア：あたしは〈情報：Ｘ島〉で７だった。うー、あと一歩届とどかず！

アイヴィ：私も〈情報：ＦＨ〉で達成値７です。これはやばい……かも？

ガブリエル：おいおい、俺以外は全滅かよ（笑）。

エミリア：ガブリエル、がんばって！（笑）

ガブリエル：むう（笑）。ダイス２個の〈情報：Ｘ島〉１レベルで……よし、達成値９だ！

一同：おおっ！

ガブリエル：あと１あれば情報を全部引き出せたんだがなあ。

ＧＭ：とはいえ、とりあえずの情報を手に入れるには十分ですよ。

ガブリエル：そうだな。じゃあ、ブラックドッグの力で通信を傍ぼう受じゆしたということで。まずは陸路から聞かせてもらおうか。

ＧＭ：わかりました。では、陸路の状況ですが、Ｘナンバーズ捕ほ獲かくのために戦闘部隊が展てん開かいされてます。多数のロボット兵士に、歩兵戦闘車が随ずい行こうしています。

ガブリエル：本ほん格かく的に兵器を投入してるってことか……。海路の方は？

ＧＭ：海上に無人偵てい察さつ機きと戦闘ヘリが巡じゆん回かいしている。戦力的には陸路より落ちます。ただし、泳いで渡わたる必要があるので、戦闘になった場合はかなり不利な状況で戦うことになる。

アイヴィ：どちらも一長一短って感じですね。

ＧＭ：達成値10以上なら、追加情報があったんですが……。

ガブリエル：そう言われると気になるな。タイタス使って達成値上げるか？（笑）

真也：いや、そこまでするのもどうかと（笑）。

ガブリエル：まあ、冗じよう談だんだ（笑）。さて、敵が強い陸路か、それともシチュエーションが厳きびしい海路か……。どっちがいいのかねえ。




　どうしたものかと考かんがえ込こむ一同。

　沈黙の場を動かしたのは、エミリアの何気ない一言だった。




エミリア：……ねえ、《ヴィークルモーフィング》で船を造つくれないかな。

ガブリエル：どういうことだ？

エミリア：海路の不利な状況って泳いで渡わたらないといけないからでしょ。なら、船さえあれば大丈夫だと思ってさ。どうかな、ＧＭ？

ＧＭ：ふむ……。たしかに《ヴィークルモーフィング》で船は造れますね。……わかりました、エフェクトを使って侵蝕率を上げるなら、海路の不利は解かい除じよしましょう！

アイヴィ：やりましたね。それなら海路の方が楽そうです。戦力的には陸路より低いですし。

ガブリエル：そうだな。移動経路は海路にして、エミリアに船を造ってもらうとするか。

エミリア：オッケー、任まかせておいて！（サムズアップ）

ガブリエル：頼りにしてるぜ。

真也：……また、戦いになるのか？

ガブリエル：……恐おそらくな。俺たちＸナンバーズが脱出したことは、奴らにとっちゃ一大事だ。やれる限かぎりのことはしてくるだろうさ。

真也：まぁ、あの力なら大だい丈じよう夫ぶだろうけど……。ちらりとアイヴィを見る。

ガブリエル：おいおい、お前さんにも力はあるんだぞ。なんたってＸナンバーズの最新型だそうだからな。

真也：まだ自分の能力をよく分かってないから、驚くよ。……そ、そうなのか？

ガブリエル：ああ、そうさ。こと戦闘能力に関していえば絶ぜつ大だいなはずだぜ。……丁度いいから、能力について説明したいな。

アイヴィ：いいんじゃないかな。そういうのを説明するのも、お約束ですし（笑）。




　ガブリエルが語ったのは、オーヴァードの持つ能力についてだった。個こ人じんによって異なる多様な能力の発現形けい態たいは、シンドロームと呼ばれる十二種類のカテゴリーに分類される。




ガブリエル：たとえば、エミリアは物ぶつ質しつの形けい状じようを操るモルフェウスの力を持ってる。

エミリア：じゃあ、死神のタロットを取り出して鎌を作ってみせるね。

真也：うおっ、カードが鎌になった!?

エミリア：（ちょっと得意げに）ふふーん。

アイヴィ：私の力はハヌマーン。風を操ることができます。

真也：さっきロボットを一瞬で吹っ飛ばしたやつか。

ガブリエル：そして、俺もエミリアと同じモルフェウスの能力を持ってる。もっとも、彼女と違ちがって欠けつ陥かん品ひんなんで、砂しか生み出せないんだがな。

真也：色々な能力があるんだな。

ガブリエル：ああ。他にも能力はあるが、それはおいおい見せる機会もあるだろう。

真也：自分の拳を見つめながら聞こう。……じゃあ、僕の力は何なんだ？

ガブリエル：アマガが言うには、お前はブラックドッグとバロール、ふたつのシンドロームを持ってるらしい。

真也：ちなみにどんな能力なんだ？

ガブリエル：ブラックドッグは生体電流の制せい御ぎよを可能にする。ただ、バロールってやつに関してはよくわからん。重力を操あやつれるらしいが、俺は実際に見たことがないんでな。

エミリア：じゃあ、あたしもバロールは知らない（笑）。

アイヴィ：私も知らないということで（笑）。

ＧＭ：えーっと……。というわけでバロールは、Ｘ島では超ちようレアになりました（笑）。

真也：わかったよ（笑）。じゃあ、バロールについては誰も答えられないだろうから、じっと自分の手を見つめ続ける。

エミリア：……本当は戦いたくないけどさ、今戦わないとこれから先も戦わないといけなくなっちゃう。だから、がんばろ！　真也をなぐさめるように言うね。

真也：そうか……。そうだよな。

ガブリエル：そうさ。さあ、ピクシーを迎えに行くぞ。そして、とっととこの島からおさらばしようぜ。

ＧＭ：では、みなさんが海に向かったところでシーンを切ります。







《ヴィークルモーフィング》　物質を変形させ、さまざまな乗り物を作りだすモルフェウスのエフェクト。











◆Middle 05◆海うな原ばらを渡わたりて


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　目の前に広がる大海原。

　泳いで渡るには一苦労だろうが、エミリアには障しよう害がいにならない。

　船がなければ、造つくればいいだけの話なのだから。




ＧＭ：というわけで、次のシーンです。シーンプレイヤーはエミリア。引き続き全員登場でお願いします。

一同：はーい。

ＧＭ：さて、それではみんなで海岸までやって来たところから始めましょうか。

エミリア：じゃあ、さっそく《ヴィークルモーフィング》で船を造るよ。戦車のタロットを変形させて、ちょっとファンシーな馬車みたいな船を……。

アイヴィ：ば、馬車ですか？

エミリア：いや違ちがうな、馬車船みたいな？　違う、馬車じゃないな、船だよ（一同爆笑）。




　落ち着いてください。




エミリア：ほら、あたし芸げい術じゆつセンスないし、なんとなくイメージで造ってるから、できてみると「あれ？」って首を捻ひねっちゃう不思議船になっちゃうの！

ＧＭ：じゃあ、タロットが変化して、妙みように芸術的な形の船になった（笑）。

エミリア：後ろに煙えん突とつついてたり、ガチガチって異い音おんがなってたりするけど気にしないで！

アイヴィ：エミリアさん……これ、変な形してますけど動くんですか？

エミリア：変じゃないよ！　ほら、……可愛いじゃん！

アイヴィ：それ理由になってないですから（笑）。しっかりしてください、エミリアさん！

ＧＭ：仲良くじゃれ合い始めるエミリアとアイヴィであった（笑）。

ガブリエル：やれやれ、始まっちまったか（笑）。

真也：（ガブリエルへ）あー……、止めなくていいのか？

ガブリエル：気にするな。言うだろ、ケンカするほど仲がいいって。……とはいえ、のんびりしてられる状況でもないか。おい、仲がいいのはいいが、そろそろ動かないとまずいぞ。

エミリア：それもそうだね。じゃあ、率そつ先せんして船に飛び乗るよ。で、手をぶんぶん振ふって、みんなを呼よぶ。ほら、早くおいでよー！

真也：……不安になってきたんだけど、これちゃんと動くんだよな？（笑）

ガブリエル：限げん定てい的ではあるがモルフェウスは自分の望むものを作り出せる。形なりはこんなでも大丈夫……なはずだ（笑）。

エミリア：（手をぶんぶん振って）みんな、はーやーくー！

アイヴィ：わ、わかりました。私も乗りますよ。

ガブリエル：真也、覚かく悟ごを決めようぜ。どっちにせよ、これ以外に船はないんだ。

真也：わかったよ、乗ればいいんだろ（笑）。

ＧＭ：では、みなさんを乗せて船は情じよう報ほう棟とうへと進んでいく。異音を立てながら（笑）。

真也：うおぉおおお、やっぱり不安だよ！（笑）

エミリア：大丈夫だって！　行ける行ける！

ガブリエル：たしかに今のところは順調だな。問題は海上の警けい戒かい網もうか。

ＧＭ：そうすると進行方向に無数の無人偵てい察さつ機きが飛んでいるのが見える。また戦せん闘とうヘリ一機が周辺を警戒している。

真也：これ避さけて移い動どうできたりしないかな？

ガブリエル：そうだな。消しよう耗もうはなるべく少なくしたいところだ。

ＧＭ：ならば判はん定ていで……。

アイヴィ：……？　どうしました、ＧＭ。いきなり黙だまり込こんで。

ＧＭ：いや、本来なら警戒網に気づかれずに泳いでいけるかは、〈運動〉判定してもらおうと思ってたんですが───。

エミリア：ああ、あたしが船を造ったから事じ情じようが変わったんだ。

ＧＭ：ですです。（しばし黙もつ考こうして）少し変へん更こうしよう。警戒網を突とつ破ぱできるか、エミリアが難なん易い度ど10の〈運転：船せん舶ぱく〉判定を行なってください。

エミリア：やります、がんばりまーす！

アイヴィ：エミリアさん、ファイトです！

エミリア：【感覚】が３、侵しん蝕しよく率りつボーナスが入ってダイスは４個こ！

真也：技ぎ能のうはあったりする？

エミリア：うーん、ないなぁ。

アイヴィ：技能なしで、目もく標ひよう値ち10だとちょっときついですね。

エミリア：そこは気合で！（笑）

ガブリエル：なるほど（笑）。よし、がんばれ！

エミリア：うん！　よいしょっ……お、10が出た！　クリティカルだっ！




　判定でダイス目が決められた数値以上だった場合、クリティカルが発生します。

　クリティカルしたダイスはもう一度振ふり、その出目を達成値に加えることができるのです。これは、そのダイスがクリティカルしなくなるまで無む限げんに続けることができます。

　なお、クリティカルするダイス目は基き本ほん10ですが、一部のエフェクトなどを使用すれば、10以下の数値でもクリティカルを発生させることも可か能のうです。




エミリア：もう一度振り足して……達成値15で成功！　というわけで、船が変形して甲かん板ぱんが蓋ふたで覆おおわれる。潜せん水すい艦かんモード、ガシャン、ジャポーン（笑）。

真也：いや、それはもう船って言わないんじゃないか!?（笑）

エミリア：多分、今度はカボチャっぽいかな。

アイヴィ：カボチャーっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：パワフルすぎですよ（笑）。さて、カボチャの馬車型潜水艇ていが急速に潜せん航こうしていく。水中深くに潜もぐった船に、無人偵察機は気づきません。お見事！

エミリア：やった！

ガブリエル：エミリアの大金星だな。

ＧＭ：ですね。戦闘を回かい避ひできたんで、情報棟に到とう着ちやくするまではのんびりできますよ。

ガブリエル：なら、その間に話をしておくか。お互たがい聞きたいこともあるだろうしな。

アイヴィ：ああ、そうですね。

ガブリエル：じゃあ、まずは俺おれから真也に質しつ問もんさせてもらおうか。……真也はどうしてここに来たんだ？

真也：まったくわからない。気がついたらここにいたんだ。昨日の夜、帰ってきたときには、ただ自分の部屋で寝ねていたはずだったのに……。

ガブリエル：見たところ東洋人のようだが。日本人か？　中国人か？

真也：名前……だけじゃわかんないか。日本人だよ。

エミリア：ジャパーン？　ジャパーン！　サムラーイ？（一同爆笑）




　いきなり不思議外国人モードに入る、エミリアさん。




アイヴィ：エミリアさん、いきなりどうしたんですか？（笑）

エミリア：日本への興きよう味みでつい叫さけんじゃった（笑）。

真也：すごい困こまった顔で答える。……いや、僕ぼくは普ふ通つうの学生だからさ（笑）。

ガブリエル：じゃあ、真也に助け船でも出すか。……そういえば、慌あわただしくて自じ己こ紹しよう介かいもできてなかったな。丁ちよう度どいいからやっておくか。

真也：ああ、そういえばそうだよ。あんたたちは何者なんだ？

ガブリエル：じゃあ、まずは俺からだ。俺は南米から連れてこられた。国じゃ軍人をしててな。戦場で死んだはずだったんだが、気づいたらここにいてこんな身体からださ。……そう言って義ぎ手しゆを見せる。

真也：その機械の手にぎょっとするよ。

ガブリエル：旧きゆう型がたな上に欠けつ陥かん品ひんでな。機械で足りない部分を補おぎなってるんだ。コードネーム〝Ｘ０２／サンドマン〟。名前はガブリエル・ガルシアだ。まぁ、ガブリエルと呼よんでくれ。

アイヴィ：じゃあ、次は私ですね。アイヴィ・ノールズです。コードネーム〝Ｘ０５／シルフィード〟。ここに連れてこられる前は、アメリカでピアニストをしてたんですよ。

真也：アイヴィは有名人だったよな。じゃあこう答えよう。……アイヴィ・ノールズだって!?　行方ゆくえ不明になったピアニストじゃないか！

アイヴィ：えっ、知ってるの？　物もの凄すごい嬉うれしそうな顔で言いますよ。

真也：うちの親がよく君のＣＤとか集めてたよ。突とつ然ぜん、行方不明になったと思ったら、まさかこんなところにいるなんて……。

アイヴィ：急にピアノを弾ひきたくなってきたんで、なんとなく手を動かしつつ（笑）。あなたのご両親に聴かせてあげられる機会ができたらいいな。

ガブリエル：大丈夫さ。ここを出ればピアノを弾けるようになる。

エミリア：そのための脱だつ出しゆつだもんね！

アイヴィ：はい！

エミリア：じゃあ、最後はあたしだね。エミリア・ラウラ、イタリアから来ました！

ＧＭ：なんか、転校生の紹介みたいなノリですね（笑）。

エミリア：イタリアから来ました、趣しゆ味みは～みたいな？　って、違うわ！（笑）

アイヴィ：ノリツッコミだ（笑）。

エミリア：コードネーム〝Ｘ０８／死の導き手デスコンダクター〟。エミリアって呼んでね！

真也：君もこの組そ織しきにさらわれて？

エミリア：「来る？」と言われて「行く！」と言った自分を思い出して目線を泳がす。……そんな感じかな？（笑）

真也：僕はそれに気づかないで。そうか、君も……（笑）。

エミリア：そう、そうなの！　ね、ねー、アイヴィ？

アイヴィ：う、うん。……まぁ、いっか（笑）。

真也：それにしても、誰だれ彼かれ構かまわずさらってるんだな、ここは。

ガブリエル：世界中のあちこちから連れて来られているみたいだからな。

アイヴィ：まぁ、アマガは相当無茶してるみたいですからね。

ＧＭ：実じつ際さい、あいつは自分の研究のためならあらゆるものを犠ぎ牲せいにして、しかもそれを愛と言ってはばからない奴やつですよ。

アイヴィ：もう、あの人のレネゲイディック・ラヴはたくさんですよ。

真也：レネゲイディック・ラヴって……、もうわけわかんないな（笑）。

ガブリエル：こんな感じでこっちの自己紹介は終わりだな。

エミリア：じゃあ、次はあたしから真也に質問してもいいかな？

真也：なんだ？

エミリア：マークのことを聞きたくて。さっきピクシーが、あたしたち以外に理性を保ってる人はいないって言ってたし、心配でさ。……ねえ、こんな子に会わなかった？　金きん髪ぱつ碧へき眼がんでちょっと暴あばれん坊ぼうな男の子で、マークって言うんだけど。

真也：う……、それは……。

エミリア：知らない？

真也：……隠せないよな。ちょっと迷ってから説明する。実は───。

エミリア：話を聞いていくうちに顔が真っ青になるよ。……そんな、マーク。

真也：……ごめん。一言だけ謝あやまって、あとは何も言えなくなるよ。

エミリア：…………。

アイヴィ：うう、沈ちん黙もくが重いです……。

ＧＭ：では、真也とエミリアが沈黙していると、通信機越ごしに仲ちゆう裁さいの声がかけられます。「真也くん、そんなに自分を責せめてはいけない」

アイヴィ：あっ、ピクシー？

ＧＭ：「申もうし訳わけないが話を聞かせてもらっていたよ。マークの悲ひ劇げきは真也くんのせいではない。すべてはアマガの実験が原げん因いんだ」

エミリア：えっ、それってどういうこと？

ＧＭ：「アマガの無茶な投薬実験によって、マークは精せい神しんを蝕むしばまれてしまったんだよ」暗あん澹たんとした声音でピクシーが告げる。

ガブリエル：そういうことかよ……。そうなると能のう力りよく的なコンプレックスも、実験による精せい神しん的な負荷が原因で生まれてたのかもしれねえな。

ＧＭ：「恐おそらくは。もし、抵てい抗こうしなかったら、真也くんはマークに殺されていただろう。だから───」

エミリア：（遮るように）わかってる。でも、そう簡かん単たんには割わり切れないの……。少しだけそっとしておいてちょうだい。

ガブリエル：わかった……。ただし、つらかったら俺たちを頼たよれよ？

エミリア：うん……。




　重い言葉に、沈黙が降おりた。それっきり誰だれもしゃべらない。

　戸と惑まどい、悲しみ、怒いかり───。

　さまざまな感かん情じようを乗せて、船は情報棟へと向かう。







◆Middle 06◆妖精ピクシーの正体


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　Ｘ島内のさまざまな情報が処しよ理りされる場所───情報棟。

　船から下りたアイヴィは、その建物を見上げた。

　ここにまだ出会ったことのない仲間、ピクシーがいるのだ。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーはアイヴィ。

アイヴィ：てい！　……４上がって侵蝕率が84％になりました。

真也：もう、そんなに上がってるのか！

アイヴィ：戦闘で一回コンボ使った分、上がってる感じですね。

ガブリエル：おかげで侵蝕率をセーブできて助かってるよ。

アイヴィ：というわけで、クライマックスの戦いはみなさんにお任まかせします（笑）。

エミリア：ええーっ!?（笑）

アイヴィ：冗じよう談だんです（笑）。

ＧＭ：では、みなさんを乗せた船が浮ふ上じようし、情報棟に着いたところから始めましょう。

アイヴィ：じゃあ、まずはピクシーに連れん絡らくを取りましょう。……ピクシー、とりあえず情報棟に着いたよ。

ＧＭ：すると通信機からすぐに反応が返ってくる。「待っていたよ。早速だけど、情報管理室にきてくれるかな。ボクはそこで待っているから」そう言って、ピクシーは自分の居い場ば所しよへ来るためのルートを伝える。

アイヴィ：わかりました。みなさん、行きましょう！

一同：おう！

ＧＭ：情報棟には研究員がいますが、みなさんの姿を見ると逃げ出してしまう。ロボット兵士は島内捜索のため出払っているのか、姿を見せません。

エミリア：んー、邪じや魔ま者ものもいないみたいなのに、ピクシーはなんで脱出しないんだろ？

真也：それも実際に会ってみればわかるんじゃないかな。

ＧＭ：特に妨ぼう害がいはないので、数分ほどで情報管理室の前までたどり着けますよ。

ガブリエル：（にやりと笑い）……さて、いよいよイケメンとご対面だな（一同爆笑）。

エミリア：ちょっとワクワクしてきたかも（笑）。

アイヴィ：じゃあ、扉を開けますね。

ＧＭ：了りよう解かいです。ピッという電子音とともにロックが外れ、扉が開く。室内には部屋を埋うめ尽つくすほど巨きよ大だいな情報端たん末まつと、それに付ふ属ぞくする巨大モニターが備そなえ付けられています。

アイヴィ：ピクシーはどこにいますか？

ＧＭ：部屋の中には誰もいません。

真也：誰もいない？

ＧＭ：人っ子ひとりいないです。

エミリア：ええっ？

アイヴィ：キョロキョロと見回して、呼よびかけてみよう。……ピクシー、どこにいるの？

ＧＭ：すると、その声に反応して巨大モニターにピクシーのアイコンが浮うかび上がる。「やあ、よく来てくれたね。ようやく会えた」

アイヴィ：何を勿もつ体たいぶってるの？　ちゃんと姿を見せてくださいよ。

ＧＭ：「ああ、そうか。そういえば、君たちにボクがどういう存そん在ざいか、はっきりと伝えてなかったな。ボクは君たちの目の前にいるよ」すっとピクシーがみなさんの目の前にある情報端末を指差す。

エミリア：……え？　この中に入ってるの？　コンコンと情報端末を叩たたきながら（笑）。

ガブリエル：よし、今出してやるぞー（笑）。

アイヴィ：バリバリバリバリ！（笑）

ＧＭ：ちょ、待って！　やめてやめて、壊こわれる！（笑）　ピクシーは慌あわててみんなを止める。「まぁ、ある意味中に入っているといえなくもないけど……」

アイヴィ：どういうこと？

ＧＭ：「それでは改めて自己紹介させてもらおう。ボクの名前はピクシー。コードネーム〝Ｘ０６〟。意い志しを持つ電子情報さ」

真也：それじゃあ何か。もしかしてこの情報端末がピクシーの身体なのか？

ＧＭ：「そういうことになるね」

アイヴィ：な、なるほど。ちょっと圧あつ倒とうされちゃいますね。

エミリア：興きよう味み津しん々しんで情報端末をぺたぺた触さわってます（笑）。

ＧＭ：「そんなに触らないでくれ、恥はずかしいじゃないか」（笑）

エミリア：あ、ごめん！（笑）

アイヴィ：でも、困ったな。こんな大きな情報端末持ち運べないですよ。……ねえ、あなたをどうやって連れていけばいいの？

ＧＭ：「ああ、簡かん単たんさ。そこにある携けい帯たい端末を持ってきてくれ」そう言ってピクシーは、部屋に備え付けられている備び品ひんのひとつ───ＰＤＡに似にた情報端末を指差す。

アイヴィ：じゃあ、ひょいっと手に取ります。

ＧＭ：「それを、僕の体に接せつ続ぞくしてくれ」

アイヴィ：カチン（[image: ]接続音）。

ＧＭ：「ありがとう。それじゃあ、少しだけ待っててくれ」




　アイヴィが小型端末を接続した途と端たん、そのモニターが目まぐるしく動き出す。

[image: ]

　やがてダウンロード画面が表ひよう示じされ、進行状じよう況きようを示しめすバーが伸のびていく。




ＧＭ：……ダウンロードが終しゆう了りようすると、唐とう突とつに巨大情報端末が停止します。そして、小型端末の中にピクシーのアイコンが映うつる。

エミリア＆アイヴィ：おおー。

ＧＭ：端末の中では、ピクシーが窮きゆう屈くつそうに肩かたを回している「ちょっと狭せまいけど、まあ仕方ないか……。待たせたね。これで君たちと一いつ緒しよに行けるよ」

ガブリエル：こいつは参った！　俺も大たい概がい人間離ばなれしていると思ってたが、まさかこんなオーヴァードがいるとは思わなかったぜ。

真也：オーヴァードって……、人間だけじゃないのか？

ＧＭ：「人間以外にもレネゲイドは作用する。僕のような存在を、研究者たちはＥＸレネゲイドと呼んでいるらしい」

ガブリエル：ふむ……まぁいいさ。どんな形をしていても、仲間であることに変わりはないからな。ピクシーの小型端末を適てき当とうにポケットに放ほうり込こむぞ。

エミリア：おお、ガブリエルかっこいいー！

ＧＭ：「そう言ってもらえて嬉うれしいよ。ただ、もう少し扱あつかいを丁てい寧ねいにしてもらえると、なお嬉しいかな」（笑）

ガブリエル：贅ぜい沢たくを言うなよ（笑）。丁度いい入れ物でも見つかったら、もう少し丁寧にくるんでやるさ。

ＧＭ：するとピクシーは渋しぶ々しぶと扱いの悪さを了りよう承しようする。

アイヴィ：これでピクシーとの合流は完了ですね。

真也：で、こっからどうするんだ？　まさか、さっきみたいな方法で島から逃にげるんじゃないよな？　カボチャつき不思議船を想そう像ぞうしてげんなりする（笑）。

ガブリエル：脱出するには気が早いぜ。その前に、この島を吹ふっ飛とばさないとならん。攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよなりってわけだ。

ＧＭ：「ああ、ただ逃げてもすぐに追っ手が来る。逃げる時間を稼かせぐためにも、この島の自じ爆ばく装そう置ちを利用するんだ。そのためにアマガから管理キーを手に入れないと」

一同：アマガ……（一いつ斉せいに微び妙みような顔になる）。

真也：今、みんなの心がひとつになったな（笑）。

ＧＭ：悪役は嫌きらわれてなんぼ。アマガも悪役冥みよう利りにつきるというもの（笑）。

真也：自爆装置でＸ島を吹っ飛ばすとして……。その後どうやってこの島から脱出する？

エミリア：島の北東に船が繫留されてるから、それを使うんだって。

真也：なるほどな……。それにしても、島全体に自爆装置なんて、本当に現げん実じつ離ばなれした世界になってきたな。まいったとばかりに、肩をすくめるよ。

ガブリエル：なに、この島を出ればお前さんの考えてる〝現実〟に帰れるさ。

アイヴィ：それでピクシー、アマガは今どこにいるかわかる？

ＧＭ：〈情報：ＦＨ〉〈情報：Ｘ島〉の情報収しゆう集しゆうで調べられます。目標値は８。

真也：とりあえず調べてみるか。（ダイスを振ふる）４！　いやあ……、居場所って言われてもわかんないよ（笑）。

エミリア：あたしも行くよー。……うっ、３だ。

アイヴィ：……５ですね。

ガブリエル：また俺以外全滅かよ、勘かん弁べんしてくれ（笑）。情報収集は苦手なんだがな……っと！（ダイスを振る）　よし、９で成功だ。

一同：おおーっ！

ガブリエル：ここに連れてこられてから長いからな。年の功ってやつだ（笑）。

ＧＭ：では、ガブリエルは昔、研究員が話していたことを思い出す。緊きん急きゆう事じ態たいが起こった場合、島の全ぜん権けんが集められる場所が中央管かん理り棟とうだということを。

ガブリエル：じゃあ、そのことをみんなに話すぞ。……たぶん、アマガは中央管理棟にいるだろうな。

エミリア：中央管理棟……。ちなみにあたしたちは入ったことはあるのかな？

ＧＭ：ないですね。

真也：なんか、いかにもスタッフオンリーっぽいもんな。

ＧＭ：島の全体を管理して、各所に指令を出せる司令所のような場所だと思ってください。無む論ろん、実験体が入れる場所ではないですね。

アイヴィ：なるほど。でも、とりあえずはアマガを捕つかまえないことには始まらないと。

ＧＭ：そういうことです。

真也：あっ、そうだ。みんなに伝えておかないといけないことがあったんだ！

エミリア：なになに？

真也：マスターファントムについてだよ！

アイヴィ：はっ！

真也：ああっ、アマガの強きよう烈れつさのせいで忘わすれてた！（一同爆笑）

ガブリエル：それはわかるぞ（笑）。

真也：というわけで、マスターファントムのことをみんなに話すよ。……アマガの隣となりにこんな奴がいるかもしれない。どっちかっていうと、そっちの方が偉えらそうに見えたよ。

ＧＭ：ちなみに真也以外も名前くらいは聞いたことあります。Ｘ島を管理しているファントムセルの謎なぞのトップで、噂うわさだけ聞いたことがある人物。

エミリア：そんな奴がいたんだ。えーっと……ミスターファントム？

真也：マスター、マスター！（笑）

エミリア：ああ、そうか！　ミスター……マスター。……あれ？（一同爆笑）

ＧＭ：ちなみに真也以外には、〝マスター〟という称号が、ＦＨの中でも、別次元のオーヴァード能力を有する人物に与えられるものだとわかってかまいません。

ガブリエル：マスタークラスってやつか。そうなると、今の俺たちじゃ太刀打ちできない可能性が高いな。

アイヴィ：なんだかすごい強そうですし、あんまり会いたくないですね。

ＧＭ：「アマガから管理キーさえ手に入れることができればいいんだ。もし出会ったとしても逃にげればいいのさ」アイヴィの不安を取とり除のぞこうと、ピクシーが励はげます。

アイヴィ：あっ、そっか。なら大丈夫ですね。

ガブリエル：じゃあ行くか。中央管理棟へ！

一同：おおー！

ＧＭ：では、情報棟をあとにしたところでシーンを切りましょう。







ＥＸレネゲイド　ＥＸとは〝エクストラ（特殊な）〟の略で、人間以外に感染するレネゲイドをＥＸレネゲイドと呼ぶ。











◆Middle 07◆扉とびらを打うち砕くだけ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　そびえ立つ中央管理棟のゲート。

　だが、そこは侵しん入にゆう者しやを阻はばむ隔かく壁へきによって閉とざされていた。

　真也たちが目的を果たすためには、この隔壁を突破しなくてはならないのだ。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは真也。

真也：おう。ここも全員登場なのか？

ＧＭ：いや、ここは登場しなくてもＯＫ。ただ、中央管理棟への侵入経けい路ろを開く必要があるので、人数が少ないとその分、登場しているキャラの負ふ担たんが増ふえるかもしれない。

真也：ふむ……。みんなの侵蝕率を確かく認にんしておくか。僕は63％だ。

エミリア：あたしは73％だね。まだ、大丈夫だと思う。

アイヴィ：じわじわと上がって84％ですね。ちょっとやばいかも。

ガブリエル：俺は57％だな。

アイヴィ：それは低いですね。私のを少し分けてあげたいぐらいですよ（笑）。

ガブリエル：侵蝕率は受け取れんなぁ（笑）。その代わりと言ってはなんだが、アイヴィは今回登場しないで休むといいんじゃないか。

真也：そうだね。敵てきがいっぱい出てきたら呼ぶかもしれないけど（笑）。

アイヴィ：いざというときは、もちろん出ますよ。

エミリア：お願いね。じゃあ、とりあえずあたしとガブリエルが登場で！

アイヴィ：私はピクシーと一緒に周囲を見回りしてるということで、様子見です。

ＧＭ：了解。では、真也とエミリア、ガブリエルの三人は中央管理棟の前までたどり着く。だが、緊急時ということもあり、出入り口であるゲートには隔壁が降おりており、中に入ることができない状じよう態たいになっています。

エミリア：どうしよう……。この隔壁を壊こわせばいいのかな？

真也：ずいぶんと頑がん丈じようそうだし、それは骨ほねが折れそうだけどな。

ＧＭ：では、三人で相談していると、ブーンッと小型の無人偵察機が頭上に飛んできて、内ない蔵ぞうされたスピーカーからアマガの声が聞こえてくる。「まさか、ここまでやるとは」

ガブリエル：舌した打うちしながら叫さけぶ。……気づかれてるぞ！

エミリア：きたな、爆ばく発はつ頭！

ＧＭ：「失礼なやつじゃな！　スペクタクルな髪かみ型がたと言ってもらいたい！」（一同爆笑）

アイヴィ：それでいいんだ（笑）。

ＧＭ：「数々の包囲を突破してよくぞここまで来た。流石さすがは我わが愛を受けた者たち。だが、それもここまでじゃ」感かん嘆たん混まじりにアマガは告げる。

ガブリエル：（ぼそりと）しつこいやつだ……。

ＧＭ：「中央管理棟のゲートは対オーヴァード用の特とく殊しゆ合金でできている！　おぬしらとて破は壊かいは不ふ可か能のうじゃ！　はーっはっはっはっ！」

エミリア：むーっ！

ＧＭ：勝ち誇ほこるようにアマガが通告する。「おとなしく悔くい改めるのじゃ。さすれば、再ふたたびワシが愛してやろうではないか！」

エミリア：い・や・だー！　ぜ───ったいに嫌いやーっ！（笑）

ガブリエル：俺も真っ平ごめんだ！　お前の言うことには一切従したがわないし、ファントムセルの命令をきくつもりもない。言っただろう、俺たちはここを出てくってな！

ＧＭ：「あくまで逆さからおうというのか！　０９、貴き様さまもふたりと同じ意見なのか!?」

真也：僕はそれこそアンタに従う理由は何もない！

ＧＭ：「馬ば鹿かな！　ワシはお前を超ちよう人じんにしてやったんじゃぞ!?」

真也：大きなお世話なんだよ！

ガブリエル：ここにいる誰もが、望んで超人になどなってはいない。

エミリア：イタリアに帰るの。それで、ママに会うんだから！

ＧＭ：みんなに拒きよ絶ぜつされ、アマガが怒りに震ふるえる声で叫ぶ！　「そうか……。あくまで逆さからうというのであれば、仕方があるまい！　戦闘ヘリを向かわせろ！」

ガブリエル：やはり、やるしかないみたいだな！

ＧＭ：さて、ここで戦闘になりますが、この戦いには勝利条じよう件けんという特殊なシチュエーションがあるので、そのことについて話しておきます。




▼勝利条件：隔壁を突破する

　中央管理棟の入り口を塞ふさぐ隔壁を排はい除じよできれば戦闘は終了となります。

　隔壁を排除する方法はふたつ。

　攻撃によって破壊する。これは隔壁のＨＰを０にすれば可能です。

　セキュリティを解かい除じよする。難易度20の〈機械操そう作さ〉判定に成功する必要があります。




ガブリエル：隔壁さえなんとかできればいいわけか。

エミリア：隔壁のＨＰってどれぐらいあるの？

ＧＭ：かなり頑がん丈じようですよ。ちなみに装そう甲こう値もある。

真也：むう。かといって〈機械操作〉で達成値20も厳きびしいよな。

ＧＭ：とはいえ、最初は敵がいないので隔壁に集中できますよ。ただし、戦闘が長引いた場合にペナルティが入りますけど。

アイヴィ：どんなペナルティなのかな？

ＧＭ：４ラウンド目のセットアップに戦闘ヘリが到着して、襲おそいかかってきます。以い降こう、ラウンド毎に二体ずつ追加されていくことになる。

真也：それは相手にしてられないな。……よし、全力で攻撃して隔壁を壊こわそう！

アイヴィ：〈機械操作〉より確かく実じつですしね。

ガブリエル：行動を無む駄だ打ちするわけにもいかないしな。よし、その作戦で行くか。

エミリア：オッケー！

ＧＭ：それでは、作戦も固まったところで戦闘を開始しましょう！




◆第一ラウンド
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ＧＭ：隔壁は行動しないので、動くのはそちらだけです。

エミリア：じゃあ、まずはあたしの手番！　マイナーで《インフィニティウェポン》。死神のタロットを巨大な鎌かまに変える！

ガブリエル：どれだけ頑丈かわからん。全力でいっちまえ！

エミリア：もちろん！　《オウガバトル》＋《コントロールソート》その他で隔壁に攻撃！　命中は……あら、達成値16。ひくーい！（笑）

ＧＭ：でも命中はしますよ。隔壁は防御行動を取らないですから。

エミリア：よかった。ダメージは17点。まだ《クリスタライズ》が組み合わせられないから、装甲値は有効だよ。

ＧＭ：では10点引いて７点食らいました。エミリアの振ふるった巨大な鎌による一いち撃げきは、隔壁の表面をわずかに傷きずつけるにとどまります。

エミリア：かったーい！　手が痺しびれるーっ！

ＧＭ：「無駄じゃ、無駄じゃ！　そんなことをしてもこの隔壁は破やぶれぬわ！」と、アマガの勝ち誇ほこった声が無人偵察機から聞こえてくる（笑）。

エミリア：地じ団だん駄だ踏んでます。むっちゃムッカー！　うるさい、うるさーい！（笑）

ガブリエル：とりあえず邪じや魔まだし、ＰＤＷで撃うち落としていいか？

ＧＭ：では、銃じゆう弾だんの嵐あらしによって無人偵察機は破壊される。ですが、すぐに第二号が来ますよ。「そんなことしても無駄じゃぁあああああ！」（一同爆笑）

真也：わざわざ新しい偵察機を飛ばしてまで……。なんて暇ひまな奴だ！（笑）

ガブリエル：なら無む視ししちまおう（笑）。隔壁に集中するぞ。《ガンマウント》＋《カスタマイズ》＋《錬金の掟おきて》で攻撃。命中は17だな。

ＧＭ：なんかエミリアに続いて出目がよくないですね。ダメージをどうぞ。

ガブリエル：ダメージは20点。さらにＰＤＷの効果で装甲値５点無効だ。腕うでに内蔵されている銃を展てん開かいして弾丸の雨を食らわせる。

ＧＭ：では、15点食らいました。累るい積せきダメージ22点。まだまだ隔壁は健けん在ざいですよ。

ガブリエル：むう、なかなか厳きびしいな。

真也：次は僕か。……殴なぐるのはいいんだけど、誰だれかエフェクトの使い方を教える演出をしてくれないかな（笑）。

エミリア：やっぱりここは気合だよ！（笑）

真也：気合か！（笑）

ガブリエル：じゃあ、俺はもっと理り論ろん的に行こう。……意い識しきを拳こぶしに集中しろ。自分の中にある力をすべてそこに集めるようなイメージでな。

真也：じゃあ、気合を入れて拳に意識を集中させる！

ＧＭ：すると、マークと戦ったときと同じく、自分の中で何かが加速するような感覚が生まれていく。

真也：黒く染まって、歯車が展開された右拳を隔壁に叩たたき込こむ！《漆しつ黒こくの拳》＋《魔ま王おうの理ことわり》その他で攻撃だ。命中は26！　ダメージは29点装甲値無視！




　真也の拳に出しゆつ現げんした歯車が高速で回転を始める。

　強力な重力が周囲の空間を歪ゆがめ、黒い雷かみなりがほとばしる！




ＧＭ：真也の拳が命中した瞬しゆん間かん、隔壁が轟ごう音おんを立てて大きくひしゃげる。

ガブリエル：俺は真也の拳の威い力りよくに驚おどろくぞ。……同じシンドロームなのにこの威力の違ちがい。さすがは新型だ。

エミリア：あたしは真也の力を目にしたんで、ここで彼にロイスを取るよ。

ＧＭ：おっ、どうぞ。

エミリア：感情はポジティブ〝慕ぼ情じよう〟、ネガティブ〝脅きよう威い〟で。それで脅威の方を表にします。あの力でマークはやられたんだなって複ふく雑ざつな気持ちが湧わき上あがる。

アイヴィ：ああ、微び妙みような感情が。

エミリア：真也につぶやく。（ぽそりと）……強いんだね。

真也：うん……？

エミリア：ごめん、気にしないで……。今はそれよりも、隔壁を何とかしないとね！

真也：あ、ああ。

ＧＭ：では、そんなやりとりをしていると、アマガの焦あせった声が聞こえてくる。「ば、馬鹿な！　対オーヴァード用に作られた隔壁がたった一撃で!?　すばらしい性せい能のうじゃ！」

アイヴィ：この人は焦ってるのか、それとも感心してるのか、どっちなんでしょう（笑）。

ＧＭ：両方かな（笑）。さて、第二ラウンドに行きましょう。

ガブリエル：長引かせたらやばいんだ。次のラウンドで決めるぞ！




　このガブリエルの宣せん言げんは現実のものとなった。

　第二ラウンド───待機で順番を調整し、一番手についたのは真也。

　再び装甲無視の攻撃によって23点のダメージを隔壁に叩き込む。




ＧＭ：轟音を鳴なり響ひびかせて歪ゆがむ隔壁。それを見たアマガが、血管が切れそうな勢いで叫ぶ。「いかん！　急がんか、戦闘ヘリィイイイイ！」（一同爆笑）




　だが、そんな叫びも虚むなしく、残りわずかになった隔壁のＨＰは、ガブリエルの放った弾丸によって０になったのであった。




ＧＭ：今の一撃で隔壁は瓦が解かいしますね。

ガブリエル：なら、攻撃でめくれ上がった隔壁に義ぎ手しゆを突つっ込こんで、強ごう引いんに開けるぞ。おぉおおおお───っとな！

ＧＭ：了解。では、轟音と共に隔壁が引きはがされ、ゲートが開放される。勝利条件が満たされたので、戦闘は終了です。

アイヴィ：おーっ！

ＧＭ：アマガが目の前の光景が信じられないとばかりにつぶやく。「ば、馬鹿な！　特殊合ごう金きん製せいの隔壁が、こんなあっさりと!?」

アイヴィ：所要時間、わずか二分ですね（笑）。

ガブリエル：（にやりと笑い）これが、お前さんの愛するＸナンバーズの力さ。

ＧＭ：痛つう烈れつですね（笑）。では、アマガは言葉もないといった感じで、引き攣つった呼こ吸きゆう音おんだけが聞こえてくる。

エミリア：よし、アイヴィとピクシーを呼んで中に入ろう！

ＧＭ：では、通信機で連絡を取ろうとしたところで、シーン終了です。







《オウガバトル》　戦闘に対して優れた才能を発揮するノイマンのエフェクト。

《コントロールソート》　思考によって肉体を制御するノイマンのエフェクト。

《カスタマイズ》　武器を攻撃に適した形状に変化させるモルフェウスのエフェクト。

《錬成の掟》　物質変換を素早く行なうモルフェウスのエフェクト。

《魔王の理》　重力制御に優れた順応性を持っていることを表わすエフェクト。











◆Middle 08◆怒いかりの一いち撃げき


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　中央管かん理り棟とうをエミリアは走り抜ぬけていく。

　この施し設せつのどこかにアマガがいるはずだ。

　なんとしても見つけ出し、管理キーを手に入れなくてはならない。

　失ってしまった自由を取り戻もどすために───。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはガブリエルで。

ガブリエル：了りよう解かいだ。ここは全員登場しとこうぜ。何が起こるかわからん。

アイヴィ：たしかに。敵てきの本ほん拠きよ地ちみたいなものですしね。

エミリア：ついにアマガとご対面かな？

ＧＭ：では、全員揃そろって中央管理棟の中を走り、アマガを捜さがしている最中になります。

真也：ここはファントムセルの組そ織しき員しかいないんだよな？

ＧＭ：そうです。多くは白衣を着た研究者で、あなたたちの姿すがたを見た途と端たん、「Ｘナンバーズだ！」と叫さけんで、脱だつ兎とのごとく逃にげ出します。

ガブリエル：適てき当とうに研究員を捕つかまえて、アマガの居い場ば所しよを聞き出すぞ。

ＧＭ：研究員のひとりが恐きよう怖ふに震ふるえながら答える。「プロフェッサー・アマガなら、司令室にいるはずだ！　た、頼たのむ。助けてくれ！」

ガブリエル：それが聞ければもう用はない。放り出して先を急ぐぞ。




　ガブリエルを先頭に、通路を駆け抜けていく一同。

　そしてたどり着いた司令室───そこはＸ島の様子を映し出すための大型モニターや、ロボット兵士を制御するためのコンソールが設置された薄暗い部屋だった。




ＧＭ：司令室には怯おびえた表情をみなさんに向けるオペレーターたちが並ならんでおり、部屋の真ん中にはアマガがいます。

ガブリエル：オペレーターには倒たおれてもらおうか。《ワーディング》をはるぞ。

ＧＭ：では、ガブリエルの《ワーディング》によってオペレーターたちは次々と倒れていく。ただ、アマガだけは対オーヴァード装そう備びをつけているようで、倒れません。

ガブリエル：用心深いことだな。

ＧＭ：「そ、そんな……。まさか、ば、馬ば鹿かな！」と、色を失った表ひよう情じようでアマガはみなさんの顔を見み渡わたしている。

ガブリエル：どうやら、今日はあんたにとって予想外のことばかり起こるようだな。

ＧＭ：「こ、こんな！　……お、おぬしら、ワシをどうするつもりだ！」

アイヴィ：管理キーを渡してください。あなたが持っているんでしょう？

ＧＭ：アマガは胸元を押さえながら叫ぶ。「か、管理キーだと!?　何を馬鹿なことを！　おぬしらに渡せるものか！」
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真也：あそこにあるんだな（一同爆笑）。

ガブリエル：なら、腕うでの銃じゆうを展てん開かいして突つきつける。……大人しく渡した方がいいぞ。俺おれたち超ちよう人じんと違ちがって、お前は銃で撃うたれたら死ぬんだろう？

エミリア：じゃあ、あたしも死神のタロットを振ふっちゃう。

ＧＭ：ガブリエルとエミリアの放つプレッシャーに、アマガの心はあっという間に限げん界かいを迎むかえる。がくりと膝ひざをつき、その拍ひよう子しに手から鍵かぎがひとつ転がります。

エミリア：やった！　タッタッタッと近づいて、鍵を拾い上げるよ。

真也：じゃあピクシーに確かく認にんしてもらうか。……これが管理キーなのか？

ＧＭ：「よく見せてもらえるか」と言って、小型端たん末まつの画面の前に管理キーをかざすようにピクシーは指し示じを出す。

エミリア：はい、どうぞ！（鍵を差し出す）

ＧＭ：では、小型端末の処しよ理り中を告げるランプがしばらく点てん滅めつして。「本物だ。間違いない。これが管理キーだ。これで脱だつ出しゆつへもう一歩進んだぞ」

アイヴィ：やりましたね！

ＧＭ：「あとはこの施設の中央制せい御ぎよ室しつで、最後の仕上げをするだけだ！」

真也：ふうっ、なんとかなりそうだな。

ＧＭ：ちなみに、アマガはどうします？　煮にるなり焼くなり好きにできる状じよう態たいですが。

エミリア：……一発だけ、アマガを蹴けっていいですか？　マークがおかしくなったのって、こいつのせいみたいだから。

ガブリエル：そうだな……。やっちまえ、エミリア。

エミリア：じゃあ、鍵を真也に渡した後、思いっきり回し蹴りだよ！

ＧＭ：エミリアの右足が吸すい込こまれるようにアマガの頰ほおに炸さく裂れつし、彼の身体が派は手でな音を立てて床ゆかを転がっていく。完全にノックアウト状態ですね。

エミリア：じゃあ、それ以上は何もしないよ。

真也：案外優やさしいんだな。もっと酷ひどい目にあわせるかと思ってたよ。

エミリア：これ以上やりすぎると怪かい物ぶつっぽくなるから嫌いやなの。だって、あたしは……、人間なんだから。

真也：そっか……。君たちが、それでいいならいいけど……。

エミリア：いいのいいの！　これ以上関わりたくないしね！

ガブリエル：そうだな。もうここに用はないし、そろそろ行こうぜ。

アイヴィ：うん。……あともう少しでここから脱出できるんだね。

ＧＭ：アイヴィのつぶやきにピクシーがうなずく。「ああ、あと一息だ。ガブリエル、悪いが先せん導どうしてくれ」

ガブリエル：それは構かまわないが、ちょっとだけ待ってくれ。司令室を出る前にやっておきたいことがある。

ＧＭ：それは？

ガブリエル：念のため、全島に避ひ難なん勧かん告こくをアナウンスしたいのさ。スピーカーにスイッチを入れて言う。……Ｘ島はもうすぐ終わりだ。今から自じ爆ばく装そう置ちが発動する。この声を聞いたヤツは、さっさと脱出しな。

ＧＭ：なるほど、どこまでもそつがないですね。では、にわかに外が騒さわがしくなり、研究員たちが避難し始めたことがわかる。

ガブリエル：よし、行くぞ。

エミリア：脱出までもう一歩。がんばるぞー！

ＧＭ：では、中央制御室へ向かったところでシーンを切ります。







◆Middle 09◆Ｘ島の終しゆう焉えん


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　脱出計画もいよいよ大おお詰づめだ。

　中央制御室が近づくにつれて、アイヴィの胸むねが高鳴る。

　ようやく日にち常じように帰れるのだ───。




ＧＭ：では、次はアイヴィのシーン。登場は自由にどうぞ。

ガブリエル：なら、俺は登場しておく。

アイヴィ：じゃあ、真也さんとエミリアさんに脱出の準じゆん備びをお願いして、ガブリエルとふたりで中央制御室に向かうということで。

ガブリエル：ピクシーも一緒に来てもらおう。自爆装置の操作を教えてもらわないとな。

ＧＭ：わかりました。というわけで、ガブリエルを先頭に、中央制御室へとたどり着く。部屋にはセキュリティがかかってるが、管理キーがあれば解かい除じよは可か能のうです。

アイヴィ：じゃあ早速、ロックを解除して中に入ります。

ＧＭ：重々しい金きん属ぞく製せいの扉とびらが開く。中央制御室にはピクシーの本体よりもさらに巨きよ大だいな端末が設せつ置ちされており、そのかたわらには端末の制御コンソールが見える。

ガブリエル：さっさと片かた付づけよう。コンソールに近づくぞ。

アイヴィ：これが自爆装置も制御しているわけですか。

ガブリエル：こいつを通して自爆用の操そう作さをすればいいわけだな。

ＧＭ：まったくもってその通りです。

アイヴィ：いきなりボーン、ってことはないですよね？

ＧＭ：それはピクシーが否ひ定ていする。「安心してくれ、流石さすがにそれはないよ。もしそうだとしたら、アマガが操作したときに逃にげられないじゃないか」

アイヴィ：あっ、そっか！

ＧＭ：「自爆装置の発動は起動から三十分後だ。脱出するには十分すぎる時間さ」

ガブリエル：なるほどな。それで自爆装置はどうやれば操作できる？

ＧＭ：「操作端末に管理キーを入れるためのスロットがあるはずだ。管理キーをそこに差し込んでくれ」

アイヴィ：うん、わかった。管理キーをスロットに入れます。

ＧＭ：では、管理キーをセットすると、普ふ段だんは閉とじている蓋ふたが開く。そして、その中からプラスチックケースで守られた赤いボタンがコンソール上にポップアップしてくる。

ガブリエル：また、いかにもなボタンだな。

ＧＭ：「それが自爆用のスイッチだ。それを入れれば自爆シークエンスが開始される」

アイヴィ：なるほど。……でも、本当に押おしてしまっていいんでしょうか？

ガブリエル：他の実験体の連中のことを気にしてるのか？

アイヴィ：そうです。

ガブリエル：ピクシーが言っていただろう。あいつらはもうジャーム化しちまってる。人間としての理り性せいを無くして怪物になっちまってるんだよ。

アイヴィ：…………。

ガブリエル：ジャーム化しちまったヤツを元に戻もどす方法はないんだ。だったら、怪物を世界に放はなつわけにはいかないだろう？

アイヴィ：…………そうですね。やりましょう。仕方ないなんて思いたくないけど、立ち止まるわけにはいきませんから。

ガブリエル：おう。それじゃあ、行くぜ！　プラスチックケースに拳こぶしを落とす！

ＧＭ：ガブリエルの拳がプラスチックケースを砕くだき、中のボタンを押し込む。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくののち、合成音声によるアナウンスが流れる。「自爆シークエンスヲ開始シマス。三十分後ニ本島、Ｘ島ハ自爆シマス。関係者各員ハ至し急きゆう避難シテクダサイ」




　自爆装置の作動を知らせるサイレンが鳴なり響ひびく。

　コンソール上でタイムカウントが開始され、時を刻きざみ出す。




ガブリエル：これでやるべきことは全部終わったな。

ＧＭ：「ああ。あとは脱出するだけだ」ピクシーが力強く肯こう定ていする。

アイヴィ：じゃあ、みんなと合流して早くここを脱出しましょう。

ガブリエル：またアイヴィを持ち上げて言おう。……帰れるぜアイヴィ、ピアノがまた弾ひけるさ。

アイヴィ：ガブリエルには是ぜ非ひ聞いてほしいです。

ＧＭ：「おや、僕には聞かせてくれないのかい？」ピクシーが拗すねたように言う（笑）。

アイヴィ：あ、勿もち論ろんピクシーにも！

ガブリエル：よし。中央制御室から出たら、扉を閉しめて鍵をＰＤＷで撃うってぶち壊こわしておく。これで誰だれも入れないだろ。

ＧＭ：プロの仕事ですね。「ガブリエル、君は本当にクールな男だな。最後までツメを誤あやまらない」ピクシーは素す直なおに感かん嘆たんする。

ガブリエル：まぁ、いろいろあったからな。用心深くなったのさ。さあ、行こうか。

アイヴィ：うん、行きましょう！

ＧＭ：では、Ｘ島から脱出するべく、ふたりが走りだしたところでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle 10◆天てん罰ばつ


Master Scene






　甲かん高だかいサイレンが鳴り響く中央管理棟の通路。

　すでに人気のなくなった場所を、アマガが歩いていた。

　屈くつ辱じよくに身を震ふるわせ、血走った瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいている。




ＧＭ：クライマックスの前にマスターシーンを。ＰＣは登場不ふ可かです。

真也：おっ、なんだ？

ＧＭ：自爆装置が作動してから十五分後。中央管理棟の通路をアマガが歩いている。蹴けられた頰ほおを押おさえながらフラフラと。

ガブリエル：まあ、蹴っ飛ばしただけだし、そりゃ目を覚ますか。

ＧＭ：鳴り響くサイレンに、アマガは渋じゆう面めんになってぶつぶつと怨えん嗟さの言葉を紡つむいでいます。「うう……、あやつら自爆装置を作動させおった！　ワシの、ワシの研究成果がすべて無む駄だになってしまう……。くそっ、この報むくいは必ず受けさせてやるぞ！」




　だが、今は島を脱出する方が先決だ。

　このままではＸ島ごと海の藻も屑くずになってしまう。




ＧＭ：ふらつく身体からだを引きずるように歩くアマガ。だが、その行く先を遮さえぎるように、巨大な影かげが出しゆつ現げんする。

アイヴィ：えっ？




　影の正体───。

　それは巨大な人じん狼ろうの姿をしたジャームだった。

〝Ｘ０４〟と呼よばれたオーヴァード……マーク・ブロウズのなれの果て。

　アマガの顔が恐怖に引きつる。




「な、なぜこんなところに貴き様さまがおるのじゃ!?」




ＧＭ：ガタガタと身体を震わせながら、アマガが叫さけぶ。

エミリア：ああ、マーク……！

ＧＭ：マークの手にはグシャグシャに握にぎりつぶされた隔かく壁へきの残ざん骸がいが握られており、背はい後ごにジャームの群むれを従したがえている。どうやらジャーム用の隔かく離り区画を破は壊かいして外に出てきたようです。人狼状態のマークがひどく奇き怪かいな声で言う。




「プロふぇッサー・アマが……。薬ヲよ、コ、セ……！」




ＧＭ：マークは荒あらい息を吐はきながら、アマガに近づいていく。

ガブリエル：……完全に力に吞のまれてやがる。

ＧＭ：弾はじかれたようにアマガが逃げ出す。だが───。




　人間が獣けものから逃のがれることなど、できるはずもない。

　マークの悪あく魔まのような手がアマガを捕とらえ、締しめ上あげる。

　身体が砕くだけそうな苦く痛つうにアマガが叫ぶ。




「ぐっ、がぁああああ！　手を放さんか、０４！」

「モッと……力ヲよコせ……！」

「やめろ……。やめろぉおおおおおおっ!!」




　断だん末まつ魔まの悲鳴が上がり───。

　そして、途と切ぎれた。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆生か死か


Scene Player ─── 諏訪原真也






　サイレンが鳴なり響ひびくＸ島を真也は駆かけ抜ぬけていく。

　目指すは北東にあるという繫けい留りゆう施し設せつ。そこに脱だつ出しゆつ用の船があるらしい。

　もうすぐ自分の家に帰れる───そのはずなのに……。

　真也の胸むねの奥おくでは奇き妙みような不安がわだかまっていた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに移うつります。全員登場で。

一同：はーい。

真也：ピクシーの話だと、繫留施設に船があるんだよね。

ＧＭ：その通り。現げん在ざいはみんなで繫留施設へ向かっているところですよ。

真也：なら、ちょっと気が早いけどみんなに聞こう。……ここから出たら、どうするんだ？

ガブリエル：ここから出たら、家に帰るんだろ？　そう言って真也の肩かたを叩たたく。

アイヴィ：そうそう。

エミリア：やっとママに会えるよー。

ＧＭ：そんなやりとりをしつつ走っていくと、やがて繫留施設にたどり着く。そこにはいくつかの船が並ならんでおり、そのひとつを見てピクシーが言う。「あの船を拝借しよう」

エミリア：残り時間はあとどれぐらいあるの？

ＧＭ：自じ爆ばく装そう置ち起動から二十分が経けい過かしています。残りはあと十分ですね。

ガブリエル：よし、船に乗るぞ。ここまで来てＸ島と運命を共にするなんてごめんだ。

ＧＭ：では、みなさんが船に近づこうとした瞬しゆん間かん、異い変へんが起こりますよ！

真也：おお、なんだっ!?

ＧＭ：繫留施設の壁かべが轟ごう音おんとともに突とつ如じよ破は壊かいされます。しかも、それは一カ所じゃない。そこら中に空いた穴あなから、大量の人ひと影かげが侵しん入にゆうしてくる！

エミリア＆アイヴィ：大量の人影!?

ＧＭ：それは一見人間の形をしています。しかし、ある者は正気を失い血走った目をしており、またある者は身体からだが変形、異い形ぎよう化していたりと、一目見て普ふ通つうじゃないのがわかる。

ガブリエル：暴ぼう走そうしたジャームの群むれか！

ＧＭ：その通り！　殺気を周囲に振ふりまきながらジャームの群れが暴あばれ、目に入るものすべてを破壊していく！

ガブリエル：見ろ、真也。あれがジャームだ！

真也：……ジャーム？

ガブリエル：前に言っただろう。力に吞のまれたオーヴァードのなれの果てだ。俺おれたちも、心を失うと、ああなっちまうのさ。

エミリア：マークを思い出して何も言えない。……一歩間ま違ちがえれば、あたしたちもああなってたんだよね。

アイヴィ：エミリアさん……。

ＧＭ：ピクシーが緊きん迫ぱくした声で言う。「感かん傷しように浸ひたっている暇ひまはないぞ。このままでは船を破壊されてしまう！」暴走するジャームの一部が、繫けい留りゆうされている船に気づき、近づいていく！

真也：何かを狙ねらうんじゃなくて、もう何でもいいから暴れてるのか！

ガブリエル：ちっ、あいつらを止めるぞ。船を壊されたら脱出できなくなる！

真也：止めるって……どうやって!?

ガブリエル：あそこまで暴走しちまったジャームを止める方法はひとつしかない。……俺は、ジャームの群れを睨みつけて言う。




「その生命活動を止めることだ」




真也：ジャームについて理解しきれてないから、それには抵抗する。他の方法はないのか？　彼らが悪かったわけじゃないんだろ？　無理矢理この島に連れてこられただけで───。

ガブリエル：（遮るように）……真也、あいつらはもう人間じゃないんだ。すべてを忘わすれちまってる。奴やつらをここから出すわけにはいかないんだよ。

真也：でも……！

ＧＭ：真也が迷まよっている間に、状じよう況きようは動き続けますよ。今度は天てん井じようを突つき破やぶって新たな影が繫留施設に飛とび込こんでくる！

アイヴィ：今度は何ですか!?

ＧＭ：飛び込んできたのは狗いぬ頭あたまの巨きよ大だいな怪かい物ぶつ。ギギギッと不自然な動きでみなさんの方へ振ふり返る。「見ツけタゾ……！」その声は奇き妙みように歪ゆがんでいるが、知っている者なら判はん別べつはできる。

エミリア：マーク……だね。

ＧＭ：その通り。マークは憎ぞう悪おの視し線せんを向けながら、右手に持っていたもの───アマガの死体を、みなさんの前に投げつけてくる。地面を転がり、虚うつろになった顔を見せるアマガ。

アイヴィ：ああ、前のシーンの最後で……。

ガブリエル：やっぱり、やられちまったのか……。哀あわれな末路だな。

ＧＭ：さらに彼の左手には大量のアンプルが握にぎられている。

真也：それってもしかして、オープニングで使ってた薬か？

ＧＭ：マークはアンプルをまとめて握りつぶし、中身の液えき体たいを一気に飲みくだすと、身体をメキメキと変へん貌ぼうさせる。ただ、右みぎ腕うでが肥ひ大だい化かしたのに身体は元のサイズのままだったりと、もうバランスもなにもあったものじゃない。

エミリア：マーク、もうやめてぇ！　止めずにはいられないよ！

ＧＭ：エミリアの声に、マークがピタリと動きを止める。だが、それも一いつ瞬しゆんのことだ。すさまじい殺気を放ち、「殺す！　殺ス！　コロス！」と叫さけびながら獣けものの咆ほう哮こうをあげる！

エミリア：それでも必死に呼びかけるよ。……駄だ目め！　それ以上は駄目だよっ！

ガブリエル：なら、そいつを諫めるのは大人の役目だな。エミリア、しっかりしろ！　あいつはもう……！

エミリア：でも……、だって……!!

ＧＭ：エミリアの嘆なげきも、マークには届とどかない。彼は完全に殺さつ戮りく衝しよう動どうに囚とらわれています。

エミリア：そんな……！

真也：泣なき崩くずれるエミリアを後ろにかばうように立つ。そして、無言でマークを睨にらむ。

エミリア：あっ、真也……。

アイヴィ：あたしも前に出て、その隣となりに並ならびます。……真也さん、大だい丈じよう夫ぶですか？

真也：やるしか、ないんだよな？

アイヴィ：……うん、もう後あと戻もどりはできないもの。

真也：僕だってここで死ぬわけにはいかない。

エミリア：…………。

ガブリエル：それにマークの狙いは俺たちだ。あいつを倒さない限り、無事に逃げるのは無理だろう。

真也：たしかに、逃げてもジャームの群れを率いて追いかけてきそうだ。

アイヴィ：私はエミリアの肩にポンと手を置いて。……私も、仲間を殺されてしまうわけにはいかないんです。だから……戦います！

エミリア：……わかった。じゃあ、涙なみだをぐしぐしとぬぐって。……そうだね、みんなで逃にげようっていったもんね。だから……戦うよ！　《インフィニティウェポン》を使う！




　エミリアの手の中で、死神のタロットが長大な鎌かまに姿すがたを変える。

　そうだ、ここで止まることなんてできない。




エミリア：だって、あたしはみんなと一緒に外に出るんだから！

ＧＭ：エミリアが決意の言葉を告げると同時、再ふたたびマークが獣のような咆哮をあげる。すると、それに反はん応のうするように周りのジャームたちがビクっと集まってくる。

ガブリエル：むっ？

ＧＭ：マークの殺気に満ちた《ワーディング》が展てん開かいされていきます。ただ暴走していたジャームの群れが、一いつ斉せいにみなさんに向けて殺気を放つ！

アイヴィ：マークが統とう率そつしてる？

ガブリエル：強いヤツに従したがう獣の本ほん能のうみたいなものか。

ＧＭ：そんな感じです。ちなみにこの戦せん闘とうにはタイムリミットを設せつ定ていしますよ。制せい限げん時間は三ラウンド。四ラウンド目に突とつ入にゆうしたら、脱出が間に合わなくなります！

真也：島の自爆前に脱出しないとならないわけか。厳きびしいな……！

ＧＭ：敵てきはマークとジャームの群れ。なお、ジャームの群れは白兵型、射撃型の二種類のグループに分けられ、数は白兵型が三体、射撃型が三体です。さあ、戦闘を開始しましょう！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：最初のセットアップ。こちらは全員《ヴァイタルアップ》！

アイヴィ：全員っ!?

ＧＭ：ちなみにマークはすでに《完全獣化》＋《一角鬼》を使し用よう済ずみです。

ガブリエル：あれだけ変貌してたし、そりゃそうか。

真也：僕は《フルインストール》を使うよ。変へん異いが拳こぶしだけでなく全身に回る！




　真也の戦意に反応して、その秘められた能力の一端が解放される。

　瞳が金色に輝くと同時に、全身が漆黒の外装に覆われていく。




ガブリエル：これが最新型の……真也の力か！

ＧＭ：変形した真也に、マークとジャームの群れが警戒するようにうなり声を上げます。では、イニシアティブ19のアイヴィから行動をどうぞ。

真也：ちなみにマークのイニシアティブはいくつなんだ？

ＧＭ：10なので、エミリアの後に行動ですね。

アイヴィ：意外に遅おそいんですね。さて、《サイレンの魔ま女じよ》＋《主の右みぎ腕うで》その他のコンボで……《リミットリリース》を使うか否いなか。

ＧＭ：うおっ、いきなり切り札使うんですか!?

アイヴィ：……使いましょう。敵の数が多いし、確かく実じつに倒たおさないと危き険けんですから。これでクリティカル値ちは６。これなら！（ダイスを振る）　命中は38！

ＧＭ：回かい避ひは……全員失敗！　だが、ここで白兵型Ｂが《崩くずれずの群れ》で白兵型Ａをカバーリング。さらに射撃型Ｂ＆Ｃが行動放ほう棄きで、マークと射撃型Ａをカバーリング！

ガブリエル：こいつら意外と頭いいぞ!?

ＧＭ：そこはマークの統率の賜たま物もの。彼が吼ほえるとそれに反応してジャームが的確な行動を取るのですよ！　さあ、ダメージ来い！

アイヴィ：行きます。……おお、出目がいいです！　33点の装そう甲こう値無む視し！

ＧＭ：むうっ、トループのＨＰは30。カバーリングされた奴以外は全員倒れます。アイヴィの放った光と風の嵐あらしによって、ジャームの群れが吹ふき飛とばされていく！

一同：おおー！

エミリア：次はあたしだね！　んーっと、この前にいる白兵型を叩たたけばいい？

ガブリエル：待機するって手もあるぞ。俺が白兵型を仕し留とめて、そっちが一気にマークに接敵できれば、《ギガンティックモード》で範はん囲い攻こう撃げきできるからな。

エミリア：そっか……。じゃあ待機！　ガブリエル、先にお願い！

ＧＭ：ならば、ここでマークの手番だ。《鬼の一撃》＋《伸しん縮しゆく腕わん》＋《ジャイアントグロウス》その他で範囲攻撃。さらに、ダメージが入ったら、このラウンド中のあらゆる行動に２個このダイスペナルティがつく！

真也：やっぱり範囲で来たか！

ＧＭ：みなさん同じエンゲージにいるので全員対象。命中は……あっれぇっ!?

アイヴィ：なんか妙みように出目が悪いような……。

ＧＭ：ああ、いやいや大だい丈じよう夫ぶ。命中は30！

真也：《フルインストール》でダイスは増ふえてるけど……。ダメだ、回避失敗！

エミリア：あたしも失敗だよー。

アイヴィ：《神の目》＋《全知の欠片かけら》で回避しますよ。……57で回避成功！　無数の幻げん影えいを作りだして、それを身代わりにします。

ガブリエル：俺は《砂すなの結界》でエミリアをカバーリングだ。《砂の盾たて》＋《球電の盾》その他で、義ぎ手しゆを使って受けは成功。砂を集めてマークの腕を止める！

ＧＭ：メキリと肥大化した右腕が伸のびて、みなさんを叩たたきつぶそうと迫せまる！　ダメージは……ぐはっ、出目が悪い！　28点で装甲値は有ゆう効こう。

ガブリエル：（にやりと笑い）それならきっかり弾はじいてダメージ０だ。砂で作りだした盾はびくともしないぜ！

エミリア：すごーい！

ＧＭ：ちいっ、やりますね。ですが、これで少なくとも真也は倒たおれるでしょう！

真也：ああ、やられた！　マスターファントムのロイスをタイタスにして復ふつ活かつする。あいつの言いなりになんかならない。僕はここから脱出するんだ！

ＧＭ：立ち上がった真也に、「何故なぜ死なない!?」と戦おののくようにマークが後ずさる。だが、それも一瞬ですぐに威い嚇かくするような咆哮をあげますよ！

ガブリエル：次は俺の手番だな。残ってる白兵型にＰＤＷを撃うつぞ。《ガンマウント》＋《カスタマイズ》＋《錬れん成せいの掟おきて》で攻撃だ。

ＧＭ：厳しいが、白兵型Ａはまだ無む傷きず。倒たおせるかな？

ガブリエル：アマガのロイスをタイタスにしてクリティカル値を下げるさ。これでクリティカル値６だ！

ＧＭ：むっ、これはちょっと厳しいか？

ガブリエル：行くぞ！（ダイスを振る）うおっ、出目が１だらけだと!?　やばい、命中が27しかいかない！

ＧＭ：むう、だがこちらの回避は失敗！

ガブリエル：ダメージは27点の装甲値５点無視！　ＰＤＷから無数の弾だん丸がんを発はつ射しやして、ジャームの群れを掃そう討とうする！

ＧＭ：次々と倒れていくジャームたち。だが、群れのすべてを倒すことはできない！　よし、残り３点で耐たえた！

ガブリエル：なんてこった……。エミリア、すまない。あと一回り足りなかった。くそっ、これが俺の限げん界かいか！

真也：大丈夫、それならそいつは僕が倒す。マイナーで白兵型に接せつ近きん。《漆しつ黒こくの拳》＋《魔ま王おうの理ことわり》で攻撃する。命中は30！

ＧＭ：こちらは……８で回避失敗！

真也：ダメージ24点、装甲値無視。変形させた拳から黒い雷を打うち込こむぞ。これはさすがに落ちるだろ！

ＧＭ：ＰＤＷによる射撃から、さらに追撃として真也の拳から放たれた漆黒の雷が直ちよく撃げき。残っていたジャームも吹ふっ飛とびます。これで白兵型Ａも轟ごう沈ちん。

エミリア：よーし、ここで待機解除。マイナーでマークのところに行って、メジャーで《レインフォース》＋《クリスタライズ》＋《ギガンティックモード》その他で攻撃するよ！

ＧＭ：対象はマークと射撃型Ａですね。

エミリア：うん。命中は……あれっ、低い!?　達成値17だよ！

ＧＭ：それならば……。マークは18で回避！　ですが、射撃型Ａは回避失敗です。

エミリア：あうー、残念。でも、射撃型Ａには32点、装甲値無視のダメージだよ！

ＧＭ：さすが対たい抗こう種！　ダメージがでかい！　遠心力を利用して振ふるわれる巨大な鎌が、ジャームの群れをたった一撃でなぎ払はらう！

一同：対抗種つえぇえええ！

エミリア：でも、対抗種の効果が発動したからＨＰが３点減っちゃう。口元からけぽっと血が流れる。……いたた。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、二ラウンド目のセットアップ。

真也：《フルインストール》二回目だ！

ガブリエル：さて侵しん蝕しよく率りつも厳きびしくなってきたし、ここで決めたいところだな。

アイヴィ：たしかに。制限時間も迫せまってますしね。さて、どうしようかな……。現在の侵蝕率が[image: ]％。ちょっと厳しいですね。

ＧＭ：アイヴィはミドルで活かつ躍やくしてたから、侵蝕率では頭ひとつ抜ぬけてますね。

エミリア：これ以上は厳しい？

アイヴィ：いえ、自じ律りつ判はん定ていで二倍振ぶりすれば……。よし、二倍振り覚悟で行きますよ。《サイレンの魔女》コンボで攻撃。さらにマークにロイスを取って、即そくタイタス化して昇しよう華か。クリティカル値を６にします！

ＧＭ：アグレッシブですね！

アイヴィ：まだマークには一撃も入れられてませんからね。ここで少しでも多くＨＰを削けずらないと！　命中は39！

ＧＭ：マークの回避！　おっ、クリティカル。おお、またクリティカルした！

ガブリエル：おいおい、マジか!?

ＧＭ：回避は……38！　くあっ、ギリギリ１点足りない！

一同：ふうーっ！

真也：よかった。さっきはエミリアがきっちり回避されたし、マジでビビった（笑）。

アイヴィ：では、ダメージを。28点の装甲値無視！　突とつ風ぷうと共に光の木の葉が舞まい散ちり、マークの身体を切きり裂さいていきますよ！

ＧＭ：厳しい攻せめだ！　身体中に刻きざまれていく裂れつ傷しよう。そして、そこからあふれ出す血が、マークの身体を真っ赤に染そめていく！

アイヴィ：エミリアさんの友達だからあなたも一緒に連れて行きたかったけれど、もうそれはできないから、ごめんなさい！

ＧＭ：アイヴィの悲しげな謝しや罪ざいに対するマークの返答は獣の咆哮。流れ出す血によってさらに殺さつ戮りく衝動を高めていく。さあ、次はエミリアの手番だ。

エミリア：うーん、マークのロイスをタイタスにして使うべきかな？

ＧＭ：それは……エミリアの心次し第だいですね。マークを倒す覚悟があるならタイタス化、あくまで心の拠より所どころにするならば維い持じというところでしょうか。

エミリア：そっか……。なら、倒す覚悟を決めるよ。こんなマークの姿をもう見ていたくないから、あたしが彼を止める！

ＧＭ：受けて立ちますよ！

エミリア：さっきのコンボから《ギガンティックモード》を抜ぬいて攻撃！　さらにマークのロイスをタイタスにして昇華、クリティカル値を６にする。これで命中は……39！

ＧＭ：マークの回避は……21で失敗！　迫せまり来くる鎌を、獣の反応で避よけようとするが一歩及およばない！

エミリア：対抗種の効果でＨＰが減へって……。ダメージは42点の装甲値無視！

[image: ]

ＧＭ：うおーっ、さっきからエミリアからのダメージがでかい！　だが、累るい積せき70点ならギリギリ耐たえられる！

ガブリエル：まだ倒たおれないのか！

ＧＭ：エミリアの鎌による一撃は、マークの身体を結けつ晶しよう化かさせると同時に、体内に宿るレネゲイドを死し滅めつさせていく。だが、切きり裂さかれた部分をえぐり取ることで、マークはそれ以上の侵蝕を強ごう引いんに防ふせぎます！

エミリア：（悲しげに）うう、マーク……。もう眠ねむって！

ＧＭ：しかし無む情じようにもマークの猛もう攻こうは止まらない！　先ほどと同じコンボでエミリアに攻撃！　命中は37！　再び肥大化させた腕を振ふり下おろす！

エミリア：回避は……12。避けられないよ！

ＧＭ：では、ダメージ37点！

ガブリエル：おっと、そこに《砂さ塵じんの城じよう壁へき》だ。そのダメージを０にするぜ！　大量の砂で壁を作りだしてマークの腕を受け止める！

ＧＭ：Ｄロイス、砂使い専用のエフェクトか。やりますね。

ガブリエル：その代わり侵蝕率が16点も上がっちまった。これで[image: ]％、かなり厳しいぜ。俺も二倍振りコースだな。

エミリア：ほ、本当にありがとうございます！（[image: ]思わず敬語になってる）

ガブリエル：どういたしましてだ。さて、二倍振り確かく定ていになったところで、もう一仕事と行くか。前と同じコンボで反はん撃げきだ。命中は……おお、今度は回った！　達成値44！

ＧＭ：さすがにそれは避けられない！

ガブリエル：32点の装甲値５点無視をプレゼントするぜ。

ＧＭ：無数の銃じゆう弾だんに貫つらぬかれ、マークの身体がぐらりと揺ゆれる。だが、《魔獣の証あかし》で復活だ！　身体中の傷きずをめきめきと再さい生せいして強引に立ち上がる！

ガブリエル：かまわんさ。俺の役目は十分に果たした。あとは任まかせたぜ、真也。

真也：わかった……。傷だらけになっても暴あばれるマークを前に僕は実感する。……本当に止めるにはこれしかないんだ。




　異形化した拳こぶしを握にぎりしめ、真也はマークを見つめる。

　正気を失い、狂くるった怪物になってしまった少年。

　彼はここで止めなくてはならない……。




　真也の意思を受けて、拳の歯車が高速で回転を始める！




真也：《漆黒の拳》＋《魔王の理》＋《巨きよ人じんの斧おの》に、さらに《フラットシフト》を組み合わせて攻撃！　命中は29！

ＧＭ：回避は……失敗！

真也：ダメージは28点！　装甲値無視だ！

ＧＭ：真也の漆黒の拳が、狙ねらい過あやまたずマークを捉とらえ、ほとばしる黒い雷いかずちが身体を突つき抜ぬける！……こちらは残りＨＰ20点。８点オーバーで倒たおれます！

一同：よしっ！

ＧＭ：不死身とも思える生命力を誇ほこったマークの身体がくの字に曲がり、次の瞬間、ぐらりと崩くずれ落ちる。

エミリア：（悲しげに）……おやすみ、マーク。

真也：…………。




　悲しむエミリアに、真也は何も言うことができなかった。

　右拳がひどく重い。これが命の重さというやつなのだろうか。

　答えがわからぬまま、ただ立ちつくす。







《ヴァイタルアップ》　レネゲイドの力を生命力に変換するエフェクト。ジャームがよく使用する。

《完全獣化》　肉体を完全に戦闘形態へと変化させるキュマイラのエフェクト。

《一角鬼》　身体から角状の突起を生やして武器にするキュマイラのエフェクト。

《フルインストール》　生体電流による神経速度を高めるブラックドッグのエフェクト。

《リミットリリース》　神経加速により反射速度の限界を突破するハヌマーンのエフェクト。

《崩れずの群れ》　身体の一部を分裂させて、仲間をかばうエグザイルのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させて広範囲を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《鬼の一撃》　力で相手の防御を強引に突破するキュマイラのエフェクト。

《伸縮腕》　手足を伸ばして、遠距離の敵を攻撃するエグザイルのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　肉体の一部を成長・強化させて攻撃を行なうエグザイルのエフェクト。

《神の眼》　全知覚を回避のために集中させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《全知の欠片》　五感のすべてを使ってエフェクトを制御するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《砂の結界》　砂によって相手をかばうモルフェウスのエフェクト。

《砂の盾》　砂を集めて防御を行なうモルフェウスのエフェクト。

《球電の盾》　球電を生み出して攻撃を受け止めるブラックドッグのエフェクト。

《レインフォース》　武器の強度を上げることで、威力を強化するモルフェウスのエフェクト。

《クリスタライズ》　攻撃した箇所を結晶化させて砕くモルフェウスのエフェクト。

《砂塵の城壁》　大量の砂によって、相手の攻撃を完璧に受け止める砂使い専用のエフェクト。

《魔獣の証》　強靱な生命力によって瞬時に傷を癒やすキュマイラのエフェクト。

《フラットシフト》　周囲のレネゲイドを取り込むことで、自身の負担を減らす古代種のエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：さて、次はエンディングフェイズになります。ですが、その前にみなさん自律判定をどうぞ。

ガブリエル：二倍振りで69％まで下がった。

エミリア：こっちも二倍振りしまーす！　88％まで下がって戻もどってこれました！

アイヴィ：同じく二倍振りで70％。大だい丈じよう夫ぶですよ。

真也：僕は一倍振りで……うおっ、あぶなーっ！　99％でギリギリだ！（笑）

アイヴィ：こわーっ！（笑）

真也：ふう、あやうく経けい験けん値ちをロストするところだった（笑）。

エミリア：危あぶない危ない（笑）。

ＧＭ：どうやら、無事に戻れたようですね。

一同：はーい。

ＧＭ：みなさん、おめでとうございます。……では、エンディングに参りましょう。







◆Ending 01◆つかみ取った希望


Scene Player ─── 諏訪原真也






　切り開かれた希望への道。

　だが、残された時間は少ない。

　もうすぐＸ島は沈しずむ。

　一いつ刻こくも早く脱出しなくては！




ＧＭ：では、エンディングです。みなさん合同なので全員登場で。

一同：はーい。

ＧＭ：状況ですが、マークとの戦いが終わった直後、ピクシーが焦あせりを帯びた声で叫さけぶ。「もう時間がない、急いで船に乗るんだ！」

ガブリエル：脱出限界まであと一分ってところか。

アイヴィ：急がないと！




　慌あわただしく動き出す真也たち。

　だが、そんな中でエミリアはただじっと、倒たおれたマークを見つめていた。




エミリア：マーク……。

真也：これはどう声をかければ……。いや、悩なやんでいる暇ひまもないか。じっとしてるエミリアの手をつかんで走り出す。……さあ、行くぞエミリア！

エミリア：えっ、真也!?




　エミリアの手をつかんだ瞬間、真也の手に激げき痛つうが走った。

　対抗種による侵蝕。

　だが、真也はその痛いたみを無視してエミリアの手を握りしめ、船に向かって走り出す。




真也：よし、みんな乗ったぞ。ガブリエル、出してくれ！

ガブリエル：おう、しっかりつかまってろ！　船を運転して、Ｘ島を脱出するぞ！

ＧＭ：了りよう解かい。みなさんを乗せた船が、海へと飛び出し加速していく。遠とお退のいていくＸ島。そして、島内で自爆のカウントダウンが秒読み段だん階かいへと移い行こうします。

アイヴィ：ああー！　ガブリエル早く、もっと早くしてください！

ガブリエル：わかってる！　船をさらに加速させてＸ島からなるべく離はなれるぞ！

ＧＭ：船の加速によって、Ｘ島との距きよ離りがどんどん離れていく。そして、ついに自爆装置のカウントダウンがゼロになり、一瞬の閃せん光こうと共に轟ごう音おんが鳴り響く！

エミリア：Ｘ島が！

ＧＭ：自爆装置の大だい爆ばく発はつによって生み出された衝しよう撃げき波はが、周囲の空間をなぎ払はらっていく。海面は荒あれ狂くるい、真也たちの乗る船が木の葉のように翻ほん弄ろうされる！

一同：おおっ!?

ＧＭ：自爆の余よ韻いんは数分ほど海を荒れ狂わせますが、それもやがて収おさまります。そして、海に静せい寂じやくが訪おとずれる。

アイヴィ：船の中でもみくちゃにされて、フラフラしながら立ち上がりますよ。……みんな、無事ですか？

エミリア：うん、大丈夫ー。

真也：なんとか……ね。

ガブリエル：俺も問題なしだ。ちなみに船の方に問題が起こってたりしないよな？

ＧＭ：船内の備び品ひんが派手に散らばってますが、船自体に故こ障しようはありません。

ガブリエル：やれやれ、なんとかなったな。

アイヴィ：Ｘ島はどうなりました？　確かく認にんしたいんですけど……。

ＧＭ：甲かん板ぱんからＸ島が海中に沈しずんでいくのが見えます。黒こく煙えんを上げて、ゆっくりとその姿を海の中に消していく……。

エミリア：じゃあ、あたしは沈んでいくＸ島をぼんやりと見つめてる。

真也：なんとかなぐさめたいけど……。いったい何を言えばいいのか……。




　悲しげにＸ島を見つめるエミリアに、真也は声をかけることができないでいた。

　───エミリアの悲しみの原げん因いんの一いつ端たんは、僕にもある。

　そんな自じ責せきの念が言葉を詰つまらせる。




　だが、そんな真也に、エミリアは笑顔を返した。

　悲しみを乗のり越こえようとする、力強い笑みを。




エミリア：（明るく）ありがとね、真也！　あなたが手を引いてくれなかったら、あたし、たぶんあそこから動けなかった。

真也：あ……、ああ。

ＧＭ：意外に明るいですね。吹ふっ切れましたか？

エミリア：うん。タイタスもちゃんと昇華したし、うじうじ悩なやみ続ける性しよう分ぶんでもないからね。もうＸ島は振ふり返らず、みんなに言うよ。……さあ、ママのところに帰るぞー！

ガブリエル：どうなることかと思ったが、これで一安心か。

アイヴィ：これから先はどうなるんでしょうか。このまま船でみんなの国に？

ガブリエル：そうしたいが、日本、イタリア、アメリカ、南米とこの船で巡るのは厳しいだろ。食糧とかの問題もあるしな。まずは近場の陸地を探すとしようぜ。

ＧＭ：ピクシーもその意見に賛同します。「それがいいと思う。今後のことも、陸地についてから相談すればいいだろう。それよりも今は身体を休めるといい」

エミリア：そうだね、もうクタクタだよ。

ガブリエル：船の操そう縦じゆうは俺がするから、お前らは休んでな。軍隊生活で無茶は慣なれてるし、体力的にまだ余裕があるからよ。

アイヴィ：じゃあ、お言葉に甘あまえさせてもらいますね。

エミリア：あたしもちょっと休むね。

ＧＭ：では、ふたりの姿が船内へと消えていく。

ガブリエル：真也、お前も休んでいいぞ。

真也：ああ、そうさせてもらうよ。……ただ、船の中に入る前に、一度だけＸ島があった場所を見つめる。




　Ｘ島はもはや完全に沈んでいた。

　海上に立ち上る、かすかな黒煙だけが、その残ざん滓しとして見える。




　これで本当に終わったのか……？




　ふと脳のう裏りに浮うかんだのはマスターファントムと呼よばれていた男のこと。

　だが、真也はその影を、頭かぶりを振ふって強引に振り払はらい、船内に入っていく。

　重い疲ひ労ろう感と揺ゆりかごのような船の揺れを感じながら、真也は微睡まどろみへと落ちる。




　逃とう亡ぼう者しやたちを乗せた船が、海うな原ばらを進んでいく。

　彼らの行く先にあるのは希望なのか、それとも絶ぜつ望ぼうなのか……。

　それはまだ、わからない。




　ただ今は、しばしの休息を───。





To be continued


















　　　PREPLAY




　第一話で無事にＸ島から脱だつ出しゆつしたＰＣたち。

　だが、失ったものはそう簡かん単たんには取とり戻もどせない。

　それは日にち常じようの世界もまた然しかり。




　というわけで、さらなる試練を与あたえるべく、俺は日々、頭を悩ませていました。

　第二話の主しゆ軸じくはやはり真也です。

　今は状じよう況きように流されている彼が、自分の意思で戦うことを決意してもらいたい。

　そのために必要なのは───。




　シナリオに必要な要よう素そを考えたり、登場させるＮＰＣのことで悶もん絶ぜつして周囲から「何やってんだ？」と思われたりしながら、あっという間に時間は過すぎていきました。




　そしてセッション当日。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：みなさん、おはようございます。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：というわけで、『エクソダス』第二話の収しゆう録ろくでございます。みなさん、よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：さて、前回、Ｘ島を無事に脱出したみなさんなわけですが。

ガブリエル：おう。あの牢ろう獄ごくともおさらばだぜ。

エミリア：もうＸ島はないんだよね？

ＧＭ：ええ、自じ爆ばく装そう置ちによって沈しずんでしまいましたから。

アイヴィ：脱出したあとはどうなったんでしょう。陸地を目指すって話でしたけど。

ＧＭ：そうですね、まずはそこを説明しましょう。

エミリア：よろしくー。

ＧＭ：では……。Ｘ島脱出から一週間ほど経けい過かしています。そして、みなさんは無事に陸地に到とう達たつしております。

ガブリエル：とりあえず一安心だな。それでどこの国に着いたんだ？

ＧＭ：日本ですね。太平洋沿えん岸がんにある工業都市のひとつ───く暮れば林やし市に、みなさんはたどり着きました。ちなみに真也の故郷ですよ。

真也：おお、ちゃんと帰ってこれたのか！　まさかこんなに早く帰ってこれるとは（笑）。

エミリア：おめでとー！　あたしも日本は来たかったから嬉うれしいな（笑）。

ＧＭ：とまあ、軽く説明したところで、ハンドアウトを読み上げさせてもらいますよ。

一同：はーい。




▼諏訪原真也すわばら・しんや用ハンドアウト

ロイス：楠見亮太くすみ・りようた　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：高校生／指定無し

　Ｘ島の脱出に成功したキミたちは休息の場を求め、もっとも近い陸地───真也の故郷である日本の暮林市へとやってきた。

　ほんの数日ぶりなのにひどく懐なつかしく感じる故郷の暮林市。

　家路を急いでいると、ばったりと出会ったのは親友の楠見亮太だった。

　友人との再さい会かいが、日常へ帰ってきたのだという実感を与あたえてくれる。

　これですべてが元通りになる───はずだったのだが……。




真也：おお、カヴァーの指定が高校生になってる！（笑）

ＧＭ：Ｘ島から脱出しましたからね（笑）。

真也：ＦＨ実験体なんてカヴァーとも、これでおさらばだ（笑）。

ＧＭ：ちなみに亮太は、真也の持ってる〝友人〟へのロイスを、こちらで設せつ定ていを固めさせてもらったものになります。

真也：ああ、特に決めてなかったクラスメイトのやつか。

ガブリエル：でも、それだとロイス増ふえなくないか？

ＧＭ：増えませんね。もともと持っているのをハンドアウトに流用させてもらってるので。その代わり、真也は自由に使えるロイス枠わくがひとつ多くなります。

真也：なるほどな。それはそれでいいかも。ちなみにどんな奴やつになった？

ＧＭ：真也と同じ陸上部所しよ属ぞくの体たい育いく会かい系けいナイスガイですよ。へこんでる真也とも仲良くしてるということで、こざっぱりとしたスポーツ少年で、笑うと歯が光るヤツに（笑）。

真也：なるほど（笑）。あんまり細かいこと気にしないタイプか。

ＧＭ：ですね。なので部活を辞やめた後も、真也と友達のままでいられたと。




▼エミリア・ラウラ用ハンドアウト

ロイス：ニーラム・アールティ　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　Ｘ島の脱出に成功したキミたちは休息の場を求め、もっとも近い陸地───真也の故郷である日本の暮林市へとやってきた。

　憧れの日本で自由を謳おう歌かする中、キミは予想外の人物と再会した。

　ニーラム・アールティ。キミがＸ島に連れてこられたばかりの頃ころ、面めん倒どうを見てくれた同じＸナンバーズのひとり。彼女が悲しげに告げる。

「エミリア、迎むかえに来たわよ」




アイヴィ：あっ、新しいＸナンバーズの人が出るんですね。

ＧＭ：はい。前回は未登場だった〝Ｘ０ゼロ７セブン〟でございます。Ｘ島が自爆した際さい、任にん務むで外に出されていたため、難なんを逃のがれていました。

真也：迎えに来たってことは、ファントムセルからの追っ手っぽいよな。

エミリア：ちなみにニーラムってどんな人なの？

ＧＭ：長めの黒くろ髪かみを綺き麗れいにまとめてて、いつも穏おだやかな微び笑しようをたたえた、穏おん和わで面倒見のいい大人の女じよ性せいですね。年ねん齢れいは二十六歳さいで、インド出身になります。

エミリア：おお、インド人！（[image: ]急に手を合わせてお辞儀）

真也：なんでそんな反はん応のうが（笑）。

エミリア：えっ、ほら、ナマステー（一同爆笑）。

ガブリエル：いいねそれ、面白い（笑）。

ＧＭ：なお、彼女はオーヴァードの能のう力りよくの使い方を教えてくれた恩おん人じんでもあります。

エミリア：なるほど。じゃあ、きっと落ちこんでたらカレーとか作ってくれたり、いろいろと面倒も見てくれてたりしたに違ちがいない（笑）。

ガブリエル：実験体なのに、料理とかさせてもらえたのか？（笑）

ＧＭ：そこはＸナンバーズなので、特別に許可が出てたということで。服装の自由もありますし、たまになら料理もＯＫだったでしょう。

エミリア：じゃあ、そういうことで！

ＧＭ：ニーラムはインド南部出身なんで、たぶん野菜とか豆類が豊ほう富ふなカレーとか、魚料理とかを振ふる舞まってくれてたと思いますよ。

エミリア：おおー。




▼アイヴィ・ノールズ用ハンドアウト

ロイス：九条柳也くじよう・りゆうや　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：不信感

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　Ｘ島の脱出に成功したキミたちは休息の場を求め、もっとも近い陸地───真也の故郷である日本の暮林市へとやってきた。

　ようやく手に入れた自由。だが、オーヴァードであるキミは、厄やつ介かい事からそう簡単には逃のがれられないらしい。

　突とつ如じよキミの前に現あらわれたオーヴァードの男───九条柳也は、自分が〝ＵＧＮ〟の構こう成せい員いんだと告げ、キミが何者なのかと問うてきた。彼は敵てきなのか。それとも味方なのか。




アイヴィ：えっ、柳也さん!?

ガブリエル：あれ、しのさん知ってるの？

真也：社長、忘れたんですか！　前の『アライブ』で伊藤君がやってたキャラですよ！（笑）

ガブリエル：……ああっ、そうだった！　そういえば、しのさんも参加してたよな。

ＧＭ：ええ、七村紫帆ななむら・しほ役で。話を戻しまして、アイヴィのシナリオロイスは柳也なんですが……（そわそわ）。

真也：ＧＭ、何をそんなにそわそわしてるのさ？

ＧＭ：えっ!?　あ、いや……。いざ本番になってみたら、自分のやったキャラを出したことが微び妙みように恥はずかしくなってきまして（笑）。

アイヴィ：恥ずかしがるくらいなら、出さなきゃいいのに（笑）。

ＧＭ：いや、いろいろと事じ情じようがあってこいつが適てき任にんなんですよ。

ガブリエル：そうなのか。

アイヴィ：そういえば、あたしたちはＵＧＮについては知ってるんですか？

ＧＭ：知らないでしょうね。Ｘ島は完全に隔かく離りされた環かん境きようでしたから。

エミリア：ふむふむ……ＵＧＮの知識はなしと（メモメモ）。

真也：僕はともかく、他のみんなはＸ島でどんなこと教えられてきたんだろう。

ＧＭ：「お前たちは常じよう人じんよりすぐれた能力を持つ超ちよう人じん、オーヴァード。最高じゃぁあっ！」byアマガ───ぐらいですかね（笑）。

一同：そんなんかよっ！（爆笑）

アイヴィ：一いち応おう、人前で能力を使わない程てい度どの常じよう識しきぐらいあるんでしょうか？

ＧＭ：ありますよ。少なくともオーヴァードが一いつ般ぱん的なものじゃないことは、真也がいるのでわかりますしね。

真也：ああ、そりゃそうだ。僕はこの間まで日常の方にいたもんな。

ガブリエル：じゃあ、今日は仮か面めんライダーぐらいの気持ちでがんばるとしよう（笑）。




▼ガブリエル・ガルシア用ハンドアウト

ロイス：ベルトルト・ダウン　　　推奨感情　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　Ｘ島の脱出に成功したキミたちは休息の場を求め、もっとも近い陸地───真也の故郷である日本の暮林市へとやってきた。

　ようやく日常の世界へと帰ってきたのに、久方ぶりに気分の悪い夢ゆめを見た。

　それは十八年前、キミが冷れい凍とう睡すい眠みんさせられる前の記き憶おく───同じＸナンバーズのひとり、ベルトルト・ダウンがＸ島で暴走した時の夢だった。

　ベルトルトは〝衝動〟に忠実な男で、何かを破壊することに至福を見み出いだす外げ道どうだった。なぜ、今いま頃ごろあんな男のことを夢見るのか……。ひどく嫌いやな予感がした。




ガブリエル：ベルトルト・ダウン……。なんだか怪かい人じんっぽい名前だな（笑）。

ＧＭ：それはそれでよしかと（笑）。ちなみに、彼はドイツ出身ですよ。くすんだ赤髪を短く切っていて、瞳の色は青。自己中心的な思考を持つ、瘦やせぎすで陰気な男です。

エミリア：また別の国の人なんだねー。

ＧＭ：Ｘ島は世界各地から実験用の素体を集めていたんで、いろんな国のキャラクターを出そうと思いまして。

エミリア：ああー、はいはい。

真也：こいつもＸナンバーズなんだな。何番？

ＧＭ：〝Ｘ０ゼロ３スリー〟。ガブリエルの冷凍睡眠の設定を土台にしまして、０１～０３までが十八年前に改かい造ぞうされた、Ｘナンバーズ第一世代として設定しました。

ガブリエル：じゃあ、０４からは現げん代だいになって開発が再さい開かいされてから作られたんだな。

ＧＭ：そういうことになりますね。

エミリア：これでＸナンバーズって何人出たっけ？

アイヴィ：真也の０９が最新ですから……。（メモしつつ）うん、０１以外は全員出たことになりますね。

真也：０１……一番最初のやつってなんか特別な感じするよな（笑）。

ＧＭ：まあ、そこはいずれ明かされる秘ひ密みつということで（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ハンドアウトを配ったところで、次にキャラクターの成長をお願いします。あと、みなさんＸ島を脱出したので、カヴァーもＦＨ実験体から変へん更こうできますよ。

エミリア：それって〝観光客〟とかでもいいの？

ＧＭ：ＯＫです。ちなみにカヴァーはセッション中にも変えられますよ。無論、ＧＭの許可は必要ですが。

アイヴィ：じゃあ、途中でカヴァー〝迷子〟とかにして（笑）。

エミリア：ああっ、アイヴィが迷子になってる！　カヴァーが変わってるよ！（笑）

ＧＭ：そういうこともできますね（笑）。

エミリア：おお、なるほどー。

ＧＭ：とまあ、カヴァーの楽しみ方はそれとして、キャラクターの成長をお願いします。




　手に入れた経けい験けん値ちをもとに、データを調整していく一同。

　しばらくの時間を経へて、その作業は終しゆう了りようした。




▼諏訪原真也　～矢野俊策やの・しゆんさく

ＧＭ：では、まず真也から成長の報ほう告こくを。

真也：ん、成長はしてないよ。

一同：……え？

ＧＭ：えーっと、なにゆえですか？

アイヴィ：たしか経けい験けん点８点手に入れてますよね？

真也：捕つかまって、改造されたばっかりですぐに次の能力、っていうのもイメージできなくて。やっぱり、こう……もっとパワーアップするイベントがあると思うんだよ！（力説）

エミリア：ああ～、わかる気がする（笑）。

真也：なのでプリプレイじゃなくて、そういう機会がきたら成長しようと思ってさ。

ＧＭ：なるほど。たしかにルール的には問題ありませんが……。

真也：やっぱり今、成長した方がいい？　それならすぐにやるよ。

ＧＭ：いや、いいですよ。真也の提てい案あんには燃もえるものがあるのでＯＫとします！

真也：ありがと（笑）。ちなみに、取るエフェクトは考えてあるんで、タイミングが来たらすぐ成長できるようにはしてるよ。あと、カヴァーは指定通り、〝高校生〟に変更した。

ＧＭ：了りよう解かいしました。




▼エミリア・ラウラ　～藤ふじ澤さわさなえ

ＧＭ：では、次はエミリア。報告をお願いします。カヴァーの変更も教えてください。

エミリア：はーい、まず成長から行くね。《コンバットシステム》を２レベル取って、経験点は１点残したよ。

ＧＭ：ダイスの数を増ふやしてきましたか。

エミリア：うん！　ちょっと他のを取る余よ裕ゆうはなかったなあ。

ガブリエル：経験値５点だとそんなもんだ。今回は一倍振ぶりで終われるようにがんばろうぜ。

エミリア：そうだね！

アイヴィ：でも、それなら新しいエフェクト取らない方がいいんじゃ……（笑）。

一同：…………あっ（笑）。

エミリア：本当だ！　侵しん蝕しよく率りつもっとあがるよ、これ！（一同爆笑）

ＧＭ：そこはうまく加か減げんしてがんばるということで（笑）。

エミリア：そうだね（笑）。ちなみにカヴァーは〝観光客〟にしたけどいいかな？

ＧＭ：問題ありません。それでお願いします。




▼アイヴィ・ノールズ　～しのとうこ

ＧＭ：んでは、次はアイヴィ、報告をお願いします。

アイヴィ：はーい。《波は紋もんの方ほう陣じん》を２レベル取って、１点残しですね。

ＧＭ：また、そんな侵蝕率の増えるものを（笑）。

アイヴィ：でも、これでシーン攻こう撃げきだけじゃなく、支し援えんもできるようになりましたよ。

ガブリエル：防御担たん当とうのこちらとしては、《波紋の方陣》はありがたいな。

アイヴィ：あとカヴァーですが、〝旅人〟がいいかなと。

ＧＭ：旅人っ!?

真也：たしかに旅人っていや、旅人っぽいけどさ（笑）。

アイヴィ：〝外国人〟っていうのも考えたんですが、味気ないなと思いまして（笑）。

ＧＭ：わかりました。ではカヴァー〝旅人〟でどうぞ（笑）。




▼ガブリエル・ガルシア　～鈴吹太郎すずふき・たろう

ＧＭ：では、最後はガブリエルの報告を。

ガブリエル：《ブレードマウント》を取得して、その中に電でん磁じシールドを入れた。起動の手間があるが、これでさらに防御力が上がるぞ。

アイヴィ：電磁シールドかー。制せい限げんはあるけど、受け用の武ぶ器きとしては優ゆう秀しゆうですよね。

ガブリエル：だな。んで、あとは《物ぶつ質しつ合成》を取った。これで義ぎ手しゆと電磁シールドを合成する予定だ。

ＧＭ：防御力をぐっと伸のばす方向ですか。

ガブリエル：ちなみにメカ自体は最初から入ってたんだぞ。だから、第一話では使わなかっただけなんだよ（笑）。

エミリア：前回は使うべき時ではなかった？（笑）

ガブリエル：そういうことだな（笑）。

ＧＭ：成長する＝内ない蔵ぞうされてる機き構こうが解かい放ほうされてくって感じですかね。

ガブリエル：だな。これから先もメカが追加されるかもしれんが、それもやはり最初からあるけど使わなかっただけなんだ。んで、最後にカヴァーだが、これはストレートに〝外国人〟にしたよ。

ＧＭ：了解しました。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：それじゃあ、ＰＣ間ロイスを結びましょう。真也[image: ]エミリア[image: ]アイヴィ[image: ]ガブリエル[image: ]真也の順番でお願いします。

真也：前回はポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝不信感〟だったけど……。不信感はないよなぁ。

エミリア：一いつ緒しよにＸ島を脱出した仲だもんね。

真也：事情もわかったしな。……ポジティブは〝連帯感〟のままで、ネガティブは〝悔かい悟ご〟に変える。前回でマークを殴なぐり倒たおしちゃったからね。

エミリア：りょーかい。

ＧＭ：では次。エミリアからアイヴィへ。

エミリア：ポジティブは〝好意〟から〝連帯感〟に変更するね。ネガティブの方は〝憤ふん懣まん〟のままで。

ＧＭ：相変わらず、アイヴィの方がお姉さんっぽくて[image: ]られてますか？

エミリア：うん（笑）。

ＧＭ：了解しました（笑）。次は、アイヴィからガブリエルへ。

アイヴィ：ポジティブ〝信しん頼らい〟にします。Ｘ島を脱出して、大人のガブリエルは頼たよりになりそうだと感じてる。ネガティブは……とりあえず〝不ふ快かい感〟のままで。

ガブリエル：やっぱり砂すなっぽいからか（笑）。

アイヴィ：ザラザラするよ～（笑）。

ガブリエル：最後は俺おれから真也へか。ポジティブ〝懐旧〟、ネガティブ〝劣れつ等とう感〟のままでいく。相変わらず初うい々ういしいよな、人間っぽいと思ってる。

ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスも結び終わったところで、オープニングに参りましょう。







《コンバットシステム》　機械のように正確な攻撃と防御を行なうノイマンのエフェクト。

《波紋の方陣》　振動によって攻撃を逸らすハヌマーンのエフェクト。

《ブレードマウント》　体内に白兵用の武器を内蔵するブラックドッグのエフェクト。

電磁シールド　磁力による反発力を利用した盾。起動に手間がかかるが高い防御力を持つ。

《物質合成》　ふたつのアイテムを合成し、より強力なアイテムを作りだすモルフェウスのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆惨さん劇げきの夢ゆめ


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　Ｘ島を脱だつ出しゆつしても、ガブリエルの苦労は絶たえない。

　ようやく自由になったものの、生活はサバイバル同然。

　これからどうするか考えるだけで、頭が痛いたくなってくる。

　そのせいだろうか……十八年前のことを夢に見たのは───。




ＧＭ：オープニング最初はガブリエルから。というわけで侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようをお願いします。

ガブリエル：低い目、低い目……おりゃ！　……ちっ、10か。

ＧＭ：念じると高くなるんですよねぇ（しみじみ）。

ガブリエル：……みたいだな。次からは念じねえ（笑）。

ＧＭ：さて、Ｘ島脱出から一週間が経ち、真也の故郷である暮林市にたどりついたみなさんですが、問題はまだまだ山積みです。身分証しよう明めいの手しゆ段だんがない、金きん銭せんは皆かい無む、食しよく糧りようもなければ住じゆう居きよもない。

ガブリエル：ないないづくしで泣けてくるな。……とりあえず住処すみかは適てき当とうな廃はい屋おくをちょろまかそう。山小屋みたいなのがいいな。で、メシは現げん地ち調達だ。

アイヴィ：現地調達？

ガブリエル：俺おれは軍人だから、サバイバル知ち識しきがあるわけだ。だから、山で蛇へびを捕つかまえたり、食えそうな野草を調達してくる。

ＧＭ：ワイルドですね。では、舞ぶ台たいは山地にほど近い廃屋の一室。ピクシーから悪目立ちしなければ自由行動してよし、とのお達しが出て、部屋にはガブリエルだけがいる。

ガブリエル：なら適当にくつろいでるか。椅い子すにでも座すわってぼんやりしてるさ。

ＧＭ：では、古びた椅子がギシリと音を立てる。そしてだらだらと時間をつぶしていると、ガブリエルはふと睡すい魔まに襲おそわれる。沈しずみゆく意い識しきに浮うかび上あがるのは───。





＊　　　＊　　　＊






　それは十八年前に起きた過去の惨劇の記き憶おくだった。

　ガブリエルは耳みみ障ざわりなサイレンが鳴なり響ひびく実じつ験けん棟とうを駆かけ抜ぬけていく。

　課せられた命令はひとつ───〝Ｘ０３〟ベルトルト・ダウンを止めること。




ＧＭ：というわけで、回想でございます。

真也：十八年前ってことは、冷れい凍とう睡すい眠みんさせられる前になるのかな。

ガブリエル：だな。それで、ベルトルトは何をやらかしたんだ？

ＧＭ：一言でいうなら暴ぼう走そうですね。突とつ然ぜん暴あばれ出して、実験棟の施し設せつを無差別に破は壊かいしだした。しかもそれを止めようとした兵士も多数、殺さつ傷しようしています。

ガブリエル：派は手でにやりやがったな。

ＧＭ：なので、プロフェッサー・アマガからベルトルトの停止命令がきたわけです。

ガブリエル：十八年前もいたのか、アマガ（笑）。

ＧＭ：ずっと彼が総そう責せき任にん者しやでした（笑）。この頃ころはまだ髪かみの毛けも黒かったりしました。

ガブリエル：了りよう解かいだ。俺は通路を走りながら毒づく。……ちくしょう、何が０３を止めろだ。こっちの右手は動きやしねえってのに！

エミリア：あっ、十八年前だから……。

ガブリエル：技ぎ術じゆつが未発達で義ぎ手しゆがうまく動かないのさ。

ＧＭ：もっともアマガは気にもせず、淡たん々たんとベルトルト停止の命令を出しました。

ガブリエル：奴やつならそうだろうな。仕方ねえから、ベルトルトのところへ向かうぞ。

ＧＭ：では、走ること数分、君は実験棟の一角で瘦やせぎすの男を見つける。通路周辺には、鋭えい利りな刃は物ものでも走らせたような傷きず跡あとが多数刻きざまれ、さらにはバラバラに切せつ断だんされた兵士の死体が転がっています。

ガブリエル：ベルトルトだな。どんな男なんだ？

ＧＭ：二十代前半の白人男だん性せい。短く刈かり込こまれた髪に、神しん経けい質しつそうな顔つき。青い双そう眸ぼうは曖あい昧まいなくせに異い様ような熱気を帯びていて、一目で尋じん常じようじゃない雰ふん囲い気きが見て取れます。

ガブリエル：（げんなりと）説得はききそうもないな……。

ＧＭ：それどころか、破壊に夢む中ちゆうでガブリエルに気づくそぶりもない。ベルトルトは掌しよう中ちゆうに水を集め、刃やいばのように飛ばして目につくものすべてを切り刻んでいく。

ガブリエル：水……オルクスっぽいな。とりあえず、声をかけるぞ。……おい、０３！　暴あばれるのを止めろ！

ＧＭ：その呼よびかけにベルトルトが振ふり向むく。「……０２か。俺は今お楽しみ中なんだ。邪じや魔まをすんな……！」と言って、ギロリと睨にらんでくる。

ガブリエル：何がお楽しみ中だ。こんなことして何が面白い！

ＧＭ：「ひひっ……。何かを壊こわすと気分がスッとするんだ。心が満たされてハイになれるんだよ！」その言動から、彼が正気を失い、衝しよう動どうに支し配はいされていることがわかる。

アイヴィ：何かを壊すと……。〝破壊〟の衝動っぽいですね。

ガブリエル：衝動に吞のまれてるのか……。０３、しっかりしろ！　自分を取とり戻もどせ！

ＧＭ：ベルトルトは聞く耳を持たない。「俺の中のレネゲイドが囁ささやくのさ……。もっとぶち壊せってなぁああああっ!!」叫さけぶが早いか、水の刃をガブリエルに放つ！

ガブリエル：なら、水刃に右みぎ肩かたを切きり裂さかれて派手に出血しながらも、大量の砂すなを作りだしてベルトルトを埋うめるぞ！　……大人しくしやがれ！




「うぉおおおおっ!?」

　悲鳴と共に、砂の津つ波なみにベルトルトが吞み込こまれていく。

　だが、それと同時に、ガブリエルの意識も出血によって朦もう朧ろうとしていき───。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：そこで夢は終わり、ガブリエルは目を覚ます。それほど時間はたっていません。まだ、朝といえる時間帯で、外から太陽の光が差し込み、鳥の鳴き声が聞こえてくる。

ガブリエル：……嫌いやな夢だったな。俺は右肩の古ふる傷きずに手を伸のばす。本来なら《リザレクト》で完治するんだろうが、不完全な時についた傷だから残っちまった。

ＧＭ：するとピクシーが、あなたが目覚めたことに気づく。「お目覚めかい、ガブリエル。ずいぶんとうなされていたようだったが？」

ガブリエル：悪い夢を見ただけだ。……大したことじゃない。

ＧＭ：「ふむ……。君がそういうのならこれ以上は聞かないことにしよう。ただ、本当につらい時は頼たよってくれよ？」

ガブリエル：ああ……。そういや、真也たちはどうしてる？

ＧＭ：「真也なら自分の家に戻もどっているところじゃないかな。エミリアとアイヴィはひさびさの自由を謳おう歌かしてると思うが」

ガブリエル：そうか……。




　悪あく夢むを見たせいか、何かがガブリエルの中でひっかかった。

　ひどく胸むねがざわつく。




　───一いち応おう、様子を見に行ってみるか。




　ガブリエルは椅子から身体を起こすと、街へと向かって歩き出した。







オルクス　〝領域〟と呼ばれる空間を作りだし、その内部にあるものを自在に操るシンドローム。











◆Opening 02◆悲しき再さい会かい


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　久方ぶりの自由をエミリアは謳歌していた。目に映るものすべてが心を弾ませる。

　───ああ、これが憧あこがれの国、日本なんだ！

　せわしなく周囲の風景を眺ながめながら、観光に興きようじるエミリアであった。




ＧＭ：では、次はエミリアのオープニング。

エミリア：はーい。侵蝕率、侵蝕率～。それっ！　……８も上がっちゃった。

ＧＭ：なんか前回もこんなだった気がしますね（笑）。さて、とりあえず自由時間になりますが、エミリアは何してますか？

エミリア：えっ、何しててもいいの!?

ＧＭ：悪目立ちしなければ自由に行動していいですよ。

エミリア：じゃあ、カヴァーが観光客のあたしは街に出て観光でしょ。お寺でお地じ蔵ぞうさんを見つけて喜んだりさ。すごーい、ダイブツー！　思ったよりちっちゃーい！

真也：そりゃ、お地蔵様は小さいよ（笑）。

エミリア：あたしは大だい仏ぶつとお地蔵様の違ちがいがわからないんだよ（笑）。……やっぱり、写真は誇こ張ちようして撮とるんだな。きっとあおりで撮ってるんだね！（一同爆笑）

ＧＭ：思う存分に観光をエンジョイしてますね（笑）。

エミリア：うん（笑）。他にも神社仏ぶつ閣かくを見て大喜びしたり、道は石がゴツゴツしてなくて歩きやすいなぁと思ったり、なんでみんな着物を着てないんだろうと疑ぎ問もんに思ったりする！

ＧＭ：では、そんな観光中に、とある神社に訪れた時の出来事。こぢんまりとした場所で、敷地内にはあなたしかいない。

エミリア：じゃあ、神社にあるカランカランを……。

ＧＭ：鈴すず緒おのことですか？

エミリア：そうそれ！　鈴緒をずっと振ふってよう。……カランカラン、カラカラカラーン♪　おもしろい、おもしろーい！（一同爆笑）

ＧＭ：では、エミリアが鈴緒を振り回してはしゃいでいると───。




「相変わらずね、エミリア」

　背はい後ごから聞こえてきた懐なつかしい声に、エミリアは振り返った。

　そこに見たのは、穏おん和わな微び笑しようをたたえた褐かつ色しよくの肌はだを持つ女じよ性せいの姿すがただ。

〝Ｘ０７〟ニーラム・アールティ───かつてエミリアを導みちびいた人。




エミリア：ニーラム！

ＧＭ：エミリアが驚おどろきの声をあげると同時、回想が入りますよ。

[image: ]





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：一年前、まだエミリアがＸ島に連れてこられたばかりの頃ころ。

エミリア：あたしがまだ実験に飽あきてなかった頃だね！

ＧＭ：そうなりますね（笑）。ニーラムとの出会いは、あなたがオーヴァードになった直後のこと。ただっ広い訓練室で彼女と引き合わされました。

エミリア：従じゆう順じゆんだった時期だから、素す直なおに挨あい拶さつするよ。エミリア・ラウラです！　よろしくお願いします！

ＧＭ：「はじめまして、０８。私は〝Ｘ０７〟ニーラム・アールティよ。よろしくね」

エミリア：ちょっと緊きん張ちようしたり、なんか怖こわいなぁとか思ってたりでそわそわしてる。

ＧＭ：「そんなにおびえないで。今日から私があなたにオーヴァードとしての力の使い方を教えるように言われたわ。教きよう師し役やくというやつね」くすりと微笑む、ニーラム。

エミリア：その笑みに安心して……あの、占うらない師しになりたいんです。強くしてください！

ＧＭ：……話が微び妙みようにつながってない気がする（笑）。

エミリア：でも、やる気はあるんだよ！（笑）

ＧＭ：それは伝わりました（笑）。「そう。やる気があるのはいいことよ。これから、よろしくね」ニーラムもそこは認みとめて、握あく手しゆを求めてくる。

エミリア：じゃあ、おずおずと握手します。……よろしくお願いします。

ＧＭ：ふたりの手が重なると、一いつ瞬しゆんニーラムが顔をしかめる。エミリアの持つ対たい抗こう種の力が、彼女の中のレネゲイドに反はん応のうして、傷きずつけたためです。

エミリア：慌あわてて手を放はなすよ。……あっ！　ご、ごめんなさい！

ＧＭ：謝あやまるエミリアにニーラムは笑みを返す。決して拒きよ絶ぜつしたりはせず、「これが対抗種の力なのね」と傷ついた手を冷静に観察している。

エミリア：あれ？

ＧＭ：「大丈夫よ。この程てい度どの傷ならすぐ治るわ」

エミリア：でも、やっぱり謝あやまっておく。……すいません。

ＧＭ：すると、ニーラムはあなたを励はげますように力強く言う。「いいのよ。まだ能のう力りよくが制せい御ぎよできてないのね。安心して。私があなたに生き抜ぬくための術すべを教えてあげる」

エミリア：ホントですか！　よろしくお願いします！




　それから半年間、エミリアはニーラムのもとで能力を磨みがき続けることになる。

　それはＸ島での数少ない幸せな記憶だった。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：そこで回想は終わり、現在に戻もどります。突とつ如じよ現あらわれたニーラムは、鈴緒を振り回して遊んでるエミリアを見て、くすくすと微笑んでいる。

エミリア：ニーラムにはよくしてもらったし、会えて嬉うれしいけど……。今は逃とう亡ぼう中の身だし、やっぱり警けい戒かいするかな。……久ひさしぶりだね。

ＧＭ：そんな警戒心を気にせず、ニーラムは世間話でもするように自然体で話を続けてくる。「ええ、半年ぶりになるのかしら。元気にしていた？」

エミリア：あれ、結けつ構こうフレンドリー？　なら……。うん、元気にしてた！　日本はとてもおもしろいよ！　ニーラムは、どうして日本にいるの？

ＧＭ：その一言で途と端たんに彼女の表ひよう情じようが翳かげる。

エミリア：うっ、急に風向きが怪あやしく……。

ＧＭ：ニーラムは悲しげに告げる。「ファントムセルからの命令で、あなたたちを迎むかえに来たわ。……今ならまだ間に合う。一緒に戻りましょう」

エミリア：ううっ……。ジリっと一歩下がる。

ＧＭ：「逃にげるの？」エミリアの動きを見み逃のがさずに、ニーラムは嘆なげくように言う。

エミリア：……あそこには帰りたくないもの！　あたしはイタリアに帰るんだから！

ＧＭ：「そんなこと言わないで。拒きよ否ひされたら処しよ理りしろとも命令されているの。私はエミリアを殺したくはないのよ」

エミリア：ころ……す？　殺すって!?　そんなこと、ニーラムはしないよね？

ＧＭ：驚おどろくエミリアにニーラムは沈ちん黙もくを返し、戻るか否いなかの返答を待っています。

エミリア：そ、そんな……！　ど、どうしよう!?




　ニーラムと戦う？　恩おん人じんである彼女と戦いたくない！

　ならば、ファントムセルに戻る？　嫌だ、あんなところに二度と戻るもんか！

　堂どう々どう巡めぐりする思考の果て、エミリアが得た結けつ論ろんは───。




エミリア：…………時間をちょうだい。

ＧＭ：「そうね……。すぐに答えを出せと言うのも酷こくな話だわ。わかった。でも、残された時間は決して長くはないわよ」

エミリア：もう、何も言えなくなって、その場から逃げるように走り出す。

ＧＭ：では、背後からニーラムがこう告げる。「次は、いい返事を聞かせてちょうだい」




　エミリアに答える言葉はなかった。







◆Opening 03◆悪あく夢む再ふたたび


Scene Player ─── 諏訪原真也






　真也が生まれ育った街───暮林市。

　ほんの一週間ぶりなのに、妙みように懐なつかしく感じる。

　いろいろとあったが、これですべてが元通りだ。




　晴れわたる青空の下もと、真也は自分の家へと帰る。




ＧＭ：では、次は真也のオープニング。

真也：了解。……10あがった。

ＧＭ：みなさん、侵蝕率の出目高いですねぇ。さて、それでは真也にとっては一週間ぶりの暮林市なわけですが、家路についているところかな？

真也：だね。姿を隠かくす必ひつ要よう性せいも特に感じないし、普ふ通つうに家に帰るよ。

ＧＭ：ならば、早朝の住じゆう宅たく街がいを歩いていると横からこんな言葉をかけられる。「真也？　真也じゃないかっ！」

真也：おっ、誰だれだ？　声のした方を見るよ。

ＧＭ：ぽかんとした顔でひとりの少年が君を見てる。ジャージ姿でスポーツ刈がりの男子。早朝のジョギング中だったのか、軽く汗あせを流してるクラスメイトの亮太だ。

真也：（さわやかな笑みで）……やあ。

ＧＭ：（曖昧な笑みで）「よ、よう……」

真也：…………。

ＧＭ：「…………」

エミリア：この妙な沈黙は何なの？（笑）

真也：いや、なんとなく……さ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、沈黙すること十秒ほど。はっと亮太が我われに返る。「いやいや、やあ、じゃねえだろっ！」（笑）

真也：お、おう（笑）。

ＧＭ：「おう、でもない！　お前、一週間も音おと沙さ汰たなしでいったいどこに行ってたんだよ!?」

真也：いや、その……説明するのが難むずかしいんだけど……（ごにょごにょ）。

ＧＭ：「んんっ？」要よう領りようを得ない返答に、亮太は怪け訝げんそうに首を傾かしげている（笑）。

真也：さすがに説明するわけにもいかないしなぁ。

ガブリエル：そもそも信じてもらえんだろ。

真也：だよな……。うん、とにかく誤ご魔ま化かそう！（笑）

ＧＭ：なら、亮太は深くツッコミはしない。ただ、君が帰ってきたことは素直に喜ぶ。「こいつ、心配させやがって！　まあ、無事でよかったけどな」

真也：心配かけて悪かったよ。でも、これでいつも通りだから。

ＧＭ：「そっか。ならいいさ」

真也：それじゃあ、僕ぼくは行くよ。ちょうど家に帰る途と中ちゆうだったんだ。

ＧＭ：「そうなのか」

真也：そうなんだよ。

ＧＭ：「……やっぱ心配だから一緒に行く」しばし逡しゆん巡じゆんしていた亮太だが、唐とう突とつにそんなことを言う。もうついて行く気満々。

真也：別に帰るだけだよ？　何かあるわけじゃないし。

ＧＭ：すると亮太はため息混まじりに言う。「おいおい。一週間も姿を消してたやつが何言ってんだよ。最後まで見み届とどけないと不安だろうが！」

ガブリエル：そりゃそうだ（笑）。

真也：別に心配いらないんだけどなぁ。……とりあえず一緒に行くか。

ＧＭ：では、亮太は真也と並ならんで歩きながら、君のいなかった一週間の出来事を話してくれる。「この間、抜ぬき打うちテストがあってさ」「そうそう、あいつレギュラー取ったんだよ」

真也：なるほど。……なんか、たった一週間しかたってないのに、ずいぶんと久しぶりな感じがしてきたな（笑）。

ＧＭ：波瀾万丈の一週間でしたからねー。とまあ、とりとめもない話をしながら家に向かう途中、遠目に赤い光が灯ともったのが見える。

真也：ん？

ＧＭ：どうも何かが燃もえだしたっぽい。亮太がつぶやく。「……何か燃えてるのか？」

真也：火事……かな？

ＧＭ：ちなみに真也の家がある方ですね。

真也：そうなのかっ!?　え……ええっ!?　不安にかられて早足で家に向かう！……いや、まさかそんな。

ＧＭ：「お、おい、真也！　待ってくれよ！」と、亮太も慌ててついてくる。ふたりで急いで真也の家に向かうと───。




　真也の嫌な予感は的中してしまった。

　燃えているのは真也の家だ。

　舞まい踊おどる炎ほのおが、強きよう烈れつな熱を周囲にまき散らしている。




ＧＭ：「な、なんだこりゃっ!?」燃えさかる真也の家を前に、亮太が叫ぶ。

真也：えーと、えーと……とりあえず救急車？

エミリア：消しよう防ぼう車しや、消防車！（笑）

ＧＭ：「えっと一一〇番……じゃねえ！　一一九番！」と、慌てて亮太が携けい帯たいを取り出すが、そこで彼が突然倒れます。同時に真也の背せ筋すじに走る悪お寒かん。《ワーディング》だ！

真也：これって《ワーディング》とかいう……。いや、それより家がっ!?　いや、でも《ワーディング》ってことは近くにオーヴァードが……。パニックのあまり、僕は思考の無む限げんループを起こす。

ＧＭ：そこでふと気づくのですが、家の前に男がひとり立ってる。

真也：おっ、誰だ？

ＧＭ：彼は何をするでもなく、「盛せい大だいに燃えてやがる」と燃えさかる家を観かん賞しようしてる。

真也：いや、放ほう火か魔まだろ、それ！（一同爆笑）

ＧＭ：ちなみに先ほどの《ワーディング》の主は彼だ。

真也：……どう声かけよう。あからさまに違ちがう世界の住人みたいだってわかるし、話しかけるのも躊ちゆう躇ちよしちゃうんだが。

ＧＭ：すると、男の方も真也に気づき、くるりと振ふり返かえる。

真也：知っているやつなのか？

ＧＭ：いや、見覚えはないですね。

真也：よかった……。おかしくなった僕の父さんだったらどうしようかと！（一同爆笑）

エミリア：「よく帰ってきたな、真也。家が燃えているぞ～！」（笑）

アイヴィ：「わくわくして、もうここにはいられないんだっ！」（笑）

ガブリエル：「お父さん、事業に失敗しちゃってな！」（笑）

ＧＭ：だから、見知らぬ男ですってば！（笑）　はいはい、話を戻もどしますよ。瘦やせぎすの男は、ニヤニヤと不ふ快かいな笑みを浮うかべながら、真也のことを見ている。

真也：じゃあ、きっと睨にらんで叫ぶぞ。……あんた、誰だ！

ＧＭ：すると男はこう告げる。「つれないな、０９。俺たちはＸ島で生み出された兄弟みたいなもんだってのによ」

真也：その呼よび方かた……。お前、ファントムセルの……！

ＧＭ：真也のつぶやきに、瘦せぎすの男が嘲あざけるように嗤わらう。「察しがいいな。〝Ｘ０３〟ベルトルト・ダウンだ。お前と同じＸナンバーズだよ」




　その一言で、非ひ日にち常じようによる世界の侵蝕が始まる。

　悪夢はまだ終わっていない。







◆Opening 04◆正体不明の襲しゆう撃げき者しや


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　アイヴィは暮林市をぼんやりと観光していた。

　気分転てん換かんに外に出てみたものの、どうにも気分が晴れない。

　なんか、私って苦く労ろう性しようなのかな……？




　重い気持ちを抱かかえながら、アイヴィは夕ゆう暮ぐれの街を歩いていく。




ＧＭ：では、オープニングのラストはアイヴィのシーンでございます。

アイヴィ：はーい。言こと霊だまの力を見せるとき。えいっ！　……あれ、９も上がってる？

ガブリエル：今日は本当にみんな出目が高いな（笑）。

ＧＭ：まあ、こればっかりは運ですからね（笑）。さて、アイヴィも自由に時間を使えますけど、何をしてますか？

アイヴィ：そうですね。とりあえず観光かな。お金はないから見てるだけ。……お金がない観光って、こんなに寂さびしいものなんだ。

ＧＭ：お金がなくても観光を楽しんでる方もいますが（笑）。

ガブリエル：アイヴィはピアニストとして有名だったらしいからな。海外に行く時はそれなり金銭の余よ裕ゆうもあることが多かっただろうさ。

一同：ああー（納得）。

アイヴィ：そんなわけで、とぼとぼ暮林市を歩いております（笑）。

ＧＭ：なんか同じ女の子でも、エミリアとはずいぶんと観光のベクトルが違いますね。

アイヴィ：食べ物とか探さがさなきゃいけないのかな……。とか、むしろサバイバル思考が発はつ揮きされてたりします（一同爆笑）。

ＧＭ：たくましいですね（笑）。では、アイヴィが頭を悩なやませながら歩いていると、いつの間にか周囲の人通りがなくなっています。そこは繁はん華か街がいの裏うら路地で、大通りからそれなりに距きよ離りが離はなれているため、人のいない空白地帯になっている場所ですね。

アイヴィ：あっ、しまった！　人気のないところまで来ちゃった？

ＧＭ：静まり返った路地に人の気配はありません。ところが、そこに突然《ワーディング》が展てん開かいされる！

アイヴィ：えっ、こんなところで!?　もしかして追っ手!?




《ワーディング》からは激はげしい敵てき意いが伝わってきた。

　アイヴィは瞬しゆん時じに意識を切きり替かえ、周囲を警けい戒かいする。




ＧＭ：《ワーディング》の主はすぐに見つかります。目つきの悪い、タバコをくわえた日本人の男で、五メートルほど離れた場所から、敵意を込こめた視し線せんをアイヴィに向けている。

アイヴィ：普通に立ってるんですか？

ＧＭ：堂々と道のど真ん中に。めんどうくさそうな渋じゆう面めんを浮かべながら。

アイヴィ：……プレイヤー的には「喫きつ茶さ店てんはどうした!?」ってツッコミたい（笑）。

エミリア：んん？

ＧＭ：ああ、この柄がらの悪い兄ちゃんが、ハンドアウトにあった九条柳也なんですよ（笑）。

エミリア：なるほど！　って、ガラ悪いんだ（笑）。

ＧＭ：かなり（笑）。そんな柄が悪い柳也は不ふ機き嫌げんそうな渋面のままアイヴィを見つめていますよ。とりあえず様子を見ている感じです。

アイヴィ：じゃあ、そちらに向き直って……。なんだかギラついてますし、「こんにちは」とはいかないですよね。……どうしましょう？

ＧＭ：ならば戸と惑まどうアイヴィの機先を制せいするように、柳也が口を開く。「ようやく見つけたぜ、ＦＨ」

アイヴィ：一歩下がりながら聞きます。……あなたもオーヴァードなの？

ＧＭ：「おいおい、ワーディングをはる一いつ般ぱん人じんなんかいねえだろうが」

アイヴィ：まさか……ファントムセルの生き残りなの？

ＧＭ：「ファントムセルだと？　何言ってやがる。俺はＵＧＮだぞ」ちなみにＸ島では聞いたことのない組そ織しき名めいですね。

アイヴィ：じゃあ、眉まゆをひそめます。……ＵＧＮ？

ＧＭ：「ああ、ＵＧＮの九条柳也だ。お前らＦＨと一緒にしないでくれよ」

アイヴィ：……ＵＧＮなんて知らない。それに、ＦＨ呼よばわりされるのも心外だよ。

ＧＭ：「下手なごまかしはよせ。暮林支し部ぶにＦＨ侵しん入にゆうの報ほう告こくが入ったせいで捜そう索さくにかり出されて、俺はいらついてんだ。まったくめんどくせえ」くわえタバコの男───柳也はまるで聞く耳を持たない。

ガブリエル：やる気満々だな、おい（笑）。

アイヴィ：めんどくさいのなら放っておいてよ。……二～三歩さらに下がって、警戒するように風を吹ふかせます。

ＧＭ：「やる気か？　いいぜ、俺もそっちの方が手っ取り早くて楽だしな。とっ捕まえてから、じっくり話を聞かせてもらうぜ」柳也は楽しそうに笑うと、やおら指を弾はじく。

アイヴィ：いきなり仕し掛かけてきた!?

ＧＭ：パチン！　という指を鳴らす音が響ひびき、アイヴィの目の前に漆しつ黒こくの球体───重力弾だんが出しゆつ現げんする！

アイヴィ：これって真也さんと同じ!?　そう思った直後に私は吹き飛ばされますが、風を上手うまく操あやつって綺き麗れいに着地しますよ。

ＧＭ：「今の一いち撃げきをいなしやがったか。こいつは面白くなってきたぜ」と言って、柳也はさらにテンションを高めていく。

アイヴィ：ああっ、もう！　……おじさん、女の子に対して手て加か減げんしなさいよ！

ＧＭ：（にやりと笑い）「悪いな。俺は大人気ない大人なんだ」（一同爆笑）

アイヴィ：うわぁあ！（笑）

エミリア：悪人だよ、この人！（笑）

ＧＭ：悪人上等（笑）。柳也はいつでも指を弾けるようにしながら言う。「さて、ＦＨ。お前がこの町で何をするつもりなのか、洗あらいざらいしゃべってもらうぜ」

アイヴィ：駄だ目めだ、話が通じませんよ！　日本のおじさんって恐こわいです！（笑）

真也：これはかなり特とく殊しゆな例だと思うんだけど（笑）。

エミリア：そんな冷静に考えてる暇ひまもない感じだよ（笑）。

アイヴィ：もう、ここは逃にげに徹てつしましょう。光の木の葉をバーッと生み出して目め隠かくしにして、一目散にその場から逃げ出します！

ＧＭ：ならば、輝かがやく木の葉が柳也とアイヴィの間を隔へだてる。そこに柳也が重力弾を撃うち込こむが、アイヴィの姿が見えないためか当たらない。

アイヴィ：家々の隙すき間まに隠かくれながら、全力疾しつ走そうで撤てつ退たいです！




　無む我が夢む中ちゆうで走り出す、アイヴィ。

　家々の隙間を子こ供どもならではのフットワークですり抜ぬけていく。




ＧＭ：逃とう走そうから十分ほど。柳也が追ってくる様子はない。どうやら撒まけたようです。

アイヴィ：何なんですか、あの人は!?　うう……っ！

エミリア：アイヴィが吼ほえた（笑）。

アイヴィ：叫さけんでちょっと落ち着きました（笑）。とりあえず、帰りますよ。……あのおじさんのこと、みんなに知らせなくちゃ。




　走りながらアイヴィは考える。

　ＵＧＮという組そ織しきに、九条柳也という男。

　だが、Ｘ島に閉とじこめられ、外界から取り残された彼女には、答えは出せなかった。







プレイヤー的には～　しのさんは柳也が登場した『アライブ』シリーズでもプレイヤーをしている。そのため、本来は鳴島市という街にいるはずの彼が、ここにいることに対してツッコミをいれたくなってしまったようだ。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆崩ほう壊かいの序じよ曲きよく


Scene Player ─── 諏訪原真也






　燃もえさかる家と敵てきからの追つい跡せき者しやを前に、真也の思考は怒りと困惑で沸ふつ騰とうしそうだった。

　悪あく夢むは終わっていなかった。日にち常じようが侵しん蝕しよくされていく───。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ。最初のシーンプレイヤーは真也。ちなみに、ミドルはこちらから制限をかけないかぎり、登場は自由にして構いません。

一同：はーい。

ＧＭ：オープニングの直後。真也の家が燃え上がり、〝Ｘ０３〟を名乗る男───ベルトルトが現あらわれたところから始まります。

真也：なら、ベルトルトを睨にらみながらうなる。……こ、これは！

ＧＭ：「くっくっくっ……」ベルトルトは真也を見ながら陰いん気きに笑っている。その背はい後ごでは、真也の家が真っ赤に燃もえ上がり続けています。

真也：半ばパニックになりながら叫ぶぞ。……くそっ、いったい何がどうなってるんだよ!?これはあんたがやったのか!?　いや、それより……父さんと母さんは無事なのか!?

ＧＭ：うろたえる真也を、ベルトルトは嘲あざ笑わらう。「なるほどな……。完成したばかりだとは聞いていたが、本当にド素人しろうとなんだな」

真也：質しつ問もんに答えろよ！　頼たのむから人の話を聞いてくれ！

ＧＭ：「おっと、短気はいけねぇな。答えてやるから落ち着けよ」

真也：くそぉっ……。

ＧＭ：「まず、この家を燃やしたのは俺おれだ。お前らの行く先に平へい穏おんなんぞねえ。どこに逃にげようと、俺たちファントムセルがすべてをぶち壊こわす」

真也：追っ手……なのか？　あの時、島は沈しずんだはずなのに……。

ＧＭ：「まさか、あんなちっぽけな島がファントムセルのすべてだと思っていたのか？　Ｘ島なんざ、ファントムセルにとっては氷山の一角もいいところだ」

真也：そ、そうなのか？

ＧＭ：「ああ、そうさ。しかし、お前の両親も気の毒だよな。お前さえ逃げ出さなきゃ平穏に暮くらせていたろうに」ベルトルトの顔に嗜し虐ぎやく的な笑みが浮うかぶ。

真也：まさか、あんた……、父さんと母さんを……！

ＧＭ：ベルトルトは答えない。ただ、にやりと意味深に笑う。

真也：その瞬しゆん間かん、殴なぐりかかる！

ＧＭ：では、ベルトルトは余よ裕ゆうの笑みを浮かべて───。




　あっさりと顔面で、真也の拳を受け止めた。




ＧＭ：「ギャァアアアアアアッ！」悲鳴を上げながら、ベルトルトが吹ふき飛とぶ！

エミリア：あれ？（笑）

ＧＭ：彼は数メートル転がり、ブロック塀べいに衝しよう突とつしてようやく止まる。そして、うめくように一言。「……やるじゃねえかっ！」

真也：こ、こいつ弱いぞっ！（一同爆笑）

ガブリエル：そこで登場だ。《ワーディング》を察知して駆かけつける。真也が無事なのに安あん堵どしつつ、転がっているベルトルトを見て驚おどろく。……お前、０３か！

ＧＭ：「そういうお前は、０２───」

真也：その言葉を遮るように追い打ちをかける。馬乗りになって何度もぶん殴なぐる！　……あんたが、あんたがやったのか！　父さんと母さんをどうした!?

ＧＭ：ベルトルトはろくな抵てい抗こうもできないままに殴られ続ける。真也の拳が振ふるわれるたびに、彼の頭部が左右に弾はじけ飛ぶ。「ゲボッ、ゲハッ、グボッ!?」

ガブリエル：そいつは止めるぞ。真也をベルトルトから引きはがす。……やめろ、真也！　しっかりしろ。衝動に身を任まかせるな！

真也：あっ……、ガブリエル？

ガブリエル：正気に戻もどったか？　ＧＭ、ベルトルトの様子はどうだ？

ＧＭ：真也が離はなれて自由になったので、立ち上がってあなたたちを睨にらんでます。先ほど殴られたのが効きいてるのか、すごく足元がよろよろしてますが。

真也：ほ、本当に弱いんだな。これなら捕まえられるかも……。

ＧＭ：ベルトルトは眉まゆ根ねをよせ、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように叫さけぶ。「くそ、最新型の名は伊達だてじゃないようだな、０９！　そこにいるてめぇの友人っぽい野や郎ろうを人ひと質じちにしてやろうと思ったが、まさか、そんな隙すきも与あたえねぇほどとは！」

真也：そんなこと考えてたのか……。

アイヴィ：亮太さん、ただいま昏こん倒とう中ですからね。

ＧＭ：まあ、ボコボコにされてもはや人質を取る余裕もないですが（笑）。

ガブリエル：とりあえずベルトルトに聞くぞ。……俺たちを追ってきたのか、０３。

ＧＭ：「ああ、俺たちＸナンバーズは貴き重ちような実験体なんだ。逃のがすわけにはいかねえだろう」

ガブリエル：そうだな……。そう簡かん単たんに見逃してくれるはずもないか。

ＧＭ：「すぐにでもてめぇらを連れて帰りてぇところだが、流石さすがに最新型───０９のパワーは俺より強えようだ。正せい攻こう法ほうじゃ勝てねえのはわかった」

ガブリエル：……どういう意味だ？

ＧＭ：「正面からやりあうのはやめってことさ。他の方法を考える。あばよ！」そこでベルトルトは《騒さわがしき行列》を使用。四散した身体が四方八方へと逃にげる！

真也：おおっ!?　ま、待ちやがれ！

ＧＭ：「悪いがそいつは聞けねえな！」バラバラになったベルトルトは瞬く間に姿を消す。

真也：くそっ、逃げられた！

ガブリエル：落ち着けよ、真也。しかし、大した逃げ足だな。

ＧＭ：さて、ベルトルトが去ったことで《ワーディング》も切れます。すると、昏倒していた亮太が目を覚ましますよ。「う、うーん……」

真也：あ、目が覚めた。

ＧＭ：亮太はフラフラと立ち上がると、目の前で燃もえている家を見つけてぎょっとする。「おぉおおおおっ!?　真也の家が燃えてるっ!?」

真也：そっか、亮太はそこで止まってたんだもんな！（笑）

ＧＭ：「し、真也ーっ！」オロオロしながら亮太が駆かけ寄よって来るが、真也の隣となりに立つ巨きよ漢かん───ガブリエルの姿にギョッとなる。

ガブリエル：亮太と燃える家をちらりと見て。……真也、あれはお前の家か？

真也：（こくりとうなずく）

ＧＭ：そんなやりとりを交かわしたところで、真也の家がガラガラと派は手でな音を立てて崩くずれ落おちる。舞まい上がる火の粉。周辺住民が家から出てきて、騒さわぎ出す。

真也：……駄だ目めだ、動けない。ただ呆ぼう然ぜんと焼け落ちる家を見つめている。

ＧＭ：では、亮太が慌あわてふためきながら携けい帯たいを取り出す。「わわわっ！　ひゃ、一一九番！」

ガブリエル：……まずいな。亮太には悪いが、真也を抱かかえてすぐにこの場を離はなれるぞ。

ＧＭ：む？

ガブリエル：これだけの騒ぎだ。警けい察さつも出で張ばってくるだろう。今、目をつけられるのはまずい。職しよく質しつでもされたら厄やつ介かいなことになる。

真也：なら、僕ぼくは大人しくガブリエルの肩かたにかつがれるよ。

ガブリエル：すまんな。

ＧＭ：すると、それに気づいて亮太が慌あわてる。「あっ、おい！　何やって───」

ガブリエル：騒がれるのは困る。《ワーディング》で意い識しきを失わせて立ち去る。

ＧＭ：では、真也とガブリエルが立ち去り、亮太は取り残される。そして、遠くから消防車が鳴らすサイレンの音が聞こえてきたところで、シーンを切ります。







《騒がしき行列》　身体をバラバラに分解して逃げるエグザイルのエフェクト。











◆Middle 02◆暗雲立ちこめる


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　廃はい屋おくの一室で、エミリアは落ち込こんでいた。

　かつての恩おん人じんが敵として現れたのだ。当然の反はん応のうだ。

　───あたしはどうすればいいんだろう。

　自問するが、答えは出ない。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはエミリアで。

エミリア：はーい。とりあえず、みんなにニーラムのことを話したいんだけど。

ガブリエル：いろいろとあったし、話し合いはしたいところだな。

ＧＭ：それじゃあ全員登場で、場所は拠きよ点てんの廃屋にしましょうか。

エミリア：りょーかい。侵しん蝕しよく率りつ上げるよー。……あう、９も上がった。

アイヴィ：私はツンデレ効こう果かを狙ねらいますよ。

一同：ツンデレ効果!?（笑）

アイヴィ：高い目が出てもいいと念じて、逆ぎやくに低い目を呼よび寄よせるんです（笑）。

ＧＭ：低い目が出ろと念じると高い目が出る法ほう則そくの逆ぎやくバージョンですね（笑）。

アイヴィ：そんな感じです（笑）。10出ろ、10！　えいっ！　……２、よし！

ガブリエル：すごい、これがツンデレ効果かっ！　……俺は侵蝕率なんか気にしないぜ？　（ダイスを振ふる）おお、３！　これだ！　そっぽを向いてダイスを振る！（笑）

真也：こっちは４上がった。まあまあかな。

エミリア：ツンデレ効果……もうちょっと早く教えてくれればいいのに～！（一同爆笑）

ＧＭ：ツンデレ大人気ですね（笑）。さて、それでは無む断だん拝はい借しやく中の廃屋で、みなさん一堂に会するところからシーンは始まります。

エミリア：あたしはブルーになってるかな（[image: ]真っ青）。

真也：僕は燃もえ尽つきてる（[image: ]真っ白）。

ガブリエル：俺は沈しずむふたりを前に途と方ほうに暮くれてるぜ。……まいったな。

ＧＭ：結果、部屋には重い静せい寂じやくが流れている。

アイヴィ：じゃあ、私は最後に到とう着ちやくして。みんな大変です！　と部屋に入るんですが、室内の空気の重さに沈ちん黙もくします。あれ、なんだか雰ふん囲い気きが……。

ガブリエル：おう、アイヴィ。まあ、いろいろとあってな。

アイヴィ：というか、なんで真也さんがここにいるんですか？　家に帰ったはずじゃ……。

真也：じゃあ腐くさった魚のようなよどんだ目で、さらに落ち込む（笑）。

ＧＭ：アイヴィの的てき確かくなつっこみで真也はさらにへこんだようだ（笑）。

アイヴィ：あわわわっ!?

ガブリエル：やれやれだな。とりあえず、メシでも食って元気出せ。適てき当とうに山から採とってきた材料で作った食事を出すぞ。ついでに真也の家が襲しゆう撃げきされたことも伝えておく。……実は真也の家が襲撃されてな。

エミリア＆アイヴィ：えっ!?　それってまさか───。




「ニーラム!?」「ＵＧＮ!?」

　ふたりの少女の口から、同時にまったく違ちがう名前が紡つむがれた。




ガブリエル：いや、違う。真也の家を襲おそったのはベルトルトだ。〝Ｘ０３〟……ファントムセルからの追っ手だな。

アイヴィ：そういえば、０１、０３、０７はＸ島の外に出てたんでしたっけ。

ガブリエル：俺と同時期に改かい造ぞうされたやつだ。脱だつ出しゆつの時にはＸ島にいなかったＸナンバーズが、追っ手として来るとはな。

エミリア：……０３だけじゃない。０７……ニーラムも来てるよ。

ガブリエル：そういや、さっきあいつの名前を呼よんでたな。ニーラムと会ったのか？

エミリア：うん。あたしたちを連つれ戻もどしに来たって言ってた……。

ガブリエル：やれやれ、追っ手は最低でもふたりいるってことか。

ＧＭ：ピクシーもため息混まじりに言う。「予想よりも対たい応おうが早いな。それに敵は追っ手だけじゃないようだ。アイヴィ、先ほど言っていた〝ユージーエヌ〟とはなんだい？」

アイヴィ：私たちはＵＧＮのことを知らないんですよね？

ＧＭ：ええ、Ｘ島では教えてもらっていません。

アイヴィ：じゃあ、オープニングでの柳也さんとのやりとりを話しましょう。頰を膨らませて、ぷんぷんしながら（笑）。

ガブリエル：ひどいファーストコンタクトだったからなぁ（笑）。じゃあ、アイヴィに訊くぞ。……そのＵＧＮの構成員ってのはオーヴァードだったのか？

アイヴィ：（こくりとうなずき）うん、真也さんと同じ日本人のオーヴァードでした。

ガブリエル：なるほどな。俺たち以外にもオーヴァードがいるってことか。

エミリア：ちなみにピクシーはＵＧＮのこと知ってたりしないの？

ＧＭ：すると、ピクシーは何とも困こまった様子で言う。「すまない。初めて耳にする組織名だ。Ｘ島生まれのせいもあって、ボクは外界のことには疎うとくてね」

エミリア：そっかー。まあ、隔かく離りされた島だったしねぇ。

アイヴィ：一いち応おう聞いておきますね。……ねえ、真也さんはＵＧＮって知りませんか？

真也：……知らないな。それにＵＧＮなんかどうでもいい。それよりもあいつを、０３を捕まえて倒たおす方が先だ……！

ガブリエル：……すまない、真也。いずれ追っ手が来ることは予想できたんだ。一番近いからといって日本に向かう前に、慎しん重ちようになるべきだった。

真也：…………。

一同：…………。

ＧＭ：では、ここで少しピクシーから情じよう報ほうを出しましょう。「真也、無む責せき任にんな希望を持たせるのもどうかと思うが、やはり君には伝えておいた方がよさそうだ」

真也：なんだよ？

ＧＭ：「先ほど警察という組織の無線に、君の両親の話題が上がっていた。その内ない容ようによると……、焼失した家から君の両親の遺い体たいは見つからなかったようだ」

真也：本当か!?

ＧＭ：「ああ、本当だ。現げん在ざい、行方ゆくえ不明扱あつかいで警察が捜そう索さくしているよ」

ガブリエル：安心はできないが、生きてる可か能のう性せいはあるってことか。

ＧＭ：「そういうことだ。だから真也、希望を捨すててはいけない」

真也：父さんと母さんは生きてるのか……！　今すぐ捜しに行ってくる！

エミリア：待って！　あたしも行くよ。……ママ大好きっ子としては、今の真也は放っておけないもの。

アイヴィ：ちょ、ちょっと待ってください！　ふたりとも狙ねらわれている自覚あるんですかっ!?　考えなしに飛び出したら危あぶないですよ！

ガブリエル：アイヴィの言う通りだ。俺たちはファントムセルだけでなく、ＵＧＮって組織にも狙われてる。情報は集めなきゃならんのはたしかだが、まずは落ち着けよ。

真也：だ、だけど……！

ガブリエル：とりあえずこれでも食え。真也に蛇へびの蒲かば焼やきを……（笑）。

ＧＭ：「どう行動するにも情報が足りないな。追っ手も勿もち論ろんだが、アイヴィを襲ったというＵＧＮについても気になる」ピクシーが神しん妙みような声で告げる。

アイヴィ：まずは情報収しゆう集しゆうですね。

エミリア：だね。追っ手のこと、真也の両親のこと……。

アイヴィ：あとはＵＧＮについてもですね。

真也：なんか政せい府ふ組織っぽいよな、ＵＧＮとか適てき当とうな略りやく称しようつけてるところとかさ。

ガブリエル：Ｕ、Ｇ、Ｎか。何の略だろうな？

アイヴィ：ユナイテッドUnited───。

エミリア：グレートGreat（笑）。

アイヴィ：ナチュラリストNaturalistとか？（一同爆笑）

真也：直ちよく訳やくだと巨きよ大だい自然主しゆ義ぎ者しや連合か。もうわけがわかんないな（笑）。

アイヴィ：さて、情報収集に行きましょうか（笑）。

ガブリエル：やれやれ（笑）。よし、手分けして情報を集めよう。ひとりで動くのは危き険けんだ。ふたり一組で行くとしよう。

真也：わかった。じゃあ、僕は両親のことを調べに行くけど……。

エミリア：あたしが一いつ緒しよに行くよ。

ガブリエル：なら、俺はアイヴィとチームだな。

アイヴィ：ですね。こちらはＵＧＮについて調べましょう。……また、怖こわいおじさんに襲おそわれたりしないといいんですけど（笑）。

真也：自分で大人げない大人とか言うやつだからなぁ（笑）。

ＧＭ：ちなみにピクシーはどうします？　連れていくこともできますが。

ガブリエル：俺が持ってく。放っておいて何かあったら大変だしな。適当にポケットにつっこんどくよ。

ＧＭ：わかりました。ではピクシーはガブリエルと行動をともにする。「また君の世話になるよ。よろしく、ガブリエル」

ガブリエル：おう、よろしくな。

エミリア：それじゃあみんな、調ちよう査さがんばろー！

一同：おー！

ＧＭ：では、みなさんが廃屋をあとにしたところでシーンを切ります。







◆Middle 03◆謎なぞの組そ織しき


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　街の中でアイヴィが静かに耳を澄すます。

　風を操あやつり、暮林市に満ちる音を拾い集めているのだ。

　その中から必要な情じよう報ほうを見つけ出すため、アイヴィは精せい神しんを集中した。




ＧＭ：まずはアイヴィ＆ガブリエル組のシーンから。シーンプレイヤーはアイヴィ。

アイヴィ：それじゃあ早さつ速そく、ＵＧＮについて調べようかな。

ＧＭ：了りよう解かい。では、〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：裏社会〉〈情報：暮林市〉で調べられます。

アイヴィ：どれもコネがないなー。

ガブリエル：俺もないぞ。

真也：実は持ってたり、〈コネ：情報屋〉（笑）。

ＧＭ：なんか悪いつき合いでもあったんですか？（笑）

真也：ほら、僕はやさぐれてたからさ（笑）。もし、情報収集がうまくいかなかったら、登場して手伝おうか？

アイヴィ：たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。コネがない分はエフェクトで埋うめられますし。《ベーシックリサーチ》を使います。これで侵蝕率のダイスボーナス１個こもつきますよ。

ＧＭ：もう侵蝕率が60％を超こえたんですか。それは早い。

アイヴィ：やっぱり実験体の基き本ほん侵蝕値ち＋10が効いてますね。まあ、ダイスボーナスが入るんでよしということで。〈情報：暮林市〉で二回判はん定ていして……達成値は９です。

ＧＭ：では、アイヴィは街中のあらゆる音を拾い上げ情報を集積していく。そして、わかったのは、ＵＧＮが表社会に認にん知ちされている組織ではないということですね。

ガブリエル：レネゲイドに関かん与よする組織だから秘ひ密みつになってるんだな。

ＧＭ：その通り。

アイヴィ：そうなると、詳くわしく調べるのは難むずかしそうですね。……やっぱり、あの怖いおじさんと接せつ触しよくするしかないのかなぁ。

ガブリエル：九条柳也か……。それにしたって居い場ば所しよがわからんしな。

アイヴィ：彼の言葉からすると、暮林支し部ぶって場所にいるんじゃないでしょうか？　ＧＭ、ＵＧＮ暮林支部の場所はわかりますか？

ＧＭ：先ほどの情報収集に成功してますから、それと思おぼしき場所はわかりますよ。

ガブリエル：おっ、どこだ？

ＧＭ：暮林市のオフィス街の外れにあるビルです。そこに九条柳也と思わしき、目つきの悪い、くわえタバコの男が入っていったという目もく撃げき談だんがありますね。

アイヴィ：なるほどー。あのＦＨと見ると容よう赦しやのない人が……。

ガブリエル：そのビル一棟丸ごと支部だとしたら、なかなかでかいところだな。

ＧＭ：あと最後にもうひとつ。柳也の態たい度どからもわかると思いますが、ＵＧＮがＦＨと敵てき対たいしていることは推すい測そく可か能のうです。

アイヴィ：おかげでひどい目にあいましたよ～（笑）。

ＧＭ：とまあ、ＵＧＮに関して集まった情報はこんなところですね。

ガブリエル：ふむ。どうする、アイヴィ。ＵＧＮ支部に行ってみるか？

アイヴィ：結けつ構こう大きい組織みたいですし、ふたりで行くのは危ない気が……。ＧＭ、ＵＧＮの理念とかはわかったりしませんか？

ＧＭ：そこは謎なぞのままですね。表社会から隠いん匿とくされている組織ということもあり、内部情報に関してはガードが堅かたい。

アイヴィ：ＦＨと敵対してるから、別の理念で動いてるっぽいってわかるぐらいですか。

ＧＭ：ですね。

ガブリエル：アイヴィのことを捕ほ獲かくしようとしてたんだよな。

アイヴィ：というか、とにかく暴あばれたかったようにしか見えなかったですよ（笑）。

ＧＭ：あー、ほら。ギラつきたいお年とし頃ごろなんですよ（笑）。

真也：本当に物ぶつ騒そうな人だな（笑）。

ガブリエル：とりあえず、暮林支部とかいうところの外で見み張はって、柳也が出てきたら捕つかまえるか？　あとは直ちよく接せつ乗のり込こんで柳也を呼よび出すのも手だな。

アイヴィ：逆に私たちが捕まることにならないといいんですけど（笑）。

ガブリエル：そこは大丈夫だろ。戦うのはつらいかもしれんが、ただ逃にげるだけなら問題ないさ。捕まったりはしねえよ。

ＧＭ：ずいぶんと余裕がありますね。

ガブリエル：オーヴァードになって、人間だった頃ころより気が大きくなってるからな。逃げに徹てつするだけなら、そんなに気をもんだりしないんだ（笑）。

アイヴィ：じゃあ、九条柳也と接触して話し合うって感じかな？

ガブリエル：だな。で、やばくなったらとっとと逃げればいいさ。

アイヴィ：わかりました。じゃあ、ふたりでＵＧＮを探さぐりに行ってみましょうか。

ガブリエル：おう。

ＧＭ：了解。ではふたりでＵＧＮ暮林支部へ向かったところで、シーン終しゆう了りようです。







コネ　特定の情報収集の判定にダイスボーナスを得るアイテム。

《ベーシックリサーチ》　広範囲の音を拾って情報収集を行なうハヌマーンのエフェクト。











◆Middle 04◆両親の行方ゆくえ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　エミリアが操あやつるタロットを、真也はじっと見つめていた。

　両親の行方を占うらなってもらっているのだ。

　神かみ頼だのみでもしてる気分だが、今は少しでも手がかりが欲ほしい。

　───そうさ、どんな手を使っても絶ぜつ対たいに両親を捜さがし出してみせる！




ＧＭ：一方その頃ころ、真也＆エミリア組のシーン。シーンプレイヤーは真也。

真也：それじゃあ、さっそく両親の情報を集めよう。

エミリア：オッケー。ちなみに、真也の両親の行方って占ったりできない？　タロットカードが使いたーい。

ＧＭ：占いですか……。なんか面白いので構いませんよ（笑）。

真也：おっ！　なら、僕は「本当に占いなんかでわかるのか？」と思いつつ、最近常識が崩れつつあるので、大人しく隣でエミリアの占いを見ていよう（笑）。

エミリア：よーし、真也のパパママについて占うよ。

ＧＭ：ではエミリア、〈知識：占い〉で判定してもらえますか。

エミリア：えっ、〈知識：占い〉!?

ＧＭ：なんでそんなに驚おどろくんですか（笑）。

エミリア：いや、その……ごめーん！　〈知識：占い〉って持ってないの。その代わりに〈知識：お菓か子し〉取っちゃったから（笑）。

一同：なんだって───っ！（爆笑）

アイヴィ：〈知識：お菓子〉ってなんですか!?（笑）

真也：そりゃお母さんに占いの腕うで、ダメ出しされるよ！（一同大爆笑）

エミリア：ご、ごめーん！（笑）

ＧＭ：いや、そういう型に囚われないところが、エミリアのいいところだと思いますよ（笑）。あと、だからこそ現げん在ざいに繫つながるわけで、これはこれでいいんじゃないかと。

エミリア：らじゃ！（笑）　じゃあ〈知識：占い〉で……クリティカル。達成値ち11！

ＧＭ：やるなあ。それなら十分に成功ですよ。

エミリア：おお、やった！　じゃあ、タロットカードを出す！

ＧＭ：ほい。山札から次々とタロットがめくられていき、並ならべられたカードが答えを導みちびき出だすべく収しゆう束そくしていく。そして出た答えは……。

真也：ど、どうなの？

ＧＭ：うん、よくわからない（笑）。

真也：おぉおおおおい!?（笑）

ＧＭ：少なくとも、この暮林市に両親はいないようですね。

エミリア：そこはわかるんだ？

ＧＭ：逆ぎやくに言うと、そこまでしかわからないってことでもあります。

ガブリエル：まぁ、占いだからなぁ。

真也：生きてるとか死んでるとかは？

ＧＭ：えっと……生きてる、っぽい。

真也：まぁ、占いだからなぁ（笑）。

エミリア：この街にはいないけど、生きてるかな。たぶん……（笑）。

アイヴィ：なんか曖あい昧まいでよくわかりませんね（笑）。

エミリア：でも、決定的に駄だ目めっていうのも出てないから大だい丈じよう夫ぶだよ！

ＧＭ：あとは〝隠いん者じや〟のカードが出てますね。

真也：〝隠者〟っていうと、隠かくされた真実みたいな意味か？

ＧＭ：両親の失しつ踪そうには何か秘ひ密みつがある、という感じですね。

真也：うーん……。

エミリア：真也のパパママって働きに出てるの？

真也：父さんは働きに出ているけど、母さんは専せん業ぎよう主しゆ婦ふだよ。

エミリア：じゃあ、この町から出てるのは普ふ通つうに考えるとないかな。それとも、よくお出かけするママだったの？

真也：あまりなかった、と思うけど。

エミリア：そうなると、やっぱり誰だれかに連れて行かれたのかな……。

真也：そう言われるとへこむよ。ドヨーン。

エミリア：え？　あっ、あのゴメンゴメン。

真也：僕が一週間いなかったのに、のこのこ旅行に行くはずもきっとないし。

ガブリエル：「息子むすこがいなくなったから旅行よ！」（一同爆笑）

アイヴィ：息子捜さがしの旅に出てるんなら、旅行に出てるとも言えなくないですけど（笑）。

真也：こうなったら、ベルトルトの方も探さぐってみようか。あいつなら何か知ってるかも。ＧＭ、判定してもいいかな？

ＧＭ：いいですよ。〈情じよう報ほう：ＦＨ〉〈情報：裏社会〉〈情報：暮林市〉でどうぞ。

真也：何気に取っておいた〈コネ：情報屋〉が役立つ時が来たな。

アイヴィ：やさぐれていた時に知り合った情報屋が（笑）。

真也：やさぐれていたというか、現在もやさぐれ中なんだけどさ（笑）。じゃあ、〈情報：裏うら社会〉で……達成値７だよ。

エミリア：一いち応おう、あたしもやっとこ。それ！　……真也と同じく達成値７だね。

ＧＭ：それだと詳しよう細さいはつかめません。ただし、ヒントは手に入ります。

真也：収しゆう穫かく無しよりマシだ。じゃあ、知り合いの情報屋に連れん絡らくつける演えん出しゆつで。

ＧＭ：了りよう解かい。真也が携けい帯たいで連絡をつけると、情報屋はすぐに出る。「おう、真也か。なんか行方不明になってたって聞いたが、戻もどってきたのか」

真也：ああ、ちょっとね……。

ＧＭ：「しかも、帰ってきて早々、自分の家を燃もやされちまうなんてな。ずいぶんとヤバイことに巻まき込こまれてるみてえじゃねえか」

エミリア：あっちも真也の家が燃えたことはもう知ってるんだ。

真也：その方が話が早くて助かる。……実はその放ほう火か犯はんを捜してるんだ。そっちで何かつかめてたりしないか？　ベルトルトの特とく徴ちようを情報屋に教えるよ。

ＧＭ：「ＯＫ、調べてやるよ。ちょっとだけ待ちな」情報屋は五分ほどでベルトルトの目もく撃げき情報を探り出してくれる。

真也：それで、どこで見かけたんだ？

ＧＭ：「住じゆう宅たく街がいで見たって奴やつがいる。屋根の上を飛んで移い動どうしてたとかスッゲー話を聞いたんだけどよ。こいつ、いったい何なんだ？」（笑）

真也：うえっ!?　その……。ああ、説明しにくいな！（一同爆笑）

アイヴィ：それにしても、わざわざ屋根の上を飛んでいくなんて（笑）。

エミリア：ありえる。あいつなら、ありえるよ！（笑）

真也：適てき当とうに誤ご魔ま化かしつつ。……とにかく、そいつの居い場ば所しよが知りたいんだ。

ＧＭ：「さすがに屋根の上を飛んでいる男をずっとは追えねぇだろ。見かけたって奴も、そいつがどこに向かったかまではわかんねえってさ」

真也：そこから先は達成値７じゃ足りないってことか。……ＧＭ、ちなみに住宅街にあるめぼしい施設には何があるのかな？

ＧＭ：そうですね……。真也の家以外だと、真也の通ってた高校がありますね。

真也：学校か……。

ＧＭ：「どんな厄介事に巻き込まれてるか知らないが、気をつけろよ。見た奴の話だと、かなりヤバイ雰ふん囲い気き出してたらしいぜ。いかにも何かしでかしそうだったとよ」

真也：しでかしそう……か。まだ何かを起こしたわけじゃないんだな？

ＧＭ：ええ。まだ、新しい事じ件けんを起こしてはいません。

真也：わかった。情報屋に礼を言って携帯を切る。……エミリア、あいつは住宅街にいるみたいだ。直接捜しに行ってくる。

エミリア：じゃあ、あたしも一緒に行くよ。チームで行動するように言われてるしね。

真也：そうか……。ありがとう、助かる。

エミリア：いえいえ、どういたしまして（笑）。

ＧＭ：では、ふたりで住宅街の方へ向かったところで、いったんシーンを切ります。







◆Middle 05◆虎こ穴けつに入らずんば


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　オフィス街の端はしに建つビジネスビル───ＵＧＮの支部へ、アイヴィはやってきた。

　ここに自分を襲おそった九条柳也がいるはずだ。

　今度は争うことなく、話し合うことができるといいのだが……。




ＧＭ：では、再ふたたびアイヴィ＆ガブリエル組に話を戻もどします。シーンプレイヤーはアイヴィ。

アイヴィ：じゃあ、ＵＧＮ暮林支部に着いたところからですね。

ＧＭ：了解です。オフィス街の一角にあるビル───ＵＧＮ暮林支部。ちなみに、表向きは暮林運送株かぶ式しき会社という貿ぼう易えき会社になっている。

ガブリエル：偽ぎ装そうしてんのか。じゃあ、ビルに入って受付のところに行くぞ。

アイヴィ：ついて行きますよ。とてとてとて。

ＧＭ：堂々としてますね（笑）。では、二メートルを超こえる巨きよ漢かん＆可愛かわいらしい少女という、デコボコなコンビに社員たちの視し線せんが集中しますよ。

アイヴィ：うう、視線が～。

ガブリエル：俺は気にせず受付に言う。……九条柳也さんに取り次いでもらえるかい？

ＧＭ：「は、はぁ……」なんとも場ば違ちがいな客人に、受付係はぽかんとしてしまう。

アイヴィ：見たままを伝えてください。きっとわかるはずですから。

ＧＭ：「わ、わかりました」ガブリエルの迫はく力りよくも手伝い、受付係は受話器を手に取る。

ガブリエル：ああ、そうだ。一応、帽ぼう子しとか手て袋ぶくろとかつけて、機械部分は隠かくしとこう。

ＧＭ：ＯＫです。では、しばらくして受付係が内線ごしのやりとりを終えて、ふたりに言う。「お待たせしました。その……、今から参るそうです」

ガブリエル：やけに素す直なおだな。まあ、こっちとしては助かるけどよ。

ＧＭ：数分ほどしてエントランスホールにあるエレベーターから、やさぐれた男───九条柳也が姿を現す。「よう、ＦＨ。みずからお出ましとは大した自信だな」にやりと、ひどく物ぶつ騒そうな笑みを浮うかべながら柳也が言う。

アイヴィ：むー。だから、ＦＨなんて呼ばれるのは心外だって言ってるのに……。

ＧＭ：「とりあえず、ここで話すのも何だ。場所を移うつそうぜ」

アイヴィ：え？　それってもしかして……ここで暴あばれると厄やつ介かいだからって意味ですか？

ＧＭ：ええ、そうです（笑）。

ガブリエル：やれやれだな（笑）。それで、どこに連れて行かれるんだ？

ＧＭ：オフィス街の外れにある公園。ビルとビルの間にある隙すき間まスポットで、あまり人が寄よりつかない場所です。公園に着くと、柳也は《ワーディング》を張はって人ひと払ばらいをした上で対たい峙じする。

アイヴィ：はーい。超ちよう警けい戒かいしてます。

ＧＭ：柳也も不信感丸出しでふたりを見ながら、煙草たばこを取り出して火をつける。

ガブリエル：柳也は煙草吸すうのか。じゃあ、ひとつ頼たのもう。……俺にも一本くれねえか？　ずいぶんと久ひさしぶりなんでな。

ＧＭ：「……ふん」柳也は一いつ瞬しゆん考かんがえ込こむが、残ってる煙草を箱ごとガブリエルに投げよこす。ついでにライターも一緒に渡わたそう。

ガブリエル：ありがとよ（タバコに火をつける仕草）。

ＧＭ：一服ついたところで柳也が切り出す。「さて、仲良しこよしする関係でもねえし、てっとり早くいこうぜ」

アイヴィ：だから、なんですぐそうやってギラつくんですか！（笑）

ＧＭ：「俺は面めん倒どうくさいのがキライでな。シンプルにいきてぇんだ。お前らが何を企たくらんでるかは知らねえが……ぶっ倒たおせば何も起きないだろ？」

ガブリエル：……お前さんの言い分もわかるが、その前に質問させてもらっていいか？

ＧＭ：「……何だ、言ってみろよ」

ガブリエル：お前さんたちＵＧＮってのは……いったい何だ？

ＧＭ：「…………あっ？」何を言ってやがるとばかりに、柳也が間ま抜ぬけな声を出す。

アイヴィ：だから、ＵＧＮってどういう組織か教えて欲しいんです！

ＧＭ：予想外の質問に柳也は絶ぜつ句くして、次に渋じゆう面めんになり、得体の知れないものを見たように「お前ら……それは何の冗談だ？」

ガブリエル：本気なんだがな。そもそも、こういう能のう力りよくを持っている連中は多いのか？

ＧＭ：「いや、それは……って、そういう話じゃねぇだろう！」思わず叫さけぶ柳也（笑）。

ガブリエル：（真面目に）じゃあ、どういう話なんだ？

ＧＭ：……いかん。これでは、敵てきだと認にん識しきしているはずのアイヴィに助けを求めるような視線を送りそうだ！（一同爆笑）

アイヴィ：チャンスですね。柳也に言いますよ。……そもそも、最初に私に話を聞きたいって言ってましたよね？　今なら、聞いてあげなくもないですよ（笑）。

ＧＭ：なんか、完全に上に立たれたな（笑）。柳也は苦り切った顔で叫ぶ。「くそっ、わけがわかんねえぞ……。しょうがねえ、とりあえず話は聞いてやるよ！」

アイヴィ：ふう、やっと話し合いができそうですね。

ガブリエル：だな。それじゃあ、ここはとっとと誤ご解かいを解いておくか。

アイヴィ：なにかいい方法があるんですか？

ガブリエル：いい手があるぜ。鍵かぎはアイヴィだな。

アイヴィ：私？

ガブリエル：まあ、任まかせておけ。柳也に言うぞ。……お前さん、アイヴィを見たことがないか？

ＧＭ：「……あいにくと外国人のガキに知り合いはいねえな」怪け訝げんそうに柳也は答える。

ガブリエル：なら、調べてくれ。アイヴィは昔、アメリカじゃ有名なピアニストだったんだ。

ＧＭ：ああ、なるほど。そう来ましたか！　有名人の失しつ踪そうならニュースになったろうし、たしかに証しよう明めい手しゆ段だんとして使えそうだ。「……いいだろう、ちょっと待ってな」柳也はアイヴィを携帯で写真に撮とると、ＵＧＮ暮林支部に照会を頼たのむ。




　ＵＧＮの照会が始まると、自然と会話が途と切ぎれた。

　重い空気に、アイヴィは思わず身じろぎしてしまう。




アイヴィ：うう、居い心ごこ地ち悪いなあ……。

ＧＭ：照会に長くはかからない。数分ほどで返信が返ってきます。柳也が携帯越ごしにやりとりをして、あなたたちの方へと向き直る。「おい、デカブツとガキンチョ」

ガブリエル：ガブリエルだ。こっちは───。

アイヴィ：アイヴィです。

ＧＭ：「ガブリエルにアイヴィだな……。たった今、確かく認にんが取れた。どうやらお前らが言っていることは、まるっきり噓うそじゃないらしい」

ガブリエル：だろう？　アイヴィは有名なピアニストだった。それがある日、失踪だ。ＦＨにさらわれて、逃げてきたってわけさ。

アイヴィ：私たちをさらった人たちは、自分たちをファントムセルと名乗ってました。

ＧＭ：「……なるほどな。いいだろう、とりあえずお前らをやるのはやめだ」

アイヴィ：やる気満々だったんかーっ！（笑）

ＧＭ：そりゃもう、隙すきがあれば（笑）。まあ、うまく立ち回ったんでこっちで矛ほこは収おさめます。「……ところで、さっき真也とか言ってたな。他にも仲間がいるのか？」耳ざとく、柳也は質問してくる。

アイヴィ：いるけど……（ちらりとガブリエルを見る）。

ガブリエル：まだ詳しくは話せないな。先にこっちが手札を切ったんだ。今度はそっちが話す番だろう？　ＵＧＮってのが何なのか聞かせてくれよ。

ＧＭ：「たしかにな……。いいだろう、話してやるよ」




　柳也の口から語られていくＵＧＮの情報。

　オーヴァードを支し援えんし、非ひオーヴァードとの共きよう存ぞんをはかるという基き本ほん理念。

　秘ひ匿とくされているレネゲイドの存そん在ざいを、トラブル無く世界に認にん知ちさせるという最終目的。

　そのためにオーヴァードによる様々な犯はん罪ざい事件を秘ひ密みつ裏りに解かい決けつしているのだと。




ガブリエル：ちなみにＦＨとはなんで喧けん嘩かしてんだ？

ＧＭ：「やつらがＵＧＮの存在意い義ぎと対立してるからだ」ＦＨがレネゲイドを利用した犯罪を行なうテロ組織であり、ＵＧＮにとっては天てん敵てきのような存在だと柳也は説明する。

アイヴィ：……ＦＨとはまるで違ちがう。こんなまともな組織があったんだね。

ガブリエル：……俺は信用できんな。

アイヴィ：ガブリエル!?

ガブリエル：ＦＨに聞けば、お前らの方をテロリストって言うだろうよ。俺の国じゃあ、敵同士でお互たがいのことを、愛国者、売ばい国こく奴どというのは普通だったからな。

ＧＭ：「信じる信じないはお前らの勝手さ。別に俺は拒きよ否ひする奴を進んで自分の懐ふところに入れようとは思ってねえしよ」……なんかまたギラついてきましたね（笑）。

ガブリエル：一応、アイヴィの顔を見るが……。

アイヴィ：首を大おお仰ぎように横に振ふる！　……喧嘩は絶対にＮＯ！　ＮＯ！
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ガブリエル：……大人ふたりの方が大人気ないな（一同爆笑）。

アイヴィ：本当だよ！（笑）ただでさえ厄介なことになっているのに、これ以上、ここで喧嘩したってしょうがないじゃない！

ＧＭ：「厄介事？　何のことだ？」

アイヴィ：隠してもしょうがないし言っちゃいましょう。……初めて会ったとき、ＦＨのエージェントが侵しん入にゆうしたって言ってたよね？　多分、それは私たちを追ってきたんだと思う。

ＧＭ：「なるほど。どちらにしろ疫やく病びよう神がみなのには間違いないってことか」

ガブリエル：申し訳ないことをしちまったな。ただ、こっちも追っ手の相手で忙しいんだ。とりあえず、あんたらとは一時休戦できりゃ御の字なんだが。

ＧＭ：「……いいだろう。他にＦＨがいるってんなら、お前らにかかってる余裕もねえだろうしな。ただし、ちっとでも変な動きを見せたらタダじゃおかねえぞ」

アイヴィ：うん……、わかってます。

ＧＭ：「ならいい」そう言うと、柳也はひらひらと手を振って去っていく。

アイヴィ：ふう……なんとかなりましたね。

ガブリエル：とりあえずは一安心だな。

アイヴィ：なんだか、ガブリエルに色々任せちゃいましたね。子こ供どもはやっぱり不利ですよ。まともに話を聞いてもらえないもの。

ガブリエル：そんなことないさ。アイヴィがブレーキになってくれて助かってるぜ。

アイヴィ：そっか（笑）。じゃあ、みんなのところに戻もどりましょうか。ＵＧＮのことを報ほう告こくしないといけませんしね。

ＧＭ：了解。では、ふたりが公園を去っていったところでシーンを切ります。







◆Middle 06◆友情


Scene Player ─── 諏訪原真也






　夕暮れ時、茜あかね色いろに染まる暮林高校の校舎。

　ほんの一週間しかたっていないのにそこは、真也にはひどく懐かしく感じられた。




ＧＭ：さて、真也＆エミリア組に場面を戻しましょう。住宅街でベルトルトを捜すとのことでしたが、どう捜しますか？

真也：とりあえず、学校に行こう。家が燃やされたし、学校も狙われるかもしれない。それに家の前で放り出しちゃった亮太のことも気になるしな。

エミリア：オッケー。

ＧＭ：では、あなたたちは真也の通っていた暮林高校にやってくる。すでに夕暮れ時で、生徒たちは下校し、グラウンドには部活にいそしむ運動部員たちの姿が見えます。

真也：亮太は僕と同じ陸上部だったよな。グラウンドにいたりする？

ＧＭ：いますね。ジャージ姿でストレッチをしています。そして、彼が身体をひねった拍子に視線が真也と重なる。

エミリア：いきなり見つかっちゃったよ！（笑）

ＧＭ：真也を見つけた亮太は、えらい勢いで駆け寄ってきます。「真也───っ！」

真也：あちゃー。とりあえず挨拶するか。……よう。

ＧＭ：「よう……じゃねえよ！　お前どこいってたんだ!?　つーか、あの外国人のおっさんに変なことされなかったか!?」

真也：お、落ち着けって！　そんなに次々と質問されても答えられないよ！

ＧＭ：「す、すまん……。昨日はいろいろとあったから、つい……」

真也：心配かけて悪かったよ。でも、僕はちゃんとここにいるし、大丈夫だから。

ＧＭ：「そ、そうか。……本当に大丈夫なのか？」さすがに昨日のこともあり、亮太は心配そうに問いかけてくる。その瞳にはありありと不安が見て取れる。

真也：それでも本当のことは言えないよ。誤魔化すように笑って言う。……本当に大丈夫だから。

ＧＭ：では、その言葉で亮太はようやく落ち着きを取り戻す。そして、ふと真也の隣に立つエミリアに気づきます。「……あんた、誰だ？」

エミリア：エミリアだよ。真也の友達！

ＧＭ：すると、亮太はきょとんとする。「友達って……。真也、お前、外国にでも行ってのか？」

真也：いや、まあ……当たらずとも遠からずというか……。

ＧＭ：「？？？」歯切れの悪い返答に、亮太は首を傾げてしまう。

エミリア：じゃあ、手っ取り早く話題をそらしちゃおっか。……ねえ、あなたが亮太？

ＧＭ：「ああ、そうだけど……。なんで俺の名前を知ってるんだ？」

エミリア：真也から聞いたんだよ。彼の親友なんでしょ？

ＧＭ：「……面と向かって親友とか言われると照れるな。たしかに仲はいいと思うけど。クラスも部活も同じだったし、不思議とウマがあってさ」

真也：というか、亮太が一方的に懐なついてきたんだろうに。……いかにも人懐っこそうだし、そういうことでお願いするよ（笑）。

ＧＭ：了解しました（笑）。「クラスだと陸上部は俺と真也だけだったからな。やっぱり、顔を知ってる方が話しかけやすかったし、自然となー」

エミリア：なるほどねー。ちなみに亮太は何の競技の選手なの？

ＧＭ：「俺は砲丸投げだよ。真也は───」

真也：短距離走だったよ。

ＧＭ：「こいつ足が速くてなー。退部した今でも、一年には真也を目標にしてるやつがいるぐらいなんだぜ」

エミリア：へー、真也すごいじゃん！

真也：いや、その……。というか、そんなことになってるのか！（笑）

ＧＭ：『ＤＸ２』だと、特殊部隊員の敵データで【肉体】４ですからね。真也は【肉体】５で〈運動〉２レベル。特殊部隊以上の身体能力を持つ陸上部員ならもはや一線級でしょう（笑）。

真也：うーん、なんかこそばゆいんだけど（笑）。

ＧＭ：「そんな照れるなよ。どうせなら、みんなに挨拶していくか？　お前がいなくなって心配してたヤツもいるしよ」

真也：あー、いや……止やめておくよ。……みんなを戦いに巻き込むわけにはいかない。

エミリア：そうだね。亮太の話を聞きながら周囲を確認するよ。ベルトルトはいる？

ＧＭ：少なくともグラウンド周辺にはいませんね。ただ、校舎周辺には、ここからだと見えない場所もあるので、一〇〇パーセントいないと断言はできないです。

エミリア：もう少し、ちゃんと調べないとダメってことかー。

真也：なら、亮太の無事も確認できたし、そろそろ行こう。……亮太、悪い。そろそろ行かないと。お前も部活があるだろ？

ＧＭ：「そっか。なあ、いろいろ大変だと思うけど、明日は学校にこれるのか？」

真也：……たぶん……ね。

ＧＭ：「そっか。じゃあ、また明日、学校でな！」ニカッと笑って亮太は走り去る。

真也：それには返事を返せないよ。……エミリア、ベルトルトを捜そう。

エミリア：うん、わかった。絶対にあいつを止めようね！

ＧＭ：では、ふたりがグラウンドを離れたところで、シーンを切ります。







◆Middle 07◆夕ゆう暮ぐれの惨さん劇げき


Master Scene






　夕日に赤く染そまった暮林高校。

　敷しき地ち内には、部活に精せいを出す生徒や仕事中の教きよう師しなどの姿がある。

　そんな平へい穏おんな日にち常じようの風景の中にひどく似につかわしくない影かげがひとつ。

　ベルトルトだ。彼がここに現あらわれた目的は───。




ＧＭ：さて、次はマスターシーンなんですが、途と中ちゆうから登場できるようになります。

真也：タイミングが来たらってことか。

ＧＭ：はい。時じ刻こくは夕暮れ、暮林高校にベルトルトが姿を現す。

エミリア：うわ、ベルトルト来たよ！

ＧＭ：彼は校舎の屋上から、学校の様子を眺ながめている。「まったく、甘あまったるい世界だぜ。くだらねえ……」

真也：こいつ、いったい何をするつもりだよ（そわそわ）。

ＧＭ：双そう眸ぼうをギラつかせながらベルトルトはつぶやく。「くははっ、くだらねえものはぶっ壊すしかねぇよな！」そして、学校全体を《ワーディング》で覆おおい尽つくす！




　領域に包み込まれた学校の中で、一般人が次々と昏倒していく。

　その様子を、ベルトルトが満足そうに見つめていた。




ＧＭ：そして、《ワーディング》が張はられたことでシーンに登場が可か能のうとなります。

真也：なら登場する！　校庭でベルトルトの《ワーディング》を感じ取って、駆けつける。

エミリア：あたしも出るよ。真也について行く。……ちょっと待ってよー！

真也：校門から屋上に立つベルトルトを見つけて叫ぶ。……あいつ！

ＧＭ：真也とベルトルト、ふたりの視線が交こう錯さくして火花を散らす。

真也：即そつ行こうで屋上目指すぞ。校こう舎しやの中に───。

ＧＭ：（遮るように）「おっと動くな、０９！」ベルトルトが大声で制せい止ししてくる。

真也：うおっ!?

エミリア：じゃあ、そこで真也の隣となりに並ならんでベルトルトをにらむ。……０３！

ＧＭ：「てめえも来たのか、０８。ファントムセルを裏うら切ぎった間抜けどもが……」

真也：ふざけんな！　あんなところに居続けられるわけないだろうが！

エミリア：まったくその通りだよ！　あんなところにいられないよ！

ＧＭ：「はーっはっはっ！　何言ってやがる。あそこにいれば力が手に入るんだぞ。最高じゃねえか！」恍こう惚こつとした表情でベルトルトは笑い出す。

真也：……力が何だって言うんだ。あんた、おかしいよ！

ＧＭ：「俺から言わせてもらえば、てめえらのがイカレてるぜ。ファントムセルを裏切って、逃にげおおせると思ってんのか？」

エミリア：できるよ！　そして、あたしはママともう一度会うんだから！

ＧＭ：「無理だね。お前らの行く先にはもう平へい穏おんなんてねえんだよ。０９の家を燃もやしてやったのを忘わすれたのか？」嘲あざけるようにベルトルトは言う。

真也：ギリッと歯嚙みしながら。……父さんと母さんをどうした!?　今度は答えてもらうぞ！

ＧＭ：「んん？　教えて欲しいのかぁあああ？」

真也：言わなくていい！　ぶん殴なぐって聞き出す！

ＧＭ：「ふん、どうやら状じよう況きようが理り解かいできてないみたいだな。周りをよく見な！」

真也：む？

ＧＭ：周りには下校途中の生徒たちが《ワーディング》を受けて昏倒している。無む論ろん、校舎内にも生徒や教師は多数いるでしょう。

ガブリエル：人ひと質じちってことか……。

ＧＭ：「ここなら撃うち抜ぬく的まとにはことかかねえ。お前がもし動けば……わかるだろう？」

エミリア：この卑ひ怯きよう者もの！　人でなし！　地じ団だん駄だ踏ふみながらイタリア語で罵ば詈り雑ぞう言ごんを。

ＧＭ：「俺は旧きゆう型がたなんでな。絡からめ手ってやつさ」悪びれることなくベルトルトは言う。

真也：くそ、これじゃ動けない……。どうする？

ＧＭ：「ずいぶんとお悩なやみのようだな。なら、迷いを断たち切る手助けをしてやるよ！」




　ベルトルトは小型リモコン───爆弾の起爆装置を取り出すと、迷いなくスイッチを押おす。

　爆音が炸さく裂れつし、校舎のいたるところで爆発が巻まき起こる！




ＧＭ：爆ばく弾だんは支し柱ちゆうのいくつかを根こそぎ吹ふき飛とばし、支ささえを失った校舎が大きく傾かたむく！

真也：こいつ……学校を壊こわしやがった！

エミリア：えっ、ちょっと中の人は!?

ＧＭ：《ワーディング》によって全員昏倒しているので悲鳴は聞こえない。だが、傾いた校舎の様子から、多数の負ふ傷しよう者しやが生まれたであろうことは予よ測そくできます。

エミリア：もう烈れつ火かの如ごとく怒おこる！　何を勝手に手を出してんのよ！　私たち、まだ何もしてないでしょ!?　この噓うそつき野や郎ろう！

ＧＭ：「お前らが逃げ続けたらどうなるか、実際に見せてやっただけだろうが。どうだ、これで帰る気になっただろう？」

エミリア：くーっ！　そんなだから帰りたくないんだよ！

ＧＭ：「そいつは困こまったな」ベルトルトは言葉とは裏腹に満面の笑みを浮かべてつぶやく。

ガブリエル：対立してれば破は壊かいし続けられるからだな。〝破壊〟の衝しよう動どうか……。

真也：こいつ、もう許ゆるさない！




　怒いかりに燃もえる真也が校舎の壁かべを足がかりに屋上へと跳ちよう躍やく。ベルトルトに一気に肉にく薄はくする。




真也：これでも食らえ！　右の拳こぶしを変化させてぶん殴なぐる！

ＧＭ：だが、真也の怒りの鉄てつ拳けんが放たれると同時、ベルトルトの身体が爆ばく裂れつ四散する！　《騒さわがしき行列》で退たい場じようですよ！

真也：周囲を見み渡わたしながら叫さけぶ。……くそ、逃にげんのか！

ＧＭ：それに対してベルトルトは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで答える。「ああ、逃げるさ。派は手でにぶっ壊こわして気分も晴れたしな。さて、次はどこを壊してやろうかなあ」

真也：まだ、他の場所でもやる気なのかよ……！

ＧＭ：「お前らが逃げ続ける限かぎりは終わりゃしねえよ」その言葉とともに、ベルトルトの気配は完全に消える。

真也：（悔しそうに）うぉおおおおおっ！　逃げ続けてんのはお前だろうが！

エミリア：そこであたしも屋上に到とう着ちやく。キョロキョロ辺りを見回して……あれっ、０３は!?

真也：また逃がしちまった！　屋上の床ゆかに拳をたたきつける。

ＧＭ：真也の一撃でコンクリートの床に亀き裂れつが走る。そこで気づきますが、校舎の中からたくさんの悲鳴が聞こえてきます。

真也：《ワーディング》が解とけて、みんな目を覚ましたのか。

ＧＭ：そうです。「なんだーっ!?」「痛いてえ、痛えよっ！」「落ち着け！　訓練通り避ひ難なんするんだ！」などの叫びや悲鳴が聞こえ、学校はまさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図といった様相をていする。

真也：……それは放っておけない。できる限り助ける。

エミリア：でも、ここに警けい察さつくるよね？

ＧＭ：これだけの大おお騒さわぎですから来るでしょう。

エミリア：真也、警察に見つかったらやばいよ。逃げないと！

真也：それでも放っておけない！　ここは……僕の学校なんだ。

エミリア：……わかった、あたしも手伝うよ。ただし、警察が来るまでね！　警察が来たら逃げるの！

真也：（こくりとうなずき）ゴメン、ありがとう！




　真也の救助活動は、エミリアの協力を得て、サイレンが聞こえるまで続いた。

　悪化し続ける状況。ただ、友人に話すことができない秘ひ密みつだけが増ふえていく。

　解決の糸口は、いまだ見つからない。







◆Middle 08◆支し部ぶ崩ほう壊かい


Master Scene






　静かな足取りでニーラムが歩いている。彼女がいるのはＵＧＮ暮林支部だ。

　この土地における敵てきの本ほん拠きよ地ちにきた理由は───任にん務むの邪じや魔まになるものを排はい除じよするためだ。




ＧＭ：さて、再ふたたびマスターシーン。ただし、今度はＰＣ登場不ふ可かで。

一同：はーい。

ＧＭ：真也たちがベルトルトと学校で対たい峙じしていた頃ころのＵＧＮ暮林支部。アイヴィとガブリエルが来らい訪ほうしてから一時間ほど経けい過かしてからのこと。暮林支部で、いきなり爆ばく発はつが起こる。

エミリア：ええっ!?　それってもしかして……。

ＧＭ：支部内は戦場と化しており、その中心にはニーラムの姿すがたがある。




　襲おそいかかってくる無数のＵＧＮエージェントを、ニーラムは軽々と一いつ蹴しゆうする。

　その手に持つ氷の剣けんが振ふるわれる度たびに血ち煙けむりが舞まう。




ガブリエル：強いじゃねえか。氷の剣……サラマンダーだな。

ＧＭ：ＵＧＮエージェントたちの抵てい抗こうも虚むなしく、ニーラムの歩みは止まらない。彼女の進む道には、瞬またたく間にエージェントたちの死体が積み上がっていきます。

真也：やばい、こっちの方が強そうなんだけど……。

アイヴィ：学校襲おそってるのと、支部を襲ってるのは格かくが違ちがいますよ。

エミリア：賢かしこさ〝も〟こっちの方が上っぽいしねー。

ＧＭ：ニーラムの方が理知的に見えるのはたしかですね。さて、ニーラムは下から順にフロアを破は壊かいしていきますが、三階に上ったところで柳也が現あらわれる。




「それ以上の狼ろう藉ぜきはやめてもらおうか、ＦＨ」

　柳也の鋭するどい視し線せんを、ニーラムが涼しい顔で受け流す。

「あの子たちを連れて帰るのにＵＧＮは邪魔なの。悪いけど潰つぶさせてもらうわ」




ＧＭ：ふたりの視線がぶつかりあい、緊きん張ちよう感が張はり詰つめていきます。

アイヴィ：ああ、柳也さんがやばいですよ！

ＧＭ：先に静せい寂じやくを破やぶったのは柳也。指を弾はじく音が鳴なり響ひびき、無数の重力弾だんがニーラムへと殺さつ到とうする！　しかし───。




　嵐あらしのような攻こう撃げきも、ニーラムを傷きずつけることはできなかった。

　氷の障しよう壁へきに阻はばまれ、すべての重力弾が霧む散さんする。




「さようなら、ＵＧＮ」

　死の宣せん告こくと共に、ニーラムが氷の剣を振ふるった。

　剣けん閃せんがひらめき、ただの一撃で柳也の意い識しきを刈かりとる。




　そして、ニーラムと柳也の対決から三十分後───。

　ＵＧＮ暮林支部は、壊かい滅めつした。





＊　　　＊　　　＊






ガブリエル：おいおい、柳也やられちまったぞ！　つか、早すぎだ！（笑）

アイヴィ：それにＵＧＮも壊滅しちゃいましたね……。

ＧＭ：こういうひどい目にあうので、自分の演えんじた柳也にしたんですよ。

真也：なるほど。それにしたって、まさか瞬しゆん殺さつされるなんて（笑）。







サラマンダー　熱エネルギーを制御し、炎と氷を操るシンドローム。











◆Middle 09◆為なすべきこと


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　小高い丘おかの上に建つ廃はい屋おく。窓まどから外を見れば、黒こく煙えんを噴ふき上げるビルが見えた。

　───また厄やつ介かい事ごとが増ふえそうだな。

　嘆たん息そく混まじりに、ガブリエルは独ひとりごちた。




ガブリエル：そろそろ合流して、情じよう報ほう交こう換かんしたいところだな。

ＧＭ：なるほど。では、合流用のシーンにしましょう。シーンプレイヤーは発案者のガブリエル。登場は自由にどうぞ。

アイヴィ：私は最初から登場してますね。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ場所は……。

ガブリエル：ＵＧＮ支部が壊滅したのを目もく撃げきしたいんだが。

ＧＭ：ならば、拠きよ点てんの廃屋で。山地側の高い位置にあるので、遠目にですが暮林支部からいくつもの爆煙が噴き出しているのが見えます。

ガブリエル：また厄介なことになってきやがったぜ。

真也：じゃあ、そこで合流するよ。

エミリア：そうだね。というわけで、あたしと真也も登場だよ。

真也：どんよりした目を、更さらに一段だん階かいどんよりさせて戻もどってくる。

ガブリエル：どうした。何かあったのか？

エミリア：もう聞いてよ！　０３、最悪だよ！

ＧＭ：その剣けん幕まくにピクシーが驚おどろき、ガブリエルのポケットの中でしゃべる。「おやおや、大変ご立りつ腹ぷくなようだね」

アイヴィ：えっと、エミリアさん。あの人と会ったんですか？

真也：じゃあ、さっき学校をベルトルトが襲しゆう撃げきしたことを伝えよう。……ということがあったんだよ。あいつ、僕ぼくが通ってたって理由だけで学校をぶっ壊こわしたんだ。

ガブリエル：俺おれたちの行く先々でそういうことをしようってのかよ……。やれやれ、どうしてこう厄介事ってのは重なるかねえ。

アイヴィ：でも、何でわざわざそんな回りくどいことを？

エミリア：えーと、何だっけ？　さっき説明してた。……そうだ、周りの人たちを犠ぎ牲せいにして、あたしたちをファントムセルに戻もどらせたいんだって。

ＧＭ：「ふむ、あちらも逃にがすつもりはないわけか」ピクシーのアイコンが渋じゆう面めんになる。

エミリア：でも、逃げているのは向こうなんだけどさ！（笑）

アイヴィ：０３はそういう命令でも受けているのかな？

ガブリエル：多分に私し情じようを交えてそうだけどな。あいつは昔からそういう奴やつだった。

真也：……もし、みんなが家に帰ったら、あいつらはそこも狙ねらってくるのか？

エミリア＆アイヴィ：……っ！

ＧＭ：その可か能のう性せいは極きわめて高いですね。少なくともベルトルトは、「お前達がどこに逃げようと、必ず見つけ出し、すべてを破壊しつくす」と言っていました。

アイヴィ：そんな……。

ガブリエル：……Ｘ島を脱だつ出しゆつして安心してたが、まだまだ俺たちはファントムセルに囚とらわれたままなのかもしれねえな。

エミリア：でも、だからといってファントムセルには帰りたくないし……。やっぱりママと一いつ緒しよにいたいよ。

アイヴィ：エミリアさん……。

ガブリエル：これからどうするにせよ、まずは０３と０７をなんとかしないと、か。

真也：そうだな。これ以上、あいつらに街を壊こわされてたまるもんか。

エミリア：じゃあ、そこで遠くで煙を上げてる暮林支部のビルを見ながら聞くよ。……あそこのビルが潰つぶれているのも０３の仕し業わざなのかな？

真也：あんなビルは知らないけどなぁ。

ガブリエル：あそこはＵＧＮの支部だな。ＵＧＮについて説明するぞ。……要するに、オーヴァードを保ほ護ごしてる組そ織しきだそうだ。

エミリア：へえ、いいもんじゃない。

アイヴィ：うん、意外とまともそうなことは言ってましたよ。

ガブリエル：だが、協力を求めるにしても、支部があれじゃな……。もくもくと煙が上がるビルを見ながらつぶやく。

真也：あそこを襲ったのも、僕たちに対する追っ手なのか？

エミリア：もしかして、ニーラムの仕業なのかな……。

ＧＭ：煙が上がったのが三十分前。ベルトルトがやったとするとタイミングが合わないと予よ測そくはつきますね。

アイヴィ：そういえば、ニーラムはその後どうしてるんですかね？

エミリア：まったく会ってないんだよね……。ＧＭ、ニーラムについて調べていい？

ＧＭ：〈情報：ＦＨ〉〈情報：暮林市〉で調ちよう査さ可か能のうです。




　一同、ダイスを振ふって情報収しゆう集しゆうする。




ガブリエル：よし、クリティカルだ！　達成値ち17。これは行けるだろ。

ＧＭ：余裕ですね。

ガブリエル：ピクシーがＵＧＮの通信を傍ぼう受じゆしたってことでひとつ頼たのむぜ。

ＧＭ：ＯＫ。「みんな、ＵＧＮの通信を傍受できた」と、ピクシーのアイコンが画面から引ひっ込こみ、代わりにニーラムに関するやりとりがテキストとして表ひよう示じされる。

ガブリエル：なんて書いてあるんだ。

ＧＭ：まずＵＧＮの暮林支部を破壊したのはニーラムです。これは目撃情報による襲しゆう撃げき者しやの特とく徴ちようが合がつ致ちするので間ま違ちがいない。

エミリア：うう、ヘコみます。

ＧＭ：さらに、ガブリエルはニーラムの能力を思い出せますよ。〝Ｘ０７〟ニーラム・アールティ。インド出身、二十四歳さい、女じよ性せい。白兵と防ぼう御ぎよに特化した能のう力りよくを持つＸナンバーズ。

アイヴィ：うっ、防御特化なんですか。なかなか厄介そうな……。

ＧＭ：現げん状じようでは、エミリアを説得しにきた以上の干かん渉しようはしてきていません。ＵＧＮの支部を潰つぶしたが、それは単たん純じゆんに任務の障しよう害がいゆえでしょう。

ガブリエル：ベルトルトに比くらべて、ずいぶんとまともそうではあるな。

ＧＭ：ちなみにＸ島が崩壊した今、ニーラムもまた自由になるチャンスなのですが、彼女は従じゆう順じゆんにファントムセルの命令に従したがっています。

真也：いい人そうだけど、ＦＨからは出ないのか……。

エミリア：うう、一緒に逃にげたかったのに……。

アイヴィ：何か逃げられない理由でもあるのかな？

ガブリエル：説得してみるか？

エミリア：したいけど……。私たちを連れ戻もどせないなら、殺せって命じられてるみたいだったし、うーん……。

ガブリエル：殺す……か。そう簡かん単たんに口に出せる言葉じゃねえよな。

ＧＭ：ただ、殺したくないので、自分で戻って欲ほしいというのが彼女の意見ですね。

エミリア：うん……。




　ふと落ちる沈ちん黙もく───自然と一同の視線がエミリアに集まる。




ガブリエル：エミリアとしては、ニーラムをどうしたい？

エミリア：それは……説得したいよ。仲間になってくれるとうれしいしさ。

ＧＭ：「接せつ触しよくすること自体は難むずかしくはないだろうな。エミリアの方からワーディングを張はってコンタクトを求めれば、応こたえてくれるだろう」と、ピクシーは自身の予測を語る。

アイヴィ：でも、ひとりで行くのは危あぶなくないですか。０３のこともありますし。

一同：うーん……。




　頭を抱え、悩みながらも彼らが出した答えとは───。




エミリア：……やっぱり、あたしはニーラムを説得したい。

ガブリエル：エミリアにとっちゃ恩おん人じんだしな。

アイヴィ：助けられるなら、助けたいですよね。

ＧＭ：ＯＫ。ちなみに説得はエミリアひとりで？

真也：いや、ひとりはやばいって。僕が一緒にいくよ。

エミリア：ありがとう、真也！

真也：さっき助けてもらったお礼だよ。アイヴィとガブリエルはどうする？　侵しん蝕しよく率りつがきつければ待機しとくのも手だと思うけど。

ガブリエル：そうさせてもらえると助かる。実は侵蝕率が80％超こえてるんだよ（笑）。

アイヴィ：あたしも実は……（笑）。

真也：ふたりとも早すぎないか（笑）。

ガブリエル：なんか妙みように出目が走っててなぁ。

エミリア：じゃあ、真也とふたりで説得に行くってことで！

ガブリエル：そうだ、一いち応おうピクシーを真也に預あずけとく。役に立つかもしれないしな。

ＧＭ：了解しました。では、方針が決まったところでシーンを切りましょう。







◆Middle 10◆説得の言葉


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　エミリアが説得の場として選んだのは、ニーラムと再さい会かいした神社だった。

　夜も更ふけた境けい内だいには人の気配はない。

　ゆっくりと話し合うには打ってつけの場所だ。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは当然ながらエミリア。

エミリア：はーい。

真也：さて、どこでニーラムを呼よび出す？

エミリア：話しやすそうな場所……ニーラムと会った神社にしようかな。さっきの鈴緒をガラガラしながら《ワーディング》を張ってみる（笑）。

真也：えーっと……エミリアを温あたたかい目で見守ってよう（笑）。

ＧＭ：では、鈴緒を振ふり回まわして鈴すずを鳴らしていると、エミリアの《ワーディング》を感知して、ニーラムが現れる。「エミリア……、あなた何をやってるの？」

エミリア：紐ひもから手を放はなしてニーラムと向き合う。

真也：僕はエミリアの横に並ならぶ。

ＧＭ：「０９も一緒なのね。そちらから呼び出すなんて、ファントムセルに帰る決心がついたのかしら？」ニーラムは静かに問う。

エミリア：（頭を横に振り）自分の気持ちの整理がついたよ。それを言う勇気も出た。もらった時間で得た結けつ論ろんは、帰りたくないってことだった。

ＧＭ：すると、ニーラムはちょっとした勘かん違ちがいをする。「もしかして、帰った後に処しよ罰ばつされると思っているの？　それだったら、安心していいわ。私たちは大事な商品だもの」

真也：僕たちが……商品？

ニーラム：「そう、組織に利益をもたらすために私たちは生み出された。だから、素す直なおに戻もどれば、許ゆるしてもらえるわ」と、穏おだやかに微笑ほほえみながら言う。

エミリア：違う……違うの……。０３が酷ひどいこといっぱいしてる。




　エミリアの脳のう裏りに浮うかぶ、ベルトルトが引き起こした惨さん劇げき。

　崩壊した学校、傷きずつけられた人々、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図。




エミリア：あんなことをやらせる組織になんかは帰りたくない。……ニーラムにもいて欲ほしくない。ねえ、一緒に逃げよう？

真也：僕からも頼む。０３を止めなくちゃならないんだ。協力してくれないか。

ＧＭ：ニーラムはしばしの沈黙ののち、首を横に振る。「無理よ、ファントムセルには逆さからえない。お願い、一緒に組織に戻って。さもなくば大おお勢ぜいの人が不幸になる」

エミリア：あたしたちはファントムセルのモノなんかじゃない。あんな奴やつらに縛しばられてるのは間ま違ちがってる。あたしたちは自由なんだよ……！




　エミリアは必死に叫さけんだ。

　ニーラムを救いたい。ただ、その一心で。




エミリア：ニーラムはファントムセルにいるべき人じゃない。……いてほしくない。

ＧＭ：「それは違うわ……。あそこだけが、私たちが生きられる場所よ」

エミリア：ニーラム……！

ＧＭ：「聞きなさい、エミリア。私たちはＸナンバーズはファントムセルの計画の一いつ環かん、オーヴァード兵士を製せい造ぞうするための試験体にすぎない。私たちのデータを元に、オーヴァード兵士を量産・売買することで、ファントムセルは巨万の富を得ようとしている」

ガブリエル：それが、私たちは商品だからって言葉の意味か。

ＧＭ：その通り。ニーラムは虚きよ無む的に告げる。「私たちは兵器として生み出された。平穏な世界に帰ることなんて、できはしないわ」

エミリア：ニーラムをしっかり見つめて言う。あたしたちは兵器じゃない……人間だよ！

ＧＭ：エミリアの真まっ直すぐな言葉に、ニーラムはまぶしいものを見るように目を細めます。「あなたは変わらないわね。出会った頃と同じ、真っ直ぐなまま」

真也：僕からも質しつ問もんさせてもらうよ。……なんであんたはファントムセルに逆らえないんだ。何か理由があるのか？

ＧＭ：「その理由はさっき言ったわ。私たちが反はん逆ぎやくすれば悲ひ劇げきが生まれるとね」ニーラムはにべもない。

真也：その悲劇ってのは何なんだ？

ＧＭ：「……残ざん酷こくな真実なんていうものは、知らない方がいいものよ」それっきりニーラムは沈黙する。

真也：答える気はないってことか……。

ＧＭ：互たがいの意見は完全に平行線を辿たどっています。ニーラムの意志は硬く、残念だが説得に応おうじる様子はない。ただ、時間だけが無む情じように過すぎていく。

エミリア：うう……。

ＧＭ：「どうしても戻もどるつもりはないの？」ニーラムは悲しげに聞いてくる。

エミリア：……ない。そこは曲げられない！

ＧＭ：「そう……。なら、しょうがないわね。あなたの考えが変わるように手を打つしかないわ」ニーラムがふっと手を振ると、手の中に氷の剣が作り出され───。




　手が霞かすむほどの超ちよう高こう速そくで、ニーラムが氷ひよう剣けんを振る。

　剣先より生み出された真空波がエミリアたちに迫せまる！




ＧＭ：だが、それはあなたたちに当たることなく、横をすり抜ぬけていく。そして、すぐ近くに建っていた五階建てほどのビルを両りよう断だんする！

エミリア：あっ！　ええっ!?

ＧＭ：一いつ瞬しゆんの間をおいて、ビルが斜ななめに切り落とされてしまう。落下した部分が地面に激げき突とつし、ゴゴンッとコンクリートが砕くだける音が響ひびき渡わたる。

エミリア：ニーラム！

真也：あんた、いきなり何するんだよ！

ＧＭ：「しょうがないでしょう？　こうでもしないと、あなたたちの考えが変わりそうにないんだもの」

真也：おいおい、言ってることとやってることがメチャメチャだぞ！

エミリア：こういう被ひ害がいを出したくなかったんじゃないのっ!?

ＧＭ：「０３……ベルトルトも見せたはずよ？　あなたたちが逃にげれば、沢たく山さんの犠ぎ牲せいが出るということを」あくまで悲しげにニーラムは告げる。

真也：悲しんでるのに、容よう赦しやないのか……！

エミリア：死神のタロットを抜いて鎌かまを作り出す！　もう戦せん闘とうも覚かく悟ごの上で！

ＧＭ：ＯＫ。引き抜かれたタロットがエミリアの掌しよう中ちゆうで鎌に変形し、ずしりとした重さを伝えてくる。

エミリア：鎌を構かまえて言うよ。……ファントムセルに、私の死体だけでも持って帰ってこいって言われてるんでしょ？　周りの人に迷めい惑わくかけるくらいなら、私と戦って！

ＧＭ：「私があなたと戦いたくないのよ」そうつぶやき、ニーラムは再び剣を───。

エミリア：（遮るように）させない！　鎌で剣を受け止める！

ＧＭ：金きん属ぞくの鎌と氷の剣がぶつかり合い、甲かん高だかい音色を奏かなでる。

エミリア：止やめてっていってるのに！　どうしてわかってくれないのっ!?

ＧＭ：「……あなたは強い。自身に降ふりかかる災さい厄やくでは屈くつしない。だったら、周りのものを傷つけるしかないじゃない」

真也：……こいつ！　ベルトルトよりよっぽどやばくないかっ!?

ガブリエル：たしかに、冷静にこれだけのことをするニーラムの方が危あやうい感じがするな。

ＧＭ：「……どうあっても、戻ってはもらえないのね？」

エミリア：それはこっちの台詞せりふだよ。どうしてファントムセルに居い続つづけようとするの！

ＧＭ：質問には答えず、ニーラムは寂さびしそうにつぶやく。「交こう渉しようは決けつ裂れつね……」

エミリア：……あたしは、ニーラムと一緒にもっと広い世界に出たかった！

ＧＭ：「私はたとえ箱庭の中だとしても、共に過すごす日々が欲ほしかったわ。……世の中なんて、ままならないものね」




　交かわされる決別の言葉。

　だが、ここで退ひくことはできない。

　エミリアはすでに、日常に帰るために戦うことを選んでしまったのだから。




ＧＭ：「あなたはもう決意したのね。……なら、次に会うときは敵てき同どう士しよ」そう言って、ニーラムを氷剣を水に戻してくるりと背せを向ける。ここで戦おうとはしない。

エミリア：……わかった。あたしは絶ぜつ対たいに逃にげない。だから、周りには手を出さないで。

ＧＭ：ニーラムはエミリアの言葉を背中で受け止める。だが、彼女は振ふり返ることなく、闇やみの中へと消えていきます。

真也：……説得はできなかったか。

エミリア：うー……。さすがに鎌を持ったまましゃがみこんじゃう。しょんぼり。

真也：……あいつと仲良かったのか？

エミリア：ニーラムはお姉さんみたいな人だったの。何も知らないあたしにいろいろ教えてくれた人だったんだ。だから、あたしは彼女を助けたかったの。

真也：そっか……。でも、あの人あきらめきってるぞ。理由はわからないけど、多分もう何の希望も持ってない。そんな感じがした。

エミリア：そういえば何か隠かくしてたね。……あたし、ニーラムのこと何も知らなかったんだなぁ。

真也：……みんなと合流しよう。これからどうするにせよ、もう一度みんなと話しあった方がいいだろ？

エミリア：そうだね、早く合流しよう。立ち止まってなんかいられないもんね。

ＧＭ：では、ふたりが公園を離はなれようとしたとき、真也の携けい帯たいが着信を告げる。

真也：誰だれからだ？

ＧＭ：着信画面には楠見亮太の名前が表示されている。

真也：おお？　とりあえず、電話に出るぞ。

ＧＭ：「よお、真也か？　亮太だけどよ」亮太のひどく真しん剣けんな声が聞こえてくる。

真也：普ふ通つうに対たい応おうするよ。……どうした、いきなり電話してきて。何か用か？

ＧＭ：「まあな……。ちょっと話したいことがあってよ。今から直ちよく接せつ会えないか？」

真也：構かまわないよ。それでお前、今どこにいるんだ？

ＧＭ：「暮林公園にいる」ちなみに住じゆう宅たく街がいにある大きな公園のひとつですね。

真也：……そういや、亮太と一緒のところベルトルトに見られてるんだよな。もしかして亮太が危あぶないか？

アイヴィ：真也さんの家が燃もやされた時にバッチリ見られてますからね。

真也：うん。念のため様子見もかねて会っとこう。……わかった、すぐに行く。

ＧＭ：「悪いな。それじゃあ待ってる」そう告げて、亮太は携帯を切る。

真也：じゃあ、今の電話のことをエミリアに話して、急いで公園に行く。……ごめん、ちょっと行かなくちゃならないところができた。

エミリア：えっ、ひとりで大だい丈じよう夫ぶなの!?

真也：すぐに戻るよ。だから、エミリアは先に戻っててくれ。ガブリエルとアイヴィに説得の結果を伝えなくちゃならないしさ。

エミリア：……わかった。でも絶対に無茶はしないでね。

真也：わかってる。

エミリア：じゃあ、廃はい屋おくに急いで戻るよ。侵蝕率上げたいから《ヴィークルモーフィング》でバイクをつくってブーンっと！

真也：僕は亮太のところに急ぐ。

ＧＭ：では、ふたりがそれぞれの目的地に向かったところでシーンを切ります。







◆Middle 11◆すれ違ちがい


Scene Player ─── 諏訪原真也






　亮太を守るために、真也は全力で走る。

　家を失い、街を壊こわされ、そのうえ親友にまで何かあったら……！

　湧わき上あがる恐きよう怖ふを押おし込こめ、真也が夜の街を駆かけ抜ぬけていく。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは真也。他の方々は登場不ふ可かになります。

真也：状じよう況きようは亮太のところへ向かってるところだな。

ＧＭ：ええ。ただピクシーが登場して、道中に話し掛かけてくる。

ガブリエル：おお、ピクシー！　渡わたしておいてよかったな（笑）。

ＧＭ：「大丈夫かい、真也」ピクシーが心配そうに聞く。

真也：走りながら話すよ。……大丈夫って何がだよ？

ＧＭ：「君の知人───亮太君といったか。ずいぶんと思おもい詰つめたような様子だったからね。少々心配になったんだよ」

真也：まぁ、向こうの事じ情じようはわからない。でも、あいつが狙ねらわれる可か能のう性せいもあるし、放っておけないよ。これ以上……失いたくないんだ。

ＧＭ：「そうか……。すでに決意しているのなら、もはやボクが口を挟はさむ問題ではないな。何かあればすぐに連れん絡らくできるように準じゆん備びだけはしておく」

真也：ありがとう、ピクシー。

ＧＭ：「何、それぐらいしかできることがないからね」と、話している間に、暮林公園が見えてくる。ピクシーは話を止やめ、黙だまりモードになる。

真也：じゃあ、公園に全速力で駆かけ込こんでいくよ。

ＧＭ：公園の中を走って広場まで出ると、そこで亮太がひとり待っている。

真也：とりあえず周りを確認する。

ＧＭ：今のところ特に怪あやしい人ひと影かげは見当たらない。

真也：ほっと息をついて、亮太に声をかけよう。……亮太！

ＧＭ：「よう、来てくれたんだな……」亮太が暗い表ひよう情じようで振ふり向むく。

真也：無事でよかった。

ＧＭ：「無事でよかった……か。なあ、真也。おまえ、やっぱり何か隠してないか？」

真也：え？

ＧＭ：「この一週間で何があったんだよ？　家を燃やされたかと思えば、いきなり外国人と一緒に行動してたり……。それにおまえが帰ってきてから、この街じゃ事じ件けんの連続だ」

ガブリエル：まさに都市破は壊かい中って感じだよな。

アイヴィ：真也の家が燃もえて、学校の校こう舎しやが半壊、ＵＧＮ支し部ぶは壊されて───。

エミリア：あと、ビルも両りよう断だんされちゃったなあ。

ガブリエル：しかも事件が起こり始めたのは真也が帰ってきたのと同時だ。そりゃ不ふ審しんに思われても仕方ない。

ＧＭ：それに、真也が不ふ在ざいの一週間について黙だまっていることもあり、亮太は強い不安を感じてる。「こんなの考えすぎだと思う。でも、どうしても気になっちまうんだ」

真也：そんなの……それこそ何も言えないだろ。沈黙するしかない。

ＧＭ：すると亮太の不審はさらにつのる。「……なあ、答えてくれよ。どうして何も言ってくれないんだよ!?」

真也：…………。

ＧＭ：「……俺にも話せないようなことなのか？」

真也：……言ってもきっと信じない。

ＧＭ：「そんなの聞いてみなくちゃわからないだろ？」寂さびしそうに亮太はつぶやく。




　真也と亮太。ふたりの間に重い沈黙が降おりる。

　無む為いに時間が過すぎる中───。




　ひどく物ぶつ騒そうな気配が公園に現あらわれた。




ＧＭ：焦しよう燥そうつのる状じよう況きようで対たい峙じするふたりに、ひどく軽けい薄はくな声がかけられる。「お取り込こみ中のところ悪いがお邪じや魔まさせてもらうぜえ」現れたのはベルトルトだ。
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真也：あんたはっ……！　やっぱり亮太を狙ねらって来たな！

ガブリエル：ぶほっ！　なんつーうかつなセリフを！

真也：あ、いや……つい口に出ちゃったというか……。

ＧＭ：では、真也の言葉に、亮太が驚おどろきますよ。「やっぱりって……。どういうことだよ、真也!?」

真也：そ、それは───。

ＧＭ：「はっ、隙だらけだぜぇえええ！」亮太の叫さけびに、真也の意い識しきが逸それた瞬しゆん間かんを狙って、ベルトルトが動く。亮太に対して《妖あやかしの招まねき》を使用！

真也：引き寄よせ用のエフェクトかよ！

ＧＭ：ちなみに亮太はエキストラだから避よけられない。このまま行けば自動的に命中してベルトルトのもとに引き寄せられます。

ガブリエル：そうしたら、そのまま亮太を連れて逃げちまう気だな。

真也：そうはさせない！　僕が亮太をカバーリングして───。

ＧＭ：では、真也が動こうとした瞬間、ピクシーが叫ぶ。「真也、気をつけろ！　もうひとりいるぞ！」それと同時にニーラムが亮太の背後一メートルほどの位置に登場します。

真也：ニーラムもか！　だったら……うおっ!?

アイヴィ：どうしたの？

真也：しまった……。やばい詰つんだ！




　痛つう恨こんの表情で真也が叫ぶ。




エミリア：えっ、どういうこと？

真也：今の僕じゃふたり同時に対たい応おうできないんだよ！　くそ、侵しん蝕しよく率りつが80％あれば《時の棺ひつぎ》を取って、《妖の招き》を失敗にできるのに！

アイヴィ：あっ、そういうことですか！　ここでカバーリングして亮太を守っても、真也は引きはがされちゃうから───。

真也：そこをニーラムに狙ねらわれる！　……くそ、ダメか。仕方ない、亮太をカバーリングする。

ＧＭ：では、ベルトルトのゴムのように伸のびた手が亮太の代わりに真也を捉とらえ、一気に引き寄せます。

真也：ぐぐぐっ……！　亮太逃にげろ！

ＧＭ：そうは行きません。ひとりになった亮太のもとに、ニーラムが歩み寄る。

真也：くう[image: ][image: ][image: ]、《時の棺》さえ使えれば、どちらにも対応できたのに！

ＧＭ：はっと振ふり向こうとする亮太の首くび筋すじに、ニーラムの手刀が打ち込こまれます。

真也：やられた……。侵蝕率があと８％あれば！

ＧＭ：気を失った亮太を抱だき留とめながら、ニーラムは告げる。「決着をつけましょう。一時間以内に港のコンテナ区画まで来なさい。逃にげれば、この子の命はない」そして、夜の闇やみの中へと姿すがたを消す。退たい場じようです。

真也：くそっ、ならベルトルトをぶん殴なぐって───。

ＧＭ：おっと、《騒さわがしき行列》で退場しますよ。ベルトルトの身体からだが四散して、真也の拳こぶしが空中をなぎ払はらう。

真也：くそ───っ！




　目の前で親友を連れ去られた怒りが、真也の胸の中で渦巻いていく。

　暗い感情に突き動かされて拳を地面に叩きつけた瞬間、公園に轟ごう音おんが鳴り響いた。

　常識を超こえる破壊の力によって、地面に巨大なクレーターが穿うがたれる。




「────っ！」




　行き場のない怒りに、真也は声にならない叫びを上げた。







《妖の招き》　相手を自分のもとに引き寄せるエグザイルのエフェクト。

《時の棺》　時間を止めることで、相手の行動を妨害するバロールのエフェクト。











◆Middle 12◆決意


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　事じ態たいは悪化の一いつ途とをたどっている。

　逃にげるのか、それとも戦うのか……。

　この事件を終わらせるために、選せん択たくしなければならない。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはアイヴィになります。

アイヴィ：みんなで真也を捜さがしてるところかな。

ＧＭ：ですね。

ガブリエル：じゃあ、その途と中ちゆうで公園にクレーターを作った音が聞こえてくるんだ。

エミリア：それで、真也と合流だね。

ＧＭ：では、亮太が連れ去られてから十分後。暮林公園で全員が合流したところからで。

エミリア：ニーラムの説得が失敗したことはもう伝えてあるってことで。

真也：じゃあ、亮太がさらわれたことも伝えるよ。

ＧＭ：了りよう解かい。さて、これからどうするかをみなさんは決める必要があります。

真也：そんなの亮太を助けに行くに決まってる。

ガブリエル：ふむ……。

アイヴィ：どうかしました、ガブリエル？

ガブリエル：仲間内で唯一の大人としては、別意見を出すのもありだと思ってな。

ＧＭ：む？

ガブリエル：みんなに言うぞ。……いや、この街をすぐに離はなれるって手もある。

アイヴィ：その意見には驚きますよ。……ガブリエル、何を言ってるんですか!?

ガブリエル：俺おれたちがこの街にいれば、被ひ害がいはさらに広がるだろうよ。真也の友人は残念だが、逃げるのもひとつの手だ。

エミリア：そんなっ……！

ＧＭ：ちなみにピクシーはガブリエルの意見に同どう調ちょうしますよ。「長く留とどまれば、街は危き険けんにさらされ続ける。僕はガブリエルの意見に賛成だ」

アイヴィ：ピクシーまでっ!?

ガブリエル：それが必ずしも正しいとは思わないがな。だが、確かく実じつに敵てきを暮林市から引き離すことはできるだろう。それに逃げ切れれば、こちらのリスクも減へらせる。

真也：……たしかにそうかもしれない。でも、僕は亮太を見み捨すてることなんてできない。

エミリア：真也……。

真也：それに逃げたって、次の街でまたあいつらが暴あばれたら同じことだよ。ここで止めなくちゃならないんだ。

エミリア：あたしも真也の意見に賛成。ニーラムからは逃げずに決着をつけたい。それにここで亮太を見捨てたら、あたしたちファントムセルと同類になっちゃうよ。

ＧＭ：意見が割われる中、ピクシーがアイヴィに問う。「アイヴィ、君はどう思う？」

アイヴィ：……亮太っていう子を置き去りにしてこの街を出たら、真也さんはどこに帰ればいいんですか？　ここは真也さんの街なんでしょう？

ガブリエル：それは……。

アイヴィ：あのふたりを退しりぞければ、真也はもしかしたらＵＧＮに保ほ護ごしてもらえるかもしれない。そうすれば、この街にいられるかもしれないんじゃないんですか？

ＧＭ：たしかに。ＦＨを撃げき退たいするのは、彼らとは違ちがうという証しよう明めいには十分でしょうね。

アイヴィ：だから、逃げちゃ駄だ目めです。お願い、ガブリエル、ピクシー。力を貸かして。

ガブリエル：……やれやれ。子こ供どもに頼たよられちゃ大人としては投げ出すわけにはいかないよな。いいぜ、やってやろうじゃねえか。

アイヴィ：ありがとう、ガブリエル。

ガブリエル：ただ、ひとつだけ真也に忠ちゆう告こくさせてくれ。

真也：何だい？

ガブリエル：自分を見失わないでくれ。衝しよう動どうに吞のみ込こまれた奴やつがどうなるか、俺はさんざん見てきた。お前も……ベルトルトみたいになるかもしれないんだ。

真也：痛いたみに耐たえるように、ガブリエルを見返す。ただ、うなずくことはできない。




　大切なものを奪うばい取とっていく敵を前に、自分の感かん情じようを抑おさえきる自信なんてない。

　真也は無言で背せを向ける。




真也：……行こう。もう、時間がない。

エミリア：あっ、真也待って！　一いつ緒しよについてく！

ＧＭ：ふたりが歩き出すと、ピクシーが口を開く。「……本当にやるのかい？」

ガブリエル：やるしかないだろうよ。

アイヴィ：昔は仲間だったんだもの。私たちがなんとかしなくちゃ。

ＧＭ：すると、ピクシーもついに折れる。「ボクがここにいられるのは君たちのおかげだ。君たちの判はん断だんに任まかせるよ」

アイヴィ：ありがとう、ピクシー。行こう、決着をつけるために。




　決意を胸に四人は歩き出す。

　亮太を救うため、自分たちの未来を切り開くために。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆喪そう失しつと憤ふん怒ぬ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　まるで迷めい路ろのようなコンテナ区画を、真也は進んでいく。

　真也の心の中では怒いかりと憎にくしみが渦うず巻まき、ともすれば吞のみ込まれそうになる。

　……もし、亮太に何かあったら自分は正気でいられるだろうか？




ＧＭ：いよいよクライマックス。シーンプレイヤーは真也、全員登場になります。

真也：さて、みんなでコンテナ区画に来たけど……。

ＧＭ：いくつものコンテナが積み上げられたその場所は、まるで迷路のような様相を呈ていしています。遠くからは船の汽笛が聞こえてくる。

エミリア：ニーラムは？

ＧＭ：コンテナ区画を奥おくへと進んでいくと、やがて開けた場所に出る。そこでニーラムとベルトルトは待っている。

真也：亮太は無事か？

ＧＭ：無事です。ベルトルトに羽は交がい締じめにされて身動きはできないものの、すでに目を覚ましており、状況が理り解かいできぬまま恐きよう怖ふに震ふるえている。

真也：静かに言う。……来てやったぞ。

ＧＭ：では、ニーラムがすっと前に出て対峙する。「待っていたわよ。逃げずにきてくれたわね。ありがとう」

真也：あんたらと長々と喋しやべるつもりはない。亮太を放せ！

ＧＭ：するとニーラムは亮太に氷剣を突つきつける。「ひっ!?」と悲鳴を上げる亮太。

真也：……このっ！

アイヴィ：完全に主しゆ導どう権けんを向こうに取られてますね。

エミリア：真也の横に並ならんで、ニーラムを怒おこりにきたとズバリ言うよ！　周りに迷めい惑わくかけてほしくないって言ったでしょ！　あたしは逃にげも隠かくれもしないよ！

ＧＭ：烈火の如く怒るエミリアに、ニーラムが視線を移す。「そうね、あなたなら逃げないでしょうね。でも、他はわからない。最新型である０９の確保は最優先なの。確実を期すために枷かせが必要だったのよ」

エミリア：……っ！　こんなこと………こんなことはして欲ほしくなかった！

ＧＭ：「……本当に真っ直ぐな子ね。あなたとは戦いたくなかった」

アイヴィ：だったら、ファントムセルと決別すればいいじゃないですか！　私たちを縛しばっていたＸ島はもうないんです。そうすれば、戦う必要なんて───。

ＧＭ：「Ｘナンバーズである呪じゆ縛ばくからは逃のがれられない。たとえ目に見えずとも、私たちはファントムセルに囚われているのだから」

アイヴィ：あきらめずに説得を続けますよ。……ひとりでは無理でも、仲間がいれば違うかもしれないじゃないですか！　お願いです、あきめないで！

ＧＭ：（首を横に振り）「無理ね。ファントムセルからは逃げられない、絶対に」ニーラムは悲しげにつぶやく。そして懐ふところから手のひらサイズのスイッチを取り出す。

ガブリエル：む、爆ばく弾だんの起爆スイッチとかか？

ＧＭ：いや、もっとおぞましいものです。スイッチを握にぎり、ニーラムは静かに冷たく告げる。




「エミリア、あなたと戦うのはつらい。だから狂くるうことにするわ」




ガブリエル：狂う……だと？　いったい何をするつもりだ？

ＧＭ：その疑問に答える代わりに、ニーラムはスイッチを押おし込こむ。その瞬間、みなさんの耳に異い様ように甲かん高だかい音が聞こえてくる。

エミリア：えっ、何の音？

ＧＭ：そんな疑ぎ問もんはすぐに吹ふき飛とぶ。音が聞こえた瞬間、みなさんの心が唐とう突とつにざわめき、衝動がわき起こる！　さあ、衝動判はん定ていをしてください！

アイヴィ：うう、侵蝕率がまた上がる。厳きびしいなぁ。

ＧＭ：もし、衝動判定に失敗した場合、衝動に突つき動かされて行動に制せい限げんを受けます。具体的には、一回だけこちら───ＧＭの指定した行動を強制的に行なってもらいます。

一同：なに───っ!?

ＧＭ：たとえば、真也の場合は強きよう烈れつな飢き餓が感に苛さいなまれて、一時的にあらゆる行動が取れなくなるとかがありえますね。

ガブリエル：俺の〝闘とう争そう〟だと、問答無用で戦いを挑いどまなくちゃならなくなるとかか。

ＧＭ：ええ、そうなる可能性もありますね。さあ、自身の意思で行動するためにも衝動判定をがんばってください。目標値は７です。




　思わぬ制限に、緊きん張ちようした面おも持もちで衝動判定に挑む、一同。

　その結果は───。




エミリア＆アイヴィ：成功！

真也＆ガブリエル：失敗！

ＧＭ：見事に真っぷたつに割われましたね。ちなみにニーラムとベルトルトも衝動に襲おそわれますが、ふたりは抵てい抗こうすることなく衝動を受け入れますよ。

真也：どんな衝動を持ってるんだ？

ＧＭ：ニーラムが〝加か虐ぎやく〟、ベルトルトが〝破壊〟です。「ようやくまだるっこしい話も終わりか！　全部ぶっ壊こわしてやるぜ！」と叫ぶベルトルト。

ガブリエル：お前は最初からそうだったろうが（笑）。

ＧＭ：彼は素す直なおなんですよ（笑）。さらに、衝動が発生したニーラムが動きます。ひどく嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮うかべながら、氷剣を亮太目がけて振ふるう！

真也：ちょっと待った！　今度こそ《時の棺ひつぎ》を───。

ＧＭ：おっと、それはできません。これは先ほど言った、衝動判定の失敗による行動の制限と考えてください。〝飢餓〟の衝動が真也の心を蝕み、身体の自由がきかなくなる。

真也：うおっ、やばい！

ＧＭ：ちなみに〝闘争〟の衝動が発生しているガブリエルも、同様のペナルティを受けてください。つまり、亮太を守る行動は取れなくなります。

ガブリエル：《砂さ塵じんの城じよう壁へき》で守るのもできねえのか！　妨ぼう害がいできる俺と真也が一緒に失敗しちまったのはまずったな……！

ＧＭ：衝動による飢餓感に苛まれる真也の目の前で、亮太の肩かたに氷剣が突つき刺ささる。




「えっ……？」

　何が起こったのかわからず、呆ぼう然ぜんと亮太がつぶやいた。

　肩から鮮せん血けつがあふれ出し、糸の切れた人形のように倒たおれる。




真也：くそっ、一度ならず二度までも助けられなかった……！

ＧＭ：真っ赤な血の海に沈しずみながら、亮太がくぐもった声でうめく。




「なんだよ……これ……。真也……俺、死にたくねえよ……」




ＧＭ：かすれるようにつぶやくと、亮太は、真っ赤な血溜だまりの中で意識を失います。

真也：ニーラムに叫ぶぞ。……何の関係もない、亮太を刺したな！　あんたは……あんただけは許ゆるさない！

ＧＭ：真也の怒りを、ニーラムは今まで見せたことのない艶えん然ぜんとした笑みとともに受け止める。まるでこの状況を楽しんでいるように。

真也：ん～、ここかな。……ＧＭ、ここで経験点を使う！

ＧＭ：……えっ？

真也：衝動で活性化したレネゲイドと、敵への怒りで能力に覚醒する！

ガブリエル：怒りによるパワーアップか。

アイヴィ：でも、それってよくないパワーアップの気が……。

真也：それでも……絶対にこいつらを倒す！

ＧＭ：……わかりました、いいでしょう。




　───力が……敵を倒たおすための力が欲ほしい！

　真也の力を渇かつ望ぼうする心に、レネゲイドが応こたえる！

[image: ]




真也：何もわからないまま、ただ逃げるために戦っていた。でも、今は違う！　お前たちに与あたえられたこの力で、お前たちを叩たたき潰つぶしてやる！

ＧＭ：常じよう人じんならば触れただけで気を失いそうなほどの怒りを前にしても、ニーラムの余よ裕ゆうは崩くずれない。ただ静かに氷剣を構かまえる。「来なさい、相手をしてあげるわ」

エミリア：《インフィニティウェポン》を使って、鎌かまを作り出す。……ニーラム、あなたはここで止めてみせる！

ガブリエル：こっちは電でん磁じシールドを起動だ。

ＧＭ：ＯＫ。それではエミリアとアイヴィは〈知覚〉判定をしてもらえますか。目標値は８。

エミリア：んん、なんだろ？　（ダイスを振る）あちゃー、７で失敗だよ。

アイヴィ：こちらは……クリティカルして達成値13。成功しました。

ＧＭ：では、アイヴィは気づく。血だまりの中で倒れている亮太が、弱々しくうめくのに。

アイヴィ：亮太さん、まだ生きてますよ！

真也：なっ、本当か!?

ＧＭ：ええ、ニーラムの衝動は〝加か虐ぎやく〟。即そく死しさせずに苦しむ姿を見るためにわざと致ち命めい傷しようを避さけています。亮太が失血死するまでには三分ほど猶予がある。ニーラムとベルトルトを三ラウンド以内に倒たおし、亮太に応おう急きゆう手当を施ほどこすことができれば、彼を救うことは可か能のうです。

真也：だったら、話が早い。とっととぶっ倒して亮太を助けるぞ！

ＧＭ：では、敵はニーラムとベルトルトになります。さあ、戦闘開始しましょう！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、最初のセットアップ。こちらはニーラムとベルトルト共に《ヴァイタルアップ》！

真也：こっちはまだ[image: ]％超こえてないから、《フルインストール》はなしだよ。

ガブリエル：ちなみに衝動による行動制限はまだ有ゆう効こうなのか？

ＧＭ：いえ、先ほどの亮太が刺さされた時、守る行動は取れないと制限をさせてもらったので、戦闘では特に制限は入りません。あれで一回と数えますから。

ガブリエル：なら普通に戦えるってことだな。

ＧＭ：はい。さて、行動順番ですが、こちらのイニシアティブはニーラムが14、ベルトルトが22。

エミリア：ベルトルト、速いよ！

ＧＭ：彼の能のう力りよく的に速くないと厳しいので。さあ、まずはベルトルトの行動からですよ。これでようやくこいつが弱かった理由を説明できるというもの！

ガブリエル：理由あったのか（笑）。

ＧＭ：ありますよ。こいつ、個こ人じんの戦闘能力は低いけど支し援えん能力が高いんです。

真也：支援型なのに衝動は〝破壊〟なのか！（笑）

アイヴィ：衝動は「下手の横好き」みたいな？

ＧＭ：そうそう。好きなことと、自身の能力が合がつ致ちするとは限かぎらない。

真也：いや、そうかもしれないけどさぁ（笑）。

ＧＭ：気にしたら負けですよ（笑）。ベルトルトはマイナーを放ほう棄き、メジャーで《融ゆう合ごう》を使用。ぐにゃりとベルトルトの身体が形を失い、ニーラムと同化していく。

エミリア：えぇえええ！　そ、そんなの不ふ潔けつだよ！（一同爆笑）

ＧＭ：ぶほっ!?　不潔って、いきなり何を言うんですか！（爆笑）

エミリア：だって０３ってひどいやつじゃん！　そんなのがニーラムと合体するだなんて……。ニーラム逃げて───っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：そう言われてもパワーアップ手しゆ段だんだからなぁ（笑）。ベルトルトが《融合》したことで、ニーラムの髪かみの半分が赤く染そまり、左目が青く変わる。

真也：毎ラウンド誰だれよりも速く動いて、《融合》で常つねにニーラムを強化する作戦か。

ＧＭ：《融合》はそのラウンドの間しか効こう果かがないですからね。ニーラムの内側から、融合したベルトルトの声が聞こえてくる。「これが他者を融合強化する俺の能力〝イクシード〟だ！　この状じよう態たいになったからには、てめえらに勝ち目はねえ」

ガブリエル：大した自信じゃねえか。

ＧＭ：「今の俺たちの力は最新型にも引けはとらねえ。いや、はるかに超えているのさ！　そうさな……Ｘ１０とでも名乗ろうか！」

真也：超ちよう最さい新しん型がたみたいなもんってことか。

エミリア：最新型より強いからＸ１０なのかー。あたしはてっきり……。

アイヴィ：てっきり？

エミリア：３＋７だから10なんだと思ったよ（笑）。

真也：いや、さすがにそれは……。

ＧＭ：……エミリア、よく気づきましたね。

真也：本当にそっちなのかよ！（一同爆笑）

ＧＭ：いや、上手い具合に数字が嚙み合ったんで、ネタになるかなと（笑）。もちろん最新型より強いという意味でもありますよ。さて、次はアイヴィの手番ですよ。

アイヴィ：はい。うー、侵蝕率が厳しいけど……。ふたりとも《ヴァイタルアップ》してるし、本気で行きます！《サイレンの魔ま女じよ》コンボ＋《リミットリリース》で攻撃！　あっという間に侵蝕率が[image: ]％になっちゃいました。

ＧＭ：初撃でいきなり[image: ]％超ごえですか！

アイヴィ：限げん界かいが近いので余裕があるうちに全力です。命中は……55！

ＧＭ：さすがクリティカル値ち６だな！　しかも《サイレンの魔女》は受けの防ぼう御ぎよ力りよくを貫かん通つうするんですよね……。やばい、天てん敵てきだ。一いち応おう回かい避ひを試みるけど……どちらも失敗！

アイヴィ：ダメージは……んー、低い。27点の装そう甲こう値無む視しです。

ＧＭ：ニーラムが《炎陣》でベルトルトをカバーリング！　さらに《氷雪の守しゆ護ご》！

真也：やっぱり持ってるか。

ＧＭ：防御特化ですからね。二倍ダメージから26点軽けい減げんして、実ダメージは28点！

アイヴィ：ふたり分だったのに半分止められちゃいました。厳しいなあ。

ＧＭ：光と風の乱らん舞ぶが、氷の障しよう壁へきを突つき抜ぬけてニーラムの身体に血の華はなを咲さかせる。だが、彼女は血塗まみれのまま微笑ほほえんでみせる。

ガブリエル：まだ余裕があるってことか。

ＧＭ：当然。今度はニーラムの手番。……《冷気の鎌》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》その他。ベルトルトの《命の剣》その他も組み合わせて範はん囲い攻撃！

エミリア：使ってるエフェクトの数がすごいんだけど!?

ＧＭ：これが《融合》の力ですよ。ニーラムの氷剣から、冷気を纏まとった無数の真空波が超ちよう高こう速そくで放たれる！　命中は59、そっちの防御行動にダイスペナルティ７個こだ！

一同：７個!?

アイヴィ：余裕で防御のダイス数を突とつ破ぱされてますよ!?

ガブリエル：《リザレクト》できないアイヴィを《砂すなの結界》でカバーリングする！

アイヴィ：ありがとうございます！

ＧＭ：全員、回避失敗ですね？　では、ダメージは90点。

真也：そんなん５回は死ねるっつーの！

エミリア：あたしも５回かな（笑）。

ガブリエル：こっちなんざ二倍食らって[image: ]点だから10回だぞ（笑）。




　攻撃で倒たおれた面々が《リザレクト》で復ふつ活かつする。




ガブリエル：立ち上がりながら毒づく。くそっ、奴の剣がまるで見えなかったぞ！

ＧＭ：ニーラムが氷剣を構かまえながら、冷たい声音で告げる。「これがすべてを止める私の能力───〝ステイシス〟よ」

ガブリエル：ステイシス……静止か。たしかに防御にダイスペナルティ７個も食らったら、こっちは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるみたいなもんだな。

真也：ベルトルトの《融合》も厄やつ介かいだよ。たぶん、あいつのエフェクトでニーラムの攻こう撃げき力りよくが30点ぐらい上がってる。

ＧＭ：そのためのコンビですからね。こちらの行動が終しゆう了りようして、次はエミリアの手番。

エミリア：じゃあ近づいて攻撃だ。《コントロールソート》＋《ギガンティックモード》その他でふたりに攻撃するよ。命中は……うわ、低い！　達成値27、とほほー。

ＧＭ：ならば、ニーラムが《炎陣》でベルトルトをカバーリング。《灼しやく熱ねつ結界》＋《氷盾》＋《歪ゆがみの身体》その他で受ける。そして、Ｄロイス究極のゼロの効果が発動します。

エミリア：究極のゼロ？

アイヴィ：冷気を操ることに長けていて、特定のサラマンダーのエフェクトを使用した時、達成値にボーナスが得られるＤロイスです。……これは防御を突破するのは難むずかしそうな。

ＧＭ：究極のゼロとその他もろもろの修しゆう正せいを加えて、受けの達成値は78。ニーラムは余裕を持ってエミリアの鎌を受け止める。

エミリア：なら、防御ごと突つき破やぶる！　ダメージは38点。《クリスタライズ》はまだ使えないから、装甲値有効だよ。

ＧＭ：惜おしい。装甲値と防御力で39点まで止めます。幾いく重えにも張はり巡めぐらされた冷気の結界が、エミリアの鎌を絡からめ取とる。「言ったはずよ。私の能力はすべてを止めると」

エミリア：う[image: ][image: ][image: ]、ギリギリ止められちゃったよ！

ガブリエル：次は俺の手番か。……ニーラムの防御を突破できる気はしねえが、ダメもとでやってみるか。《錬れん成せいの掟おきて》＋《ガンマウント》＋《カスタマイズ》で、ＰＤＷを使って攻撃だ。対象はニーラムとベルトルトで、命中は……26だな。

ＧＭ：ニーラムがやはり《炎陣》でベルトルトをカバーリング。受けも成功。周囲に満ちる冷気が、降ふり注そそぐ弾だん丸がんの雨を凍いてつかせていく。

ガブリエル：ダメージは27点。装甲値５点無視だが……。

ＧＭ：防御力のみで止まります。ダメージは０。

ガブリエル：ちっ、厳しいな。俺、火力低すぎだぜ……。

真也：ガブリエルは防御に力を回してるから仕方ないよ。火力はこっちが出せばいい！

ＧＭ：次は真也の番ですね。ニーラムが余裕の笑みで告げる。「０９、最新型の力を見せてもらいましょうか」

真也：その余裕すぐに消してやるさ。まずはベルトルトをぶん殴なぐってやる！

エミリア：そうだ真也、やっちゃえ！

真也：マイナーで接敵して、《漆しつ黒こくの拳》＋《魔ま王おうの理ことわり》＋《巨きよ人じんの斧おの》。そして新しく手に入れたエフェクト《バリアクラッカー》＋《雷光撃》を追加だ！

ＧＭ：くっ、《バリアクラッカー》が来ましたか！

真也：命中は45。さらに防御行動で使うエフェクトのレベルが２下がる！

ＧＭ：くうっ、厳しいな！　防御力、ダイス数、クリティカル値、軒のき並なみ弱体化される！　……ダメだ。達成値34で受けは失敗！

真也：よし、スマッシュヒット！　ダメージは29点の装甲値無視。拳の歯車が回転すると時間が巻まき戻もどり、防御を無む効こう化かする！

ＧＭ：堅牢な氷の結界が、真也の拳に触れただけで霧散して消える。絶対の自信を持つ防御を貫かれ、ニーラムが驚愕する。「私の〝ステイシス〟を破るなんて……！」

真也：言ったはずだぞ。お前らは叩たたき潰つぶすってな！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第二ラウンド。まずセットアップから。

真也：《フルインストール》！　これでようやく本気でいける！




　黒い雷を迸ほとばしらせる真也。その瞳が金色に輝き、身体が漆黒の外装に包まれていく。




ＧＭ：「それがあなたの本気なのね……。いいわ、かかっていらっしゃい」戦闘モードの真也に、ニーラムはあくまで不敵につぶやく。そして、ベルトルトの行動は───。

真也：おっと、ここで《時間凍とう結けつ》だ。右拳の歯車を高速回転させて、時間を止める！

ＧＭ：うおっ、このタイミングでですか！　世界が瞬しゆん時じに灰はい色いろに染まり、すべてが静止します。その中でただひとり、真也だけが動く！

真也：《融合》は厄介なエフェクトだけど、使用前に倒せば関係ない！　さっきのコンボに《フラットシフト》を組み合わせてベルトルトに攻撃。命中は70！

エミリア：おおーっ、すごい達成値だよ！

ＧＭ：やばい、《融合》の支援がないと防御力がさらに下がる。……ダメだ、ベルトルト守ったりしたらニーラムが落ちる。カバーリングはなし！

真也：なら、ダメージは77点だ！

ＧＭ：77点っ!?　零ぜろ距きよ離りから放たれた漆黒の雷が見えざる敵を撃うち抜ぬき、その衝しよう撃げきに〝イクシード〟が強制解かい除じよされる。ニーラムの身体から弾はじき飛とばされる、ベルトルト！　うぉおおおおお、一撃で落とされた！

真也：よしっ！

ＧＭ：時間が止まっている間の出来事を知覚できず、ベルトルトが驚きよう愕がくの声を上げます。「い、いったい何が起こりやがった!?」

真也：ようやく借りを返せたよ。これが僕の怒りの一撃だ！

ＧＭ：「くそったれがぁああああ！　なら、てめえも道連れにしてやる！」とベルトルトは叫び、《復ふく讐しゆうの領りよう域いき》を使う。77点をそのまま真也にお返しです！

真也：なら、《イモータルライフ》で復活！

ＧＭ：くっ……。ベルトルトは無数の水すい刃じんを真也に飛ばすが───。

真也：受けた傷きずを時間を巻まき戻もどして次々と修しゆう復ふくする。……今、何かしたか？

ＧＭ：ベルトルトに二度目の衝撃が走る。「ば、化け物が……！」と怨えん嗟さの言葉と共に倒れる。復活はありません。

アイヴィ：たった一撃で倒しちゃいましたよ……。

エミリア：すご[image: ][image: ][image: ]い！

ＧＭ：ううっ、これでニーラムは大おお幅はばにパワーダウンか。しかも、次は受けが通用しないアイヴィの行動だよ。

アイヴィ：ここで一度落としておきたいところですね。いつもの《サイレンの魔女》コンボで攻撃しますよ。……命中は37です！

ＧＭ：一応、回避は試みる。ダイス13個で……クリティカル。おっ、また回った！

アイヴィ：ええっ!?

ＧＭ：……くっ、36で回避失敗。あと一歩足りなかったか！

ガブリエル：おいおい、驚おどろかせないでくれよ（笑）。

アイヴィ：危あぶなかったー（笑）。ダメージは……さっきよりいいですね。31点です！

ＧＭ：まだです！《氷雪の守護》で22点止めて９点ダメージ。まだ、倒たおれません！

アイヴィ：ううっ、硬かたすぎですよ！

真也：ダメージ軽減を使わせただけでも十分だよ。こればかりは《バリアクラッカー》でも弱体化できないからね。

ＧＭ：《サイレンの魔女》が受けられないから、使わざるを得ないんですよね。だが、へこんでもいられない。次はニーラムの手番。

エミリア：ベルトルトが倒れたから弱くなったんだよね？

ＧＭ：ええ。ですが、みなさんを倒す力はまだある。「さすがね……。ならば、こちらも切り札をきらせてもらうわ！」《冷気の鎌》＋《神速の鼓こ動どう》その他で攻撃！

真也：シーン攻撃か！

ＧＭ：おうさ。超高速で振ふるわれる氷剣が吹雪ふぶきを巻まき起おこし、すべてを凍てつかせていく！　命中は29！　ダイスペナルティは変わらずの７個こです。

ガブリエル：そこは変わらねえのか！

ＧＭ：ええ、ニーラムの能力だけで与あたえてる部分ですからね！

一同：回避失敗！

ガブリエル：ここだな。《砂塵の城壁》でダメージを０にする。砂すな嵐あらしを起こして、ニーラムの放った冷気を受け止める！

ＧＭ：砂と氷───ふたつの嵐がぶつかり、お互たがいを相そう殺さいし合う。切り札を防ふせがれたにもかかわらず、ニーラムは感かん嘆たんの声を上げます。「やるわね、〝サンドマン〟」

ガブリエル：はっ、旧きゆう型がたの唯ゆい一いつの取とり柄えってやつさ。

エミリア：次はあたしだね。……むー、《クリスタライズ》が使えないのがきつい。

ＧＭ：まだ侵蝕率[image: ]％超えてないとは（笑）。

エミリア：うん、今92％なんだよね。

アイヴィ：ジェネシフトして侵蝕率を上げちゃう？

エミリア：ああ、自分で上げられるんだっけ。……そうだね、これ以上長引くとやばいし、全力で行けるようにする。ジェネシフトして……

ガブリエル：ちょっと待った。エミリア待機してくれるか。先に攻撃させて欲しい。

エミリア：おお？

ガブリエル：恐おそらくニーラムはあと一撃で倒れる。復活系けいエフェクトを使用してきた場合、火力が高いエミリアを残しておいたほうがいいだろう。

エミリア：なるほど。ん、わかったよ。じゃあ、待機で！

ＧＭ：了解しました。では次はガブリエルの手番です。

ガブリエル：《カスタマイズ》＋《錬成の掟》＋《ガンマウント》で攻撃。さらにベルトルトと柳也のロイスをタイタス化してクリティカル値を２下げる！

アイヴィ：ガブリエルが本気ですよ！

ガブリエル：これでクリティカル値５だ。今度こそ……よし、回った！　命中は65だ！

ＧＭ：《融合》を失った状態でそれはきついな。……ぐあっ、受け失敗！

ガブリエル：ダメージもいい。42点、装甲値は５点まで無む効こう！

ＧＭ：義ぎ手しゆに内蔵されているＰＤＷが展開され、放たれた銃じゆう弾だんの雨がニーラムの身体からだを貫つらぬいていく。だが、ここで《燃もえる魂たましい》！　受けた傷を凍結させて、昏こん倒とうに耐たえる！

ガブリエル：よしっ、読み通りだな。

エミリア：それじゃあ、待機を解除。一気に攻せめるよ！

ＧＭ：くうっ、厳しいっ……！

エミリア：マイナーでジェネシフト。侵蝕率を３Ｄ10点上げて……[image: ]％に。ここで決める！　今までのコンボに《クリスタライズ》を追加！　さらにベルトルトのロイスをタイタス化してクリティカル値を下げるよ！

ＧＭ：これでクリティカル値６か。……うおぉおお、マジでやばい！

エミリア：たあっ！　……あぁああああ!?

アイヴィ：こ、これは出目が……。

ＧＭ：４とかいっぱい出てますね。

エミリア：……命中は28。すみませーんっ！

ＧＭ：これがダイスゲームの恐おそろしさか。ニーラムは《氷盾》その他で受けに成功。

エミリア：でも、ダメージでいい目が出れば……って、あぁああああっ!?　う、噓！　５Ｄ10振って、出目の合計が10!?

ガブリエル：そ、そいつは……マジか……。




　命中判定に続く、ダイスの神のいたずらに呆然とする一同。




エミリア：ううー……ダメージは36点だよ。

ＧＭ：ならば25点引いて、11点くらいます。だが、この程度では倒たおれない。

エミリア：逆ぎやくにあたしが倒れるよ。ＨＰ１しかないのに対たい抗こう種の効果で３点減へって０！

アイヴィ：ああ、エミリアさんがっ！

ＧＭ：エミリアの鎌が氷の結界をなぎ払はらい、対抗種の力がニーラムを焼く。だが、彼女はそれに耐える。「ごめんなさい、あなたにだけは倒されるわけにはいかないの」

エミリア：うう、ニーラム……！　対抗種の力を振るった痛みに耐えながら、ニーラムのことを見つめる。

ＧＭ：「眠ねむりなさい、エミリア。次に起きた時には、すべてに決着がついているわ」

エミリア：あたしは必死にニーラムに手を伸のばそうとするけど、届とどかずにそのまま倒れるよ。みんな、本当にごめん！

ガブリエル：いや、こればっかしはどうしようもない。ダイスにやられたな。

真也：大丈夫、まだ僕が残ってる。切り札は使わせてるんだ。ここで一気に決める！

ＧＭ：受けて立ちます。ここを耐えきれば、まだこちらにも勝利のチャンスはある！




　それは自由を望む者と束そく縛ばくを強しいる者との意思のぶつかり合い。

　暴ぼう走そうしそうな感情の波に突き動かされるように、真也は力を振ふり絞しぼる。




真也：《巨人の斧》＋《バリアクラッカー》その他で攻撃！　半ば暴走状態のまま、全力で一撃を放つ！

ＧＭ：ならば、真也の全力をニーラムが静止の力で迎むかえ撃うちますよ！　《氷盾》＋《灼熱の結界》その他で受けます！

真也：止められるもんなら、止めてみろっ！　……命中は46だ！

ＧＭ：絶対に止める！　……くっ、達成値36。ニーラムの〝ステイシス〟が、真也の拳によって再ふたたび打うち破やぶられる！

一同：やった───っ!!




　時間は逆ぎやく転てんし、氷の結界は消失する。

　漆黒の闇を宿した拳がすべてを吞のみ込こむ！

　そして───。




真也：ダメージは32点の装甲値無視！

ＧＭ：ニーラムの結界が霧散し、真也の拳が彼女の身体を捉とらえる。そして、放たれた漆黒の稲いな妻ずまが荒あれ狂くるい、彼女を弾はじき飛とばします！

真也：これでどうだ！

ＧＭ：……復活してからの累るい積せきダメージは43点。さすがに耐えきれません。吹ふき飛ばされたニーラムは地面に倒れたまま動かなくなる……。戦闘終了です。





＊　　　＊　　　＊






　先ほどまでの戦いが噓うそのような、痛いたいほどの静寂。

　真也の胸むねの内で渦巻いていた衝動は消え、空くう虚きよな心の穴あなだけが残される。




ＧＭ：「まさか私たちが負けるなんてね……」ニーラムがかすれた声でつぶやく。

真也：…………。

ＧＭ：「そんな可能性ゼロに等しいでしょうけど……。あなたたちなら、もしかしたら〝Ｘ０１〟のように逃にげ切れるかもしれないわね」

ガブリエル：０１のことを知ってるのか？

ＧＭ：「噂うわさで聞いただけよ。かつてＸ島を脱だつ走そうした実験体がいたと……。今も生きてるのか……それとも死んだのか……」

アイヴィ：私たちの前にも脱走した人がいたなんて……。

ＧＭ：「ああ、そういえば……。不思議な偶ぐう然ぜんもあるものね」ニーラムが真也を見つめる。

真也：僕ぼく？　いったいなんだ？

ＧＭ：「あなた、たしかスワバラと言ったわよね？」

真也：僕の名字がどうかしたのか？

ＧＭ：「逃亡した０１も確かスワバラと……」

真也：ちょ、ちょっと待ってくれ！　なんで僕と同じ名字なんだよっ!?

エミリア：フ、フルネームは!?　０１のフルネーム！

ＧＭ：（にやりと笑って）真也、あなたの父親の名前は？

真也：うお！　決めてないけど……じゃあ昌まさ喜きとかで……。

ＧＭ：ではニーラムは息も絶え絶えに言う。「……マサキ……マサキ・スワバラと……」

一同：なっ、なにぃいいいいいいっ!?

真也：それは思わずニーラムに詰つめ寄よるぞ！　……おい、なんでその名前があんたの口から出てくるんだ!?

ＧＭ：「わからない……。私は……、０１のことを噂でしか……聞いたことが……ないから……」ささやきながらも、ニーラムの身体からゆっくりと力が抜ぬけていく。

真也：おい、ちょっと待っ───。

ＧＭ：「ああ……、ようやく終わる……。エミリア……あなたは私のようには……ならない……で……」その言葉を最後に、ニーラムは沈黙して動かなくなる。静けさを取り戻もどしたコンテナ区画。立っているのはあなたたちだけです。

真也：……なんで、ここで父さんの名前が出てくるんだ？




　───いや、今は亮太を助ける方が先だ。

　混乱する思考を振り払うように、真也がのろのろと亮太に近づいていく。

　その姿に、アイヴィとガブリエルも慌てて動き出した。




　皆、倒れた亮太とエミリアの治療に没頭し、一言も喋しやべらない。

　頭の片隅に、ニーラムの残した言葉への困惑が澱おりのようにたまっていく。




　こうして、ファントムセルとの第二の戦いは終わりを告げた。

〝Ｘ０１〟という存在への謎を残して。







《融合》　融合することで、自身の能力を相手に与えるエグザイルのエフェクト。

《炎陣》　炎を周囲に展開して仲間を守るサラマンダーのエフェクト。

《氷雪の守護》　周囲に氷の膜を生み出し、ダメージを軽減するサラマンダーのエフェクト。

《冷気の鎌》　冷気で相手の動きを鈍くするサラマンダーのエフェクト。

《獅子奮迅》　連撃によって周囲の敵をなぎ払うハヌマーンのエフェクト。

《かまいたち》　真空の刃によって、遠くの敵を攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《命の剣》　肉体の硬度を増すことで、ダメージを強化するエグザイルのエフェクト。

《灼熱結界》　高熱化した空間で射撃攻撃を止めるサラマンダーのエフェクト。

《氷盾》　氷の盾で攻撃を受け止めるサラマンダーのエフェクト。

《歪みの身体》　柔軟な肉体によって、攻撃の威力を受け流すエグザイルのエフェクト。

《巨人の斧》　武器の重量を増加させて攻撃を強化するバロールのエフェクト。

《バリアクラッカー》　武器を帯磁させて、相手の防御を突破するブラックドッグのエフェクト。

《雷光撃》　電撃で攻撃の威力を上昇させるブラックドッグのエフェクト。

《時間凍結》　時間停止空間の中で、自分だけが動くバロールのエフェクト。

《復讐の領域》　因子によって、自分の受けた傷を相手にも与えるオルクスのエフェクト。

《イモータルライフ》　太古のレネゲイドによって死の淵から蘇る古代種のエフェクト。

《神速の鼓動》　振動波でさまざまな効果を広範囲に伝播させるハヌマーンのエフェクト。

ジェネシフト　レネゲイドを意識的に活性化させ、侵蝕率を上昇させる能力。

《燃える魂》　熱によって肉体を活性化させて瞬時に傷を癒すサラマンダーのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：では、エンディングになりますが、自じ律りつ判はん定ていは大だい丈じよう夫ぶでしたか？

真也：二倍振ぶりだったけど、問題なく戻もどってきたよ。

アイヴィ：真也さん以外は、みんな一倍振りで大丈夫でした。

エミリア：あたしは99％だったからメッチャ危あぶなかったけどね！（笑）

ＧＭ：二話目でジャーム化とか洒落しやれにならんですよ（笑）。

エミリア：まあ、ギリギリだけど戻ってこれたから、よしってことで（笑）。

ガブリエル：しかし、前とは逆ぎやく転てんした形になったな。

アイヴィ：そういえばそうですね。前は真也さんだけ一倍振りで、他が二倍でしたから。

真也：経けい験けん値ちのバランスが取れて丁ちよう度どよかったじゃないか。

ＧＭ：みなさん、無事に戻ってこられたようで何よりです。では、改めてエンディングに参りましょう。まずは、みなさんの総そう合ごうエンディングから。

一同：はーい。







◆Ending 01◆そして……


Scene Player ─── 諏訪原真也






　降ふりしきる雨───誰だれもが沈ちん黙もくする中、静せい寂じやくを破やぶるように来らい訪ほう者しやが現あらわれる。

　彼らはいったい……。




ＧＭ：まずは総合のエンディングです。全員登場してください。

一同：はーい。

ＧＭ：クライマックスの直後、雨降ふるコンテナ区画に救急車やワゴン車、リムジンといった車しや輌りようが次々とやってくる。

真也：おお？　……もしかしてＵＧＮか？

エミリア：思いっきり派は手でに戦ったし、たぶんバレバレだよね。

ＧＭ：車輌から降りてくる面々は、冷静に手て際ぎわよく後あと処しよ理りの作業を開始します。明らかに非ひ日にち常じようの世界を知る者たちの動き。みなさんの予想通り、現れたのはＵＧＮです。

ガブリエル：なるほどね。素人しろうとじゃねえな、あれは。

ＧＭ：そんな中、リムジンからひとりの男が降りて、あなたたちの方へと近づいてくる。

アイヴィ：誰だろ……。もしかして柳也かな？

ＧＭ：いえ、違ちがいますね。スーツ姿すがたの穏おん和わな笑みを浮うかべた男ですよ。おおらかな雰ふん囲い気きをまとっており、余よ裕ゆうのある大人を絵にしたような人物で、柳也とはまるで正反対。

真也：大人げのある大人なのか（笑）。

ＧＭ：スーツ姿の男が口を開く。「ＦＨから脱だつ走そうしてきたというのは、あなた方ですか？」

アイヴィ：……あなたは何者ですか？

ＧＭ：「私は霧谷雄吾きりたに・ゆうごと言います。ＵＧＮ日本支し部ぶの支部長───九条柳也の上司ですよ」霧谷の言葉から、彼が日本に展てん開かいしているＵＧＮのトップだということがわかる。

エミリア：そんな偉えらい人がなんでここに？

ＧＭ：暮林支部が壊かい滅めつしたことで、この事じ件けんの管かん轄かつが日本支部に移うつったのです。霧谷が微笑ほほえみながら言う。「あなたたちのことは九条さんからうかがっていますよ」

ガブリエル：なるほどな。んで、柳也はどうしてるんだ？

ＧＭ：「ああ、彼なら入院中です」（さらり）

一同：おおーいっ！（一同爆笑）

真也：出てこないと思ったらそんなか！（笑）

ＧＭ：「暮林支部が襲しゆう撃げきを受けた時、無茶をして襲しゆう撃げき者しやに返り討うちにあいましてね。あの無む鉄てつ砲ぽうさがなければ、優ゆう秀しゆうな人なんですが……」霧谷が困こまったものだとため息をつく。

ガブリエル：やれやれだな（笑）。

ＧＭ：とまあ、不思議と穏おだやかに話している間にも、後処理は進んでいく。亮太は救急車に運び込こまれ、ニーラムたちも運び出されていく。

エミリア：待って、ニーラムのところに行く！　……お願い、彼女を連れて行かないで！

ＧＭ：するとエージェントたちは困惑して立ち止まる。

ガブリエル：エミリアの肩かたを優やさしく叩たたくぞ。……エミリア、気持ちはわかるが。

エミリア：じゃあ、せめて彼女の装そう飾しよく品ひんをひとつだけでももらえないかな……。

ＧＭ：わかりました。もらう装飾品は何がいいですか？

エミリア：（しばし黙考し）ピアスにするよ。……お願い、これだけはもらえないかな？

ＧＭ：では、エージェントが霧谷の方を向くと、彼はこくりとうなずく。ピアスのひとつが取り外され、エミリアに手て渡わたされます。

エミリア：ピアスをぎゅっと握にぎりしめて、最後にニーラムの頰ほおをそっと撫なでて見送る。

アイヴィ：エミリアさん……。

真也：じゃあ、僕ぼくも霧谷に質しつ問もんするぞ。……なあ、亮太は助かるのか？

ＧＭ：「出血は多いようですが、応おう急きゆう処しよ置ちが早かったことが幸いでした。大丈夫、彼は助かりますよ。いえ、我われ々われが助けて見せます」力強く霧谷は宣せん言げんする。

真也：よかった……。

ＧＭ：さて、次は霧谷が切り出しますよ。「次は私の話を聞いていただけますか？」

ガブリエル：警けい戒かいしながら。……俺たちをどうするつもりだ？

ＧＭ：「そんなに警戒しないでください。単刀直入に言いましょう。我々ＵＧＮの保ほ護ご下かに入りませんか？」

真也：それは……本当に直球だな。




　霧谷からの突然の提案に、戸惑うように顔を見合わせる一同。




ガブリエル：……すまないが、俺は一番最初に折れるな。……とりあえず、なんでもいい。こいつらにちゃんとした食事を食わせてやってくれないか。

アイヴィ：ずっとサバイバル生活だったからですか？

ガブリエル：ああ、そうだ。やっぱり年長者としちゃ現げん状じようのままはつらいぜ。

ＧＭ：すると霧谷はみなさんの状じよう況きようを察さつして「もちろん、可か能のうな限かぎりの援えん助じよを約束します」

アイヴィ：でも、ご飯を食べたら最後、こき使われるようなことは……。

エミリア：なんかＦＨに入ったときも同じような感じだったよねー。

アイヴィ：ガブリエル、大丈夫です！　蛇へびも蛙かえるも味的にはいけてますよ！

ガブリエル：お、お前たち……！（笑）

ＧＭ：なんでこんな涙なみだちょちょ切れそうな状況になってるんだろう（笑）。

真也：いや、ほら。今までの状況からやっぱり組そ織しきには抵てい抗こう感がさ。

ガブリエル：それはたしかにな。……あんたら───ＵＧＮを信用できる証しよう拠こがないぜ。

ＧＭ：「信用できない気持ちはわかります。ですが、それでも我々は、救いの手を差し伸のべられるのならば、差し伸べたいのです。そのためにＵＧＮは存そん在ざいしているのですから」

エミリア：ううーん、でも……。

ＧＭ：「一時だけでも構かまいません。こちらの手を握にぎっていただけませんか？」

一同：…………。

真也：……僕ぼくはＵＧＮに入ってもいい。ただし、交こう換かん条じよう件けんがひとつある。

ＧＭ：「聞きましょう」

真也：あんたら世界規き模ぼの組織なんだろ。だったら、ここ数日の間だけでいいから、僕がこの街にいた痕こん跡せきを消せないか？　僕は父さんと母さんを捜さがすために街を出なくちゃならない。だったら、最初から僕が戻ってこなかったことにした方がいいと思うんだ。

ＧＭ：霧谷は真也を気き遣づかうように見つめ。「それは可能ですが……。いいのですか？　そんなことをしたら、あなたがこの街に戻ってきた事実を消し去ることになりますよ」

真也：かまわない。むしろ、そうじゃないとダメなんだ。でないと、僕が戻ってきたことを知ってる人たちを狙ねらってファントムセルがまた来るかもしれない。

ＧＭ：「……いいでしょう。それがあなたの望みならば」

真也：ありがとう。……みんな、僕はＵＧＮに行く。でも、みんなまで一いつ緒しよに来る必要はないよ。これは僕の都合だから。

アイヴィ：うーん……。私は早くアメリカに帰りたいですけど、もしも帰った場所で今回みたいな事じ件けんが起こったらと思うと……。

エミリア：だよね……。帰りたいけど、ファントムセルの追っ手が来て、ローマの様々な遺い産さんが破は壊かいされるのは忍しのびないしなぁ。

ガブリエル：たしかに、今回みたいに街にまで手を出されたら、とんでもないことになるな。

エミリア：それに、やっぱりママを危あぶないことに巻まき込こみたくないしさ……。そんなわけで、イタリアに帰るのはまだかなと思うよ。

ガブリエル：そうだな。少なくともすべてに決着をつけるまでは、帰るのは難むずかしそうだ。

アイヴィ：なら、ＵＧＮの保護に入りましょう。……ピクシーもそれでいい？

ＧＭ：ピクシーはあっさりとうなずく。「構かまわないよ。前にも言ったが、ボクがここにいるのは君たちのおかげだからね。最後まで君たちについていくさ」

エミリア：ありがと！　そういうわけで、お世話になります！

ＧＭ：では、霧谷は微笑み、歓かん迎げいの意を表わす。「ありがとうございます───」




「ようこそ、ＵＧＮへ我々はあなた方を歓迎します」

　こうして真也たちはＵＧＮという寄よる辺べを得たのであった。







◆Ending 02◆残された謎なぞ


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　戦いの痕あとが残るコンテナ区画で、ガブリエルは注意深く周囲を見み渡わたす。

　そして、目的のものを見つけて拾い上げる。

　手にひらに収おさまる小型のスイッチ。

　衝しよう動どうを巻まき起こしたこれは……いったい何なんだ？




ＧＭ：それでは個こ別べつのエンディングに行きましょう。まずはガブリエルから。

ガブリエル：やりたいことがあるんだが……。

ＧＭ：はい、どうぞ。

ガブリエル：場所はコンテナ区画。周りで後処理が行なわれてる中、俺はニーラムが倒たおれた場所に行き、スイッチを拾う。

アイヴィ：それって……衝動を発生させたスイッチ？

ガブリエル：ああ、結局こいつが何なのかわからずじまいだったからな。まずピクシーに見せてみる。……ピクシー、こいつが何かわかるか？

ＧＭ：では、ピクシーはスイッチを見た後、ぽつりとつぶやく。「……特とく殊しゆな音波を発生させるための装そう置ちだと思う。詳くわしくはきちんと調べてみないと何とも言えないな」

ガブリエル：なら、次は霧谷のところに行って、スイッチを渡すぞ。

ＧＭ：すると、いきなりスイッチを渡され、霧谷は怪け訝げんそうに訊く。「これは？」

ガブリエル：霧谷がオーヴァードだってことはわかっていいか？

ＧＭ：構いません。

ガブリエル：なら、こう言う。……あんたならわかるかもしれないが、こいつが発する音を聞くと───暴あばれたくなるんだよ。




　ガブリエルの低く重い声に、霧谷が神しん妙みような顔つきになった。

　ふたりの視し線せんが小さなスイッチに集まる。




ＧＭ：「なるほど……。ずいぶんと物ぶつ騒そうな代しろ物もののようですね」ガブリエルの言わんとするところ───衝動を引き起こす装置だという意味を受け止める。

ガブリエル：悪いんだが、そいつを調べてもらえないか。

ＧＭ：「わかりました。解かい析せきチームに回しておきましょう」

ガブリエル：助かるよ。それで話は変わるが、これから俺たちはどうなるんだ？

ＧＭ：「……別の街に移うつっていただくことになると思います。ただ、それもすぐには決められませんから、もうしばらくは暮林市で待機してもらうことになるでしょう」

ガブリエル：そうかい。……スイッチのことは何かわかったら教えてもらえるか？

ＧＭ：「ええ、すぐにご連れん絡らくしましょう」

ガブリエル：それじゃあ、俺の話はこんなもんだ。引き留とめて悪かったな。

ＧＭ：「いえ、気にしないでください。それでは、私はこれで」




　軽く挨あい拶さつして立ち去る霧谷を見送りながら、ガブリエルは懐ふところを探さぐった。

　タバコを取り出そうとして手が止まる。

　いつのまにか、柳也にもらった分がなくなっていたのだ。

　ため息混まじりに、ガブリエルは霧谷に声をかけた。




「なあ、あんた……。タバコ持ってないか？」




　霧谷が振ふり返かえる。

　彼らが本当に味方なのかは、まだわからない。

　ただ、こんな些さ細さいなことを話せる相手が増ふえるというのは、悪い気がしなかった。







◆Ending 03◆戦い終えて


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　暮林市にある総そう合ごう病院で、アイヴィはぼんやりと長なが椅い子すに座すわっていた。

　誰だれもいない待合室は静まり返っている。

　だが、そんな静寂を打ち破やぶる男がひとり現れた。




ＧＭ：では、次のエンディングはアイヴィ。戦せん闘とうの直後ということもあり、精せい密みつ検けん査さを受けるように指し示じされ、病院に連れてこられたところです。

アイヴィ：じゃあ、検査の待ち時間で、ぼんやりと時間を潰つぶしてます。

ＧＭ：時間帯が深夜ということもあり、待合室にアイヴィ以外の姿はない。最さい低てい限げんの灯あかりに照らされた部屋は暗い印象がある。

アイヴィ：暇ひまです……。

ＧＭ：ぽつりとつぶやくと同時、機き嫌げんが悪そうなしかめっ面つらの男───九条柳也が姿を現あらわす。「よお、ここにいたのか」どうやらアイヴィを捜さがしてたようだ。

アイヴィ：何の用だろ？　……ちょっと怖こわいけど、話し相手になりますよ。柳也のロイスがなかったら戻ってこれませんでしたし（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。

アイヴィ：入院してるって聞いたけど、この病院だったんだね。

ＧＭ：「ああ、こんだけやられたのは久ひさしぶりだ」やれやれとため息をつきながら、柳也はアイヴィの対面側の椅い子すに座すわる。

アイヴィ：そんな大おお怪け我がで動いていいの？

ＧＭ：「別に、もう治ってる」と、柳也は仏頂面で答える。もっとも、首もとには包帯が見えているので、シャツの下も包帯で雁がん字じ搦がらめにされてることは容よう易いに予想がつきますが。

アイヴィ：やせ我が慢まんしてるし……。本当に子こ供どもみたいな人だなぁ。

ＧＭ：「さて、何のことだかな」柳也は空とぼけて、すぐに話題を変えてくる。「俺のことよりも、お前らのことだ。ＦＨの連中を倒たおしたんだって？　やるじゃねえか」

アイヴィ：みんなが一いつ緒しよだったからです。私はひとりで敵てきと戦うような無茶はしないですし。

ＧＭ：まるで現げん場ばを見ていたような的てき確かくな意見に、柳也は渋じゆう面めんになる。「なかなか手て痛いたいな。……そういや霧谷から聞いたぜ。ＵＧＮに入ることにしたんだって？」

アイヴィ：ええ。これでもう、あなたに追いかけられなくてすみますよ。

ＧＭ：「こっちもめんどくせえ任にん務むから解かい放ほうされるさ。だが、ひとつだけ残念だな」

アイヴィ：何がですか？

ＧＭ：「ガブリエルとか言ったか？　あいつとは一戦交えてみたかったぜ」

アイヴィ：じゃあ、きっと睨む。……ＵＧＮはなんでこんな物ぶつ騒そうな人を支部長なんかにしてるんだろう（笑）。

ＧＭ：鋭するどい視線に柳也は降こう参さんとばかりに両手を挙げる。「冗じよう談だんだよ。まあ、いろいろつらいこともあるだろうが、がんばんな」

アイヴィ：私だけじゃないです。みんなつらかったんです……。だから、ちょっとだけここで休ませてください。

ＧＭ：「休みたいだけ休んでけばいいのさ。ＵＧＮはそのためにあるんだからな」

アイヴィ：なら、お言葉に甘えさせてもらいます。

ＧＭ：そうこうしていると、柳也が不意に立ち上がる。「それじゃあ俺はそろそろ行くわ」

アイヴィ：そう……。じゃあね、柳也。

ＧＭ：「おう、じゃあな」ひらひらと手を振ふって去って柳也は去っていく。そして、再ふたたび待合室にはアイヴィだけになる。

アイヴィ：それじゃあ、ひとりになった途と端たんに睡すい魔まが。なんか疲つかれちゃったな……。




　たまった疲労からふらふらと身体が揺れる。まぶたが重い、意識が朦朧とする。

　───みんなのところに戻もどらないと……。でも、少しだけ……。

　微睡まどろむままに、アイヴィはこてんと長椅子に身体を預あずけた。







◆Ending 04◆想い刻きざんで


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　静まり返った深夜の病院。

　鏡の前に、今にも泣き出しそうなエミリアが立っている。

　ニーラムのピアスを手に握にぎり、彼女はひとつの決意をその身に刻む。




ＧＭ：次はエミリアのエンディング。場所はＵＧＮ系けい列れつの病院で、今は待機するように指示を受けているところだと思ってください。

エミリア：じゃあ、ぼんやりしてると、どこからともなくカレーの香かおりが漂ただよってくる。

アイヴィ：なんで、カレー（笑）。

エミリア：ほら、Ｘ島にいた頃、ニーラムによく作ってもらってたからさ。その香りで彼女のことを思い出しちゃうんだよ。

ガブリエル：そうか……。落ち込んでるときにインド料理を作ってくれてたんだったな。

エミリア：うん、つらい時はいつもそうやって励はげましてくれてた！

ＧＭ：なるほど。じゃあ、地下食堂から漂ってくるカレーの香り。それは彼女が昔作ってくれたものに似にていて……。

エミリア：それでニーラムのことを思い出して、近くにあるトイレに駆かけ込こむ。そして、鏡の前に立つよ。

ＧＭ：室内には他に人の姿すがたはない。冷たい空気が漂ただよい、鏡の中に映うつったエミリアが、あなたのことを見つめ返している。

エミリア：じっと自分の姿を見つめながら、女じよ帝ていのタロットを取り出すよ。さらに、それをモルフェウスの能のう力りよくで鋭するどいニードルに変化させて───。




　冷たく輝かがやく金きん属ぞくの針はりを、エミリアは自分の耳に刺さした。

　鋭い痛いたみが走り、にじみ出した血が涙なみだのように流れ落ちていく……。




エミリア：耳から流れ出る血をぬぐって、ニーラムのピアスをつけるよ。……これでずっと一緒だよ、ニーラム。

ＧＭ：つぶやきとともに、エミリアの脳のう裏りにニーラムと過すごした思い出が浮うかび上がっていく。それは彼女と共に時間を過ごし、笑い合えていた幸福な記き憶おくだ……。

エミリア：泣きそうになるのを必死で堪こらえて、鏡に映るニーラムのピアスに誓ちかうよ。絶ぜつ対たいに自分のいるべき場所に帰るって。

ＧＭ：静かに決意するエミリアの耳元でニーラムのピアスが揺ゆれる。

エミリア：きっと、ニーラムも本当は帰りたかったはずだから。そうだって信じてるから、あたしは絶対に日にち常じようを取とり戻もどさなくちゃならないんだ！




　だから、どんなにつらくても立ち止まったりしない。

　運命なんかに負けない。

　どれだけ道が険けわしくとも、私は絶対にいるべき場所へ帰ってみせる！




　……だから、見守っていてニーラム。







◆Ending 05◆今はさよなら


Scene Player ─── 諏訪原真也






　事じ件けんから一週間後、真也が暮林市を離はなれる時が来た。

　次はいつ戻もどってこれるかはわからない状況の中、真也が最後に望んだことは───。




ＧＭ：最後は真也のエンディング。事件から一週間ほど経けい過かし、今日は暮林市を去る日です。最後に何かしたいことはありますか？

真也：じゃあ、みんな登場してもらえないかな。一緒に街を出たいんだ。

エミリア：はいはーい。

アイヴィ：わかりました。

ガブリエル：それじゃあ、登場するか。

真也：あと、街を出る前に、ちゃんと自分の目で亮太が無事かを確かく認にんしておきたいんだ。

アイヴィ：瀕ひん死しまでいってましたもんね。

真也：ただ、ＵＧＮに記き憶おく処しよ理りをお願いしたこともあるし、直ちよく接せつ会うのはまずいだろ。亮太に気づかれないようにしたいんだけど……。

ＧＭ：わかりました。では、ＵＧＮが周囲を調べて必要な条件を満たした場所を探してくれますよ。みなさんは今、病院の庭を見下ろせるビルの屋上に集まっている。




　病院の庭には車くるま椅い子すに座すわり、散歩する亮太の姿があった。

　かたわらに立つ母親と談だん笑しようするその姿に悲ひ哀あいはない。

　すでに彼の記憶から、真也との再さい会かいを始めとする事件の記憶は消されている。




真也：僕は屋上から黙だまって亮太を見てる。

ＧＭ：しばらく亮太は外の風を楽しんでいたが、やがて母親と一緒に病院へと戻っていく。最後まで真也に気づくことはない。

真也：（ぽつりと）……亮太とは昔、一緒の部活にいたんだよ。事じ故このせいで部活をやめることになっても、あいつだけはつき合い方が変わらなかった。すごい単純なやつでさ……。でも、その単純さに僕は救われたんだ。

ガブリエル：親友ってやつか。うらやましいな。




　───一番の親友だった亮太。




真也：父さんは、身体の弱い母さんを支ささえながら仕事を続けて、僕を育ててくれた。いつも忙いそがしそうだったけど、困ったときはいつも相談に乗ってくれたよ。

アイヴィ：いいお父さんだったんですね。




　───家族のためにがんばる尊敬すべき父。




真也：母さんは、身体が弱くてずっと家にいたけれど、僕が何かを言ったときは真っ先にそれを叶かなえようとしてくれた。

エミリア：真也もママが好きだったんだね……。




　───いつも優しく接してくれた母。

　大切な人たちと共に過ごした思い出が、真也の心に浮かび上がっては消えていく。




真也：……ここは僕が生まれ育った街で、とても大切な帰るべき場所だ。でも、僕はこの街を傷きずつけてしまった……。

ＧＭ：眼がん下かに広がる暮林市の街まち並なみを見み渡わたせば、そこにはファントムセルによって刻きざまれた傷きず跡あとが残っているのが見える。

真也：この街に居い続つづければ、また同じような悲ひ劇げきが起こるかもしれない。だから、僕はもう……ここにはいられない。

エミリア：真也……。

ガブリエル：……大だい丈じよう夫ぶさ。傷は癒いえるもんだ。人の傷も、心の傷も、街の傷もな。

真也：ガブリエル……。

アイヴィ：いつかこの街に帰ってこられる日が来ます、絶ぜつ対たいに！

真也：アイヴィ……。

エミリア：だから、今は一緒に行こう。真也！

真也：エミリア……。みんな、ありがとう。




　真也が振り返ると、そこには手を差し伸べてくれる仲間がいた。

　失ったものの代わりに、得たものもあるのだ。




真也：行こう、僕たちのいられる場所に。




　日常の世界に背せを向けて、真也は歩き出す。

　運命を共にする仲間たちと一緒に。




　悲しき逃亡者たちの旅は続く。

　いつか、彼らが帰るべき場所に戻もどれるその時まで───。




















＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：それでは最後にひとつ演えん出しゆつをさせてもらいます。みなさんが暮林市から次の街へと移い動どうする途と中ちゆうで、真也は霧谷と一緒にリムジンに乗っています。

真也：僕？　他のみんなはどうしてるんだ？

ＧＭ：別の車両で移動中です。なので、ここには霧谷と真也しかいません。理由は霧谷が真也とふたりきりで話がしたいと頼たのんだためです。

真也：じゃあ、霧谷に聞くぞ。……それで、僕と話したいことって何だ？

ＧＭ：すると霧谷は落ち着いた表情のまま、静かにこう切り出す。「私が話したいのは行方ゆくえ不明になっている、あなたの父親についてです」

真也：父さんの……？

ＧＭ：「ええ……。現げん在ざい、部下にあなたのご両親の行方を調ちよう査さしてもらっているのですが、そこで奇き妙みようなことが判はん明めいしたのです。伝えるべきか迷まよいましたが、あなたがご両親を捜さがすならばいずれは知ることになるだろうと、伝えることを決めました」

真也：……わかった、聞かせてくれ。少しでも父さんや母さんに繫つながる情じよう報ほうが欲しいんだ。

ＧＭ：では、霧谷は一いつ拍ぱく間をおいて静かにこう告げる。「私が受けた報ほう告こく書しよには、こう記き載さいされていました。あなたの父親───諏訪原昌喜は……、この世界に存在しない人間だと」

真也：……なっ、ちょっと待ってくれ！　僕の父さんが存在……しない？

ＧＭ：「たしかに昌喜さんはこの暮林市で暮くらしていたようです。ですが、それ以前の……正せい確かくにはあなたが生まれるより前の記録が何ひとつないのです」

真也：……っ!?




　霧谷の言葉に、真也は足元が崩くずれ落ちるような感覚に襲おそわれた。

　今までたしかだと思っていたものが、ガラガラと音を立てて崩れ去っていく。




　混乱する思考の中で、真也は自身に問う。




「父さんが存在しない人間……？　じゃあ、僕はいったい何なんだ？」




　だが、その問いに答えられる者はいなかった。





ダブルクロス・リプレイ・エクソダス　『悲しきランナウェイ』

fin

And continues to "Double Cross exodus 2nd"









　　　あとがき




　みなさん、『ダブルクロス』は好きですか？

　俺は大好きです。




　数あるＴＲＰＧの中でも、もっとも多く経験し、関わってきたタイトルのひとつが、『ダブルクロス』シリーズだと思います。




　そんな『ダブルクロス』の、しかも文庫リプレイを書ける日がこようとは！

　人生、何が起こるかわからないものです。





＊　　　＊　　　＊






　はじめまして。

　この本の著者の伊藤和幸です。




　本リプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・エクソダス』はいかがだったでしょうか。

　本作は、〝日常を守るために戦う〟という『ダブルクロス』の基本的なモチベーションを逆転させ、〝日常を取り戻すために戦う〟という展開になっております。




『タイガーマスク』しかり、『サイボーグ００９』しかり、『仮面ライダー』しかり。

　日常を失い、超常の能力を与えられた人間が、自分を改造した悪の組織と戦うというシチュエーションは、昔から超人ものの王道のひとつとして扱われてきました。

　そしてそれは、オーヴァードという超人を扱う『ダブルクロス』にとっても、王道たり得るのではないでしょうか。




　日常を奪われ、望まぬレネゲイドの力を与えられた四人のオーヴァードたち。彼らが自分の居場所に帰るために、迫り来る数々の苦難を乗り越えていく物語を通して、『ダブルクロス』の魅力を少しでもお届けできれば、それに勝る喜びはありません。




　さて、ここで各シナリオについて触れていこうと思います。シナリオのネタバレを含みますので、本編を読んでいない方は、是非本編を読んでから先にお進みください。




第一話

　記念すべきファーストセッション、しかも藤澤さんとは初めてセッションをご一緒するということもあり、かなり緊張しましたが、それもすぐに吹き飛びました。藤澤さんがとても気さくな方で、大いに物語を盛り上げてくれたからです。実際に彼女がどのような活躍をしたのかは、本編を見ていただければわかるでしょう。




　さて、シナリオの方ですが、その構造はいたってシンプルで、自分たちを拘束する悪の組織から逃げろ、というものです。ですが、ただ悪の組織に捕まったので逃げて、というだけではモチベーションは上がりません。

　そのため、ファントムセルがどれだけ危険な組織なのかということを演出する必要がありました。そこで用意したのがアマガとマークというふたりのＮＰＣです。

　アマガにはファントムセルという悪の組織の象徴として、マークにはその犠牲者が行きつく先───ジャーム化したオーヴァードを見せるという役割を担ってもらっています。

　特にアマガはその役割上、わかりやすいぐらいマッドな研究者として演出しました。結果として彼のキャラクターが立ち、彼との掛け合いをプレイヤーたちが生き生きと遊んでくれたので、よかったです。




第二話

　第二話は、当初の予定から大きく形を変えて完成することになりました。

　最初、真也の両親に特殊な設定をつける予定はなく、真也の日常の象徴───本編の亮太にあたる立ち位置のキャラとして扱えないかな程度に考えていたのです。

　ところが、第一話で「真也はレネゲイドを知らないが、両親は知っている」という設定が生まれたことで事情は変わりました。




　こんなおいしいネタを逃す手はありません。




　真也の両親の設定、さらにガブリエルの「十八年前に改造された」という設定を並べたとき、これならいけるというひとつの確信が生まれました。そして、真也の父親には急遽、謎のＸナンバーズ〝Ｘ０１〟としてがんばってもらうことになったわけです。

　他にも楽しんでもらえたらと、ベルトルトの能力と性格のちぐはぐさや、『アライブ』からの特別ゲスト・柳也などの要素を入れました。そこは無事に、プレイヤーの方々に楽しんでもらえたようで、ほっと胸をなで下ろしております。





＊　　　＊　　　＊






　そろそろ残りの紙面も尽きてきました。

　ここで、本書を執筆するにあたって協力していただいた方々への感謝を。




　まずは、本リプレイのプレイヤーの四人に。特殊なシチュエーションの中、物語を盛り上げていただきありがとうございます。次巻でもよろしくお願いします。

　次に、この本の製作に関わったすべてのスタッフに。忙しい中、作業していただき、ありがとうございます。

　そして最後に、この本を手にとってくださった読者のみなさんに。

　次は第二巻でお会いできたらと思います。




　次巻では、真也たちとファントムセルの戦いも激しさを増していくことになります。彼らが非日常から脱出エクソダスするための物語がどう展開していくのか。楽しみにお待ちください。




　それでは、また会えるその日まで。





二〇〇八年六月二十四日　伊藤和幸
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